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プロローグ　解雇、そして邂かい逅こう。






　　　　□□




　その宣告は、唐突に。

「ナンバーナイン。本日付けで、あなたを『諜ちよう報ほう部ぶ』から解雇します」

「……は？」

　一瞬、頭が真っ白になる。

　昼前のトレーニングルーム。俺は両手に持っていたダンベルを置き、訳のわからない宣告をしてきたスーツ姿の金髪碧へき眼がんの女性、キャサリン・ノーナンバーに向き直った。

　彼女の後ろには、いまにも泣き出しそうな表情をした同僚の女性スパイたちが、十数人ほど待機している。

「笑えないジョークだ」

「笑えなくて当然よ。これはジョークじゃなくて、単なる事実なんだから」

　そう答えるキャサリンの青い瞳は笑っていない。

　諜報部の長官トツプを務めているにもかかわらず昼間から酒を飲んでは酔っ払い、『ねえナイン、いまからワタシの元彼をぶん殴ってきてよ』なんて、くだを巻いていたあのキャサリンが、いまは真剣な表情で俺を見つめてきていた。

（嘘うそや冗談の類ではない、ということか……）

　俺は、タオルで汗を拭きつつ。

「……解雇の理由を聞かせてくれ」

「理由ですって？」

「ああそうだ。俺は……まあ出来のいい『スパイ』とは言えないが、それでも『フルピース』のために尽力してきた。文字通り、人生のすべてを捧ささげてきたんだ」

　秘密組織、フルピース。

　何百年も昔から世界を裏で支えてきたフルピースには、ふたつの部署が存在する。

　ひとつは、各国の軍に戦闘員を派遣する『軍部』。

　もうひとつは、各国政府に諜報員──スパイを派遣する『諜報部』だ。

　スパイは秘匿性が重要なため、俺のような身寄りのない孤児しか諜報部に入ることはできない。孤児であれば、もし任務を失敗しても死体から個人情報がバレることはない……ひいては、フルピースの存在を隠すことができるからだ。

　そうした特性上、メンバーの名前は『ナンバー○○』といった風に番号で呼ばれる。表記としては、『No.000』といった具合だ。

　俺は『No.009』──ナンバーナイン。

　みんなからは、ナインと呼ばれていた。

　五歳の頃。名もない戦場で、孤児の俺はフルピースの十四代目『ボス』に拾われた。

　それから十五年間。毎日欠かさず修練を積み、必死にスパイ任務を遂行してきたが、どうしてか任務達成率は10％を超えなかった。

　今年で二十歳を迎え、酒を使った工作技術も自然に行えるようになった。

　これから、大人のスパイとして躍進していく予定だったというのに。

「なあ教えてくれ、キャサリン。どうして俺が解雇されなくちゃいけないんだ？」

「どうして、ね……」

　重ねて問うと、キャサリンは呆あきれたように背後、十数人の女スパイたちを振り返った。

「……コレを見てもまだわからない？」

「？　なんの話だ？　なあ、いいから答えてくれ、キャサリン！　俺はどうして──」

　詰め寄り、キャサリンの細い肩を両手でガシっ、と掴つかんだ。

　その直後だ。

「──きゃー！　この浮気者ッ!!」

　十数人の女スパイたちがそう、一斉に悲鳴をあげ始めた。

　鋭い眼まな差ざしで俺を睨にらみながら、ボロボロと涙を流して嗚お咽えつをもらしている。中にはその場にくずおれてしまう女スパイもいた。

　ふと周囲を見回すと、トレーニングルームで運動していたほかの男スパイたちが、何事かとこちらに視線を向けてきていた。

　いや、何事かと思っているのは俺のほうなんだが。

「つまりは、これが解雇理由よ」

　言いながら、キャサリンは俺の手を払いのけると、泣き崩れる女スパイたちを見やり、嘆息まじりに続けた。

「ナイン、あなたは女性にモテすぎるの。そのせいで諜報部の女スパイが全員、軒並みあなたの虜とりこになっちゃったのよ」

「なッ……俺の虜だと？　なにを馬鹿な……」

「あなたの任務達成率が低い理由、どうしてだかわかる？　あなたが任務中に関わった女をこぞって誑たぶらかしていったからよ。無自覚に、敵味方関係なく、ね」

「た、誑かしてなどいない！　人聞きの悪いことを言うな！」

　思わず反論するが、たしかに言われてみると、任務失敗の決定打になっていたのは、いつも女性関連の出来事だった気がする。

　とある企業に新入社員として潜入し、社長室から機密書類を盗みだして脱出しようとしたときも、『あ、あと五分だけ話してかない？』と女性秘書に強引に引き止められて任務失敗。とある戦場に新兵として潜伏し、敵国側の駐屯地に爆薬を設置しようとしたときも、『な、なあ新入り。あたいの自慢のナイフを見ていかないか？　先っぽ、先っぽだけでいいから！』と敵兵の女性士官に力ずくで近くのテントに引きずり込まれて任務失敗。

　……心あたりがありすぎるな。

　そうして過去の任務を思い返していると、泣いていた女スパイたちが「いまさら言い訳する気!?」「この無自覚悪魔！」「天然ジゴロ！」「あんなやさしく話しかけてきたくせに！」「でもそんな純粋なところが好き！」と口々に声をあげ始めた。待て。ひとり告白してない？

　オーディエンスをなだめる司会者よろしく、キャサリンが「どうどう。落ち着いてみんな」と女スパイたちを黙らせ、話を再開する。

「自分のことだから気づきにくいのはわかるわ。でもね？　あなたの顔立ちや甘い声、日系人特有の綺き麗れいな黒髪は、女性の乙女心を無性にくすぐるのよ」

「そ、そんな、俺は別に……」

「わかってる。ナインはなにも悪くない。でも、このまま諜報部にいられると組織の存続危機にもつながるの。これがどれだけの緊急事態か、あなたならわかるわよね？」

「──、──」

「このことはもちろん、ボスも了承している。ナインのことは特別可愛かわいがっていたから、残念がってもいたけどね」

「……そうか、ボスが」

　フッ、と全身の力が抜けるような錯覚に襲われる。

　俺がスパイとして躍進したいと願ったのは、すべてボスへの恩返しのためだった。

　あのひとの役に立ち、あのひとの駒ポーンとして死ぬことこそが本懐だった。

　俺が在籍し続けることで、その大本である組織の存続が危ぶまれるというのなら、俺に選択肢はない。

　すべては、ボスのために。

「……わかった。今日限りで、俺は諜報部を辞めよう」

「ありがとう……ゴメンなさいね」

　俺の宣言を受け、キャサリンは申し訳なさそうにうなずくと、脇に抱えていたファイルを渡してきた。

「これが次の転属先のリスト。まさか解雇してそのまま浮浪者になれ、だなんて言えないからね。ボスと相談して、かなり優遇してもらえるところをピックアップしておいたわ」

「すまない、助かるよ」

　そう言って、ニコッ、とわずかに微笑ほほえむと、キャサリンが「う」と短く呻うめいた。

　同時に、背後の女スパイたちまでもが「出たわ、あのやわらかスマイル！」「わたしはアレに落とされたのよ！」「卑ひ怯きようよ、あんなの見せられたら惚ほれるしかないじゃない！」「ああやっぱ好き！」とおかしな反応をしだした。うん、告白してるひとは無視しよう。

「どうした？　キャサリン」

「な、なんでもないわよ。ちょっと心が乱れそうになっただけ──それで、どこか気になる転属先はありそう？」

「そうだな……」

　フルピース内の軍部、各国の陸海空の軍隊、果ては政府極秘の暗殺者など、様々な役職がズラリと並んでいる。

　基本はやはり、スパイの技能を活いかせる職場が多いようだ。

「転属先は、今日中に決めないといけないのか？」

「一応、明日までにってことになってるけど、吟味したいのならいくらでも待つわよ」
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「いや、大丈夫だ。キャサリンの仕事を残すのもあれだし、この場で決めて──、ん？」

　ふと。

　ファイルの一番下に、一枚の紙切れが挟まれていることに気づいた。

　何の気なしにそれを手に取り、確認してみる。

　すると。キャサリンが「ああ、えっと……」と、どこかバツが悪そうに口を開いた。

「それは、ワタシのプライベートな親友に頼まれた任務でね？　海外出張で家を空けることになるからっていうんで、誰か適任者がいないか探してたところなのよ。言ってみれば、それこそジョークみたいなもの。フルピースの人間を派遣するわけにもいかないし、ましてやスパイのナインには到底不釣合いな──」

「──これにする」

　遮って、俺は紙切れをキャサリンに突き出した。

　ドクンドクン、と不思議な高揚感が胸を叩たたく。

「この職場に転属しよう……いや、見るからにフルピースとの関係性はなさそうな職場だから、転属ではなく転職ということになるのか」

「ほ、本気？　ジョークだとしたら笑えないわよ……？」

「笑えなくて当然だ。ジョークではなく、本気で言っているのだから」

「……いや、まあ、ワタシとしてはありがたいけど……本当にいいのね？」

「ああ。よろしく頼む」

「そう……アンタがそれでいいなら、別にいいけど」

　訝いぶかしげにしながらも、俺の個人ファイルに新たな転職先を書き込んでいくキャサリン。

　スパイとして躍進するという夢は潰ついえた。

　ならばこれを機に、それらスパイ技術を使うことのない、まったく新しい職場に踏み込んでみるのも悪くないかもしれない。

　俺は、未知の領域に踏み込む好奇心と共に、そう思ったのだった。

「はい、記入完了したわよ──じゃあ、すこし形式ばってやっておきますかね」

　ペンを仕し舞まい、キャサリンは咳せき払ばらいをひとつ。

　あらためて俺に向き直ると、長官として新しい職場を告げてきた。

　これが、俺の最後の『任務』だ。

「元諜報部ナンバーナインに告げる。日本のＳ県に向かい、葉は咲ざき冬ふゆ子この娘たち、葉咲三姉妹の『家か政せい夫ふ』を全うせよ」

「了解した」




　　　　□




　日本に向かう旅客機内。

　席の隣前後に客がいないことを確認したあと。俺はノートＰＣを開き、イヤホンを装着すると、キャサリンから渡されていた動画データをクリックした。

　動画タイトルは、『家政夫面接　１～23』。

　それは、依頼人の葉咲冬子が撮影していた、これまでの家政夫の面接映像だった。

　家政夫依頼書と共にキャサリンにだけ渡されていた映像らしいが……どうやら葉咲冬子は海外出張にそなえ、前々から家政夫を雇おうとしていたようだ。

　動画のナンバリングを見るに、少なくとも23人は面接に落ちていることがわかる。

　キャサリンの話によると、女性の家政『婦』ではなく男の家政『夫』を募集しているのは、ひとえに三姉妹の身を案じてのことらしい。

　葉咲冬子の夫はすでに他界しているため、家に男の家政夫を通わせることで、娘たちを暴漢やストーカーの手から守りたいのだとか。

　日本は治安がいいと聞いていたのだが……どうやらそうでもないらしい。

「お、再生されたか」

　砂嵐が走り、映像が映し出される。

　家のリビングであろう空間。観葉植物かなにかの隙間に置かれたデジタルカメラは、ソファに横並びに座る三姉妹と、その対面に座る家政夫希望者の中年男性を映していた。

　俺がまず注目したのは、三姉妹。

（これが、葉咲三姉妹か……）

　キャサリンからの依頼書で顔写真は確認していたが、動画で見るのははじめてだ。

　向かって、ソファの右側に座っているのが──長女の葉咲夏なつ海み。

　淡い茶髪のポニーテイルをした、ジャージ姿の少女だった。いや、依頼書によると大学二年生、俺と同じ二十歳ということだから、少女と呼ぶのは不適切だろうか。ソファの上にあぐらをかき、鋭く切れ長の目で応募者を威圧するように睨んでいる。不ぶ躾しつけというか横柄というか……こう言ってはなんだが、不良のような女性だと思った。

　続いて、ソファ真ん中に座っているのが──次女の葉咲桜さくら。

　黒髪のセミロングとヘアピン、つぶらな瞳が特徴的な少女だった。長女に相反するように背筋をピンと伸ばし、澄ました表情で応募者の話に耳を傾けている。どこかクールな印象を受ける少女だ。高校二年生とのことだが、直感的に、この少女が三姉妹のリーダーとして舵かじを切っているのだろう、と察した。

　最後に、ソファ左端に座っているのが──三女の葉咲秋あ樹き。

　長い髪を三つ編みにし、分厚い黒縁眼鏡をかけている少女だった。背筋は丸まり、応募者の顔を見ようともせずうつむいている。内気な性格なのだろうか。ただ、その身体からだつきだけは、三姉妹の中でダントツに豊満なソレだった。とても高校一年生とは思えない。ニットのセーターを着ているのだが、胸元がはちきれんばかりにふくらんでいる。

（みんな綺麗な顔立ちをしているな……）

　うつむいて顔がよく見えない三女ですら、鼻や唇の輪郭から美人であることがわかるのだ。きっと三人とも、男性からモテまくるにちがいない。

（なるほど。家政『夫』を雇おうとするわけだ）

　これだけ綺麗なら、おかしな男性が近寄ってきても不思議はない。

　母親の葉咲冬子は、画面端に足だけ映っていた。まるで面接を見守るような位置だ。家政夫の世話になるのは三姉妹だからと、三姉妹に決定権を委ねているのかもしれない。

　話し声は、当然のことながらすべて日本語だった。スパイはマルチリンガルであることが最低条件なので、少女たちの会話もしかと聞き取れた。

（まあ、『元』スパイだけど……）

　すこしセンチな気持ちになりながら、会話を聞き進めていく。

　中年男性の主張が長く続いていた。料理がこれだけできる、掃除も得意、家事ならなんでもこなせると、とにかく必死になって自分をアピールしていた。

　……というか、すこし必死すぎないか？　この男。

　しかし。そんな男性の熱のこもったアピールもむなしく、三姉妹が下した結果は。

『ゴメンなさい』

　という、無慈悲なものだった。

　三姉妹のひとり、残酷な結果を告げた次女の桜が、不快そうに眉をひそめながら言う。

『あなた、さっきから庭の洗濯物をチラチラ見てましたよね？　私たちの下着が干されている、あの洗濯物です』

　次女が庭先を指差しながら問うと、男性は慌てて否定し始めた。まるで、図星とでも言わんばかりの否定の仕方だった。

『私たちをそんなイヤらしい目で見るひとに、家政夫を任せることはできません──どうぞ、お引き取りください』

　にべもなく言い渡すと、中年男性は肩を落として席を立った。

　そこで、ひとつ目の面接映像は終了し、次の面接映像が始まる。

　その後の面接でも、三姉妹が笑顔を見せることはなかった。大企業の厳粛な面接官かのごとき固い面持ちで、面接希望者たちを蹴落としていった。

　見様によってはまるで、男性という存在を忌み嫌い、怖おそれているかのようでもあった。

「……なるほどな」

　23名すべての面接映像を見終え、俺はノートＰＣを閉じる。

　三姉妹の男性に対する感情はさておき、この映像を見てわかったことは、ただひとつ。

　三姉妹に嫌われた時点で、俺の家政夫の道は終わる、ということだ。

　依頼人の葉咲冬子にはキャサリンが直々に口添えしてくれているらしいが……それでも、三姉妹がうなずいてくれる保証にはならない。

　どうにかして、三姉妹に好印象を与えなければ。

「なにもしなかったら、本当に浮浪者になってしまう……」

　戦々恐々としている中。無情にも、間もなく日本に着陸する、というアナウンスが機内に響いた。







「なにも思いつかなかった……」

　愕がく然ぜんとしながら、夕暮れの道を歩いていく。

　十月下旬の寂しげな住宅街に、呆れるようなカラスの鳴き声が響いた。

　花束や菓子折りなど、手土産を持っていくことも考えた。しかしそれは、見え透いたご機嫌取りと受け取られる可能性があった。事実、あの面接映像でも、手土産を持参した応募者はものの数分で追い払われている。

「元スパイであることをアピール？　いや、秘密組織のことをバラしてどうする……」

　特技らしい特技を身につけてこなかったのが悔やまれる。

　唯一身についているものと言えばスパイとしての技術だが、針金を使った鍵開けピツキングを披露しても意味がないしな。普通に泥棒あつかいされて終了だ。

「趣味も特にないし、娯楽も仕事以外では嗜たしなんでこなかったし……ぐぬぬ、こうして思い返すと、俺の人生灰色すぎないか？」

　すでに面接に落ちたかのように肩を落としながら歩いていると、いつの間にか目的地、葉咲家の前に到着してしまっていた。

「……ああ、クソ。もうどうにでもなれ！」

　半ばヤケクソで敷地内に踏み入り、インターホンをプッシュ。

　程なくして。「はーい」という声と共に、綺き麗れいな大人の女性が出てきた。依頼書で見たから間違いない。このひとが三姉妹の母親、依頼人である葉咲冬子だ。

　今年で四十三歳になるらしいが、かなり若く見えるな。二十代後半と言っても通用するレベルだ。日本人は幼顔というが、そうした部分も関係しているのだろうか？

　しかし、なるほど。こうして直じかに見ると、たしかに三姉妹に似ている。正確には、三姉妹『が』似ているなのだろうけれど。

「あら？　あらあらあら？　もしかしなくても、『野の宮みやクロウ』くんよね？」

「はい。はじめまして、葉咲さん。本日は面接のほう、よろしくお願いいたします」

　依頼主の機嫌を損ねないよう、丁寧にお辞儀をする。

　ちなみに。『野宮クロウ』というのは、俺の日本での偽名だ。

『No.009』の『Noノー』と『９ク』をもじって、適当につけた名前だ。

　数分で思いついた名前だが、案外気に入っている。

　閑話休題。

「ええ、ええ、こちらこそよろしくねー！　いやあ、ほんと助かったわ！　実は、もうこのあとすぐ日本を発たたなくちゃいけなくってね。あとはクロウくん待ちだったのよ！」

「え？　いやでも、まだ俺が採用されると決まったわけではないんじゃあ……」

「大丈夫よ！　キャサリンが認めた子だもの、娘たちも認めるはずだわ──それに、うん。クロウくんと会ったら、たぶん即決すると思うわよ、あの子たち」

　ふふふ、と意地の悪そうな笑みをこぼす冬子。

　どういう意味だろう？　思わず首をかしげていると、冬子は「まあとにかく、さっさと入っちゃって！」と俺を強引に家の中に招き入れた。

「というか、クロウくんって日本人だったのね。おばさんビックリしちゃった。キャサリンの紹介だから、てっきり外国のひとが来るものだとばかり」

「正確には日系人ですね。半分は日本人ですが、もう半分はわからないそうです」

「あら、そうなの──ああ、ほんとだ。瞳の色がすこしだけ青いのね。綺麗だわ」

「恐縮です」

「じゃあ、クロウくん。そこのリビングのソファで待っててもらえる？　いますぐ二階にいる三人を呼んでくるから」

「了解しました」

　俺の返事を聞き終わる前に、冬子はドタドタドタ！　と小走りで二階に行ってしまった。

　なんというか、元気な母親だ。バイタリティにあふれているというか。

　いや、それよりも……問題はこのあとの面接だ。

（最初、なんて挨拶しようか……）

　これまでの応募者は、社会人らしく堅実な挨拶をしていた。俺も無難にそうしておくべきだろうか？　だが、堅い印象を持たれると好印象につなげにくくなりそうだ。かと言って、趣味も特技もない俺に場を和ませるような軽快なトークを披露できるはずもない。

　──なんて。

　下手なスパイ任務よりも頭を悩ませていた、そのときだ。

「お待たせ、クロウくん！」

　冬子が、件くだんの三姉妹を引き連れてリビングに戻ってきた。

　すると。

「「「…………」」」

　三人が三人とも俺の姿を見て、なぜか唖あ然ぜんとその場に立ち尽くしてしまった。

　信じられないものでも見ているかのような、はたまた、なにかに見み惚とれているかのような、あるいは、探し求めていたものをようやく見つけたかのような、そんな三様の表情だ。

　俺はすぐさま立ち上がり、とにかく挨拶しようと頭を下げる。

　瞬間。慌てたせいかバランスを崩してしまい、眼前のテーブルにゴン！　とスネをぶつけてしまった。

「あらら！　大丈夫？　クロウくん」

「え、ええ。大丈夫です、ありがとうございます」

　駆け寄ってきた冬子に礼を言いながら、俺はあらためて三姉妹に向き直り、すこし微笑ほほえんでみせる。

「あはは……すみません、いきなり失敗してしまいました」

「「「…………」」」

「はじめまして、野宮クロウと言います。本日は、この家の家政夫の面接に──」

「──採用」

　ぼそり、と。

　そう、熱に浮かされたかのようにつぶやいたのは、茶髪ポニーテイルの長女、夏海。

　続けて、隣り合う次女の桜と三女の秋樹が、こくこく、と無言で力強くうなずく。

　今度は、俺が唖然とする番だった。

「え、えっと……採用、というのは？」

「ほら、おばさんの言った通りになった！　今日からこの子たちのこと、よろしくね！　クロウくん！」

　バンバン、と冬子が祝福するようにして俺の背中を叩いてくる。

　……なにが決め手になったのかは定かではないけれど、

　こうして、俺は葉咲家の家政夫に採用された。
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「じゃあ、そういうことでクロウくん、あらためて三人のことお願いね！　それと、これから長い付き合いになるんだし、クロウくんも三人も互いに堅苦しい敬語は禁止！　これ、いま決めた葉は咲ざき家ルールだから……って、やだ飛行機の時間!?　それじゃあ、おばさんは海外で数ヶ月バリバリ働いてくるからー！　みんな、アデュー！」

　口早に言い残し、駆け足で玄関に向かうと、冬ふゆ子こは勢いそのままに家を出て行ってしまった。まるで台風のような女性である。

「まったく、いつも落ち着きがないんだから……」

　玄関を見やり、黒髪セミロング、次女の桜さくらが呆あきれたようにため息をついた。

　長女の夏なつ海みと三女の秋あ樹きも呆れ顔をしていて、特に悲しんでいる様子は見られない。冬子のこうした海外出張は、過去に何度も行われてきたことのようだった。

「元気なお母さまですね」

　気まずい沈黙を作らないために声をかけると、桜は俺の顔を見てなぜか「うぐ」とたじろぎ、平常心を保つかのように咳せき払ばらいをひとつ。意を決したようにこちらに歩を進め、俺の対面のソファにドカっ、と腰を下ろした。

「け、敬語は禁止だから」

「え？」

「さっき、お母さんが言ってたでしょ？　お互いに堅苦しい敬語は禁止だって」

「ああ、そうでした──じゃない、そうだったな」

　諜ちよう報ほう部ぶ長官であるキャサリンとは上司部下の関係にあったが、基本的にいつもフランクな言葉遣いで接していた。

　そのときの癖が出やしないかと心配していたので、この申し出は素直に助かる。

「それじゃあ、お言葉に甘えて。敬語はなしにして話させてもらおう」

「そ、そう、それでいいわ。見た感じあなたのほうが年上みたいだけど、私たちも気兼ねなくタメ口を使わせてもらうから」

「あはは。お手柔らかに頼むよ」

　軽く笑ってみせると、俺の顔を見た桜が、またも「うぐっ」と胸を押さえて呻うめいた。

　……心臓になにか病やまいを抱えているのだろうか？

　俺の顔がトリガーになる病気というのも、あまりに奇病すぎるけれど。

　呼吸を乱しながらも、「じ、じゃあ」と桜はなんとか口を開く。

「採用は決定として、軽く面接させてもらおうかしら。あなたのことを知ってるのはお母さんだけで、私たちはまだ名前すら知らないし。履歴書は持って来てるわよね？」

「もちろん持参しているが……その前にひとつ訊きかせてくれ」

　スーツの内ポケットから履歴書の入った封筒を取り出し、俺は続けた。

「どうして俺は採用になったんだ？　まだ面接すらしていなかったのに」

「そ、それは……」

　素朴な疑問を訊たずねると、履歴書を受け取った桜はついと視線をそらし、キッチン近くのテーブルに座る夏海を見つめた。

　見つめられた夏海は「なッ……あ、あたし？」と狼ろう狽ばいして、スン……と素知らぬ顔で隣に座る秋樹を見やった。

　見られた秋樹は「え……わ、わたし、ですか……？」とオロオロ動揺を見せて、ぷいっ、とキッチン奥にある冷蔵庫に顔を向けた。

　……冷蔵庫。

　……冷蔵庫？

　冷蔵庫が、俺を採用してくれたのか……？

　これから俺はどんな気持ちであの冷蔵庫を開ければいいのだろう？　とすこし真面目に考えていると、桜が「と、とにかく！」と強引に話を切り替えた。

「採用は採用なの！　採用基準は葉咲家の秘密！　門外不出の最重要機密事項！　なにか文句あるッ!?」

「いや、文句はないが……」

「ならいいじゃない！　それよりも面接を始めるわよ！　えっと……野の宮みやクロウ！」

「クロウと呼んでくれ。俺も、桜と呼ばせてもらう」

「い、いきなり下の名前ッ!?」

「敬語はなしなんだ。なら、ファーストネームで呼び合ったほうがより自然だろ？」

「それは、そうかもだけど……」

「ほら、桜。はやく面接を始めてくれ」

　慣れさせるために、わざと下の名前で呼んでみる。こういうのは回数を重ねるのが大事だからな。

　すると。桜は慌てて履歴書で顔を隠し、気恥ずかしそうな声音でこう応えた。

「わ、わかったわよ……く、クロウ？」

「はい、よくできました。桜」

「～～ッ、いまからでも不採用にしてやりたい……！」

　両足をバタつかせながら、履歴書に顔を埋うずめるようにして悪態をつく桜。

　履歴書で隠しきれていないその両耳は、彼女の名前のような桜色に染まっている。

　冷静なクールキャラかと思っていたが、葉咲桜、意外と感情豊かな女の子のようだった。







　野宮クロウという人間のプロフィールを確認する、雑談まじりの軽い面接が終わった。

　初対面の男性と話している、という緊張感こそあれ、あの面接映像のときのような警戒心は、三姉妹からは感じられなかった。本当に俺という家政夫を受け入れてくれるつもりでいるらしい。

　こうなると、桜の言う最重要機密事項というのが気になってくるけれど。

　ともあれ──時刻は午後七時。

　夕ゆう陽ひは完全に沈み、夜の帳とばりもとうに下り切っていた。

「さて。それじゃあそろそろ、俺はお暇いとまさせてもらおうか。今日は面接だけの予定だったから、夕飯は作らなくても大丈夫なんだよな？」

「うん、昨日のカレーが残ってるから大丈夫……というか、いまから帰るの？」

　桜がすこし心配そうに訊ねてくる。辺りが暗くなっているからだろう。

　俺は「ああ」と答え、ソファの横に置いていた手荷物に手をかけた。

「空港を出てそのままこの家に来たから、まだ宿泊するホテルも確保していないんだ」

「そうなんだ……と、というか、それなら」

「──それなら、うちに泊まればいいんじゃね？　てか、住めばいいんじゃね？」

　被かぶせるようにして言葉を発したのは、夏海。

　椅子にあぐらをかき、ニヤニヤと悪戯いたずらっ子このような笑みを浮かべながら、夏海は続ける。

「オカンが家政夫なんつーもんを雇おうとしたのも、元々はあたしらを守ることが目的だったんだから、『騎士ナイト様』には家に常駐してもらったほうが合理的だろうよ。幸い、空き部屋はいくつか残ってるし、クロウにしても、わざわざこの家に通う手間が省けるだろうしさ。どうよ？」

「いや、その申し出はありがたいが……俺という男を置いてしまっては本末転倒ではないか？　俺が暴漢やストーカーの可能性だってあるんだぞ？」

「そうやって心から心配してくれてる時点で、クロウは安全だって証明されてんのさ。知ってるか？　本物のクズが吐つく嘘うそには、どうしたって隠せない欺ぎ瞞まんがまぎれてんだぜ？　──それは、あたしらが一番よく知ってる」

　夏海が真剣な顔つきで言うと、桜と秋樹の表情がわずかにこわばった。

　日本に向かう旅客機の中。面接映像を見ながら、俺は思った。

　三姉妹は全員、美少女と呼ぶに相応ふさわしい綺き麗れいな顔立ちをしている。男性からもモテまくるにちがいない──そして、これだけ綺麗なら、おかしな男性が近寄ってきても不思議はない、と。

　実際に、そのおかしな男に言い寄られた経験が、三人一様にあるのだろう。

（それゆえの、あの警戒心か……）

　面接映像で桜が、庭に干していた下着を見ていた、と応募者に指摘する場面があった。

　もしかしたらあれは、三姉妹による『トラップ』だったのかもしれない。

　そこで下着に目を向けるような下心まみれの男であれば、採用する価値はない、と早々に判断できるわけだ。

「なにより、オカンも『長い付き合いになるし』って、住み込みで働くのもＯＫみてえなこと言ってたんだからさ。それこそ、気兼ねする必要ねえって──どうだ？　クロウ。あたしらの騎士になるっつー案は」

　空気を重くしないための配慮だろう。雰囲気をガラッと変えて、おどけた様子で訊ねてくる夏海。

　冬子という大人がいないこの家は、たしかに防犯レベルに不安が残る。夏海は成人を迎えているが、ひどく細身で華きや奢しやなスタイルをしている。こう言ってはなんだが、暴漢が襲ってきたら一瞬でやられてしまうだろう。

　俺が返せる答えは、ひとつしかなかった。

「……わかった。みんながよければ、この家を守る騎士にならせてもらおう。いいか？」

「へへ、だってよ？　桜、秋樹」

　夏海が話を振ると、桜と秋樹は気恥ずかしそうにうなずいた。

　俺の肩書きが、ただの家政夫から住み込み家政夫にランクアップした瞬間である。

「さ、さて！　それじゃあ、クロウ」

　と。俺の宿泊に関する話がまとまったところで、桜が手を叩き、話を切り替えてきた。

「部屋はあとで案内するとして、すこし私について来てもらえる？」

「かまわんが、どこに行く気だ？」

「お風呂」

「……はい？」

「だから、お風呂だってば──ふたりっきりで、大事な話しよ？」







　海外の、ましてやフルピースの施設で十五年間暮らしてきた俺には正確な判断ができないが……葉咲家の一軒家は、日本の一般家屋の中では比較的大きいほうだと感じた。

　豪邸と呼ぶには庶民的だけれど、一般家庭の家にしては豪華すぎる。そんな家だ。

　外観から見た限り、土地は軽く百坪を超えているだろう。家屋内の間取りも、窮屈に感じる箇所が見当たらない。広々でゆったりとした設計になっている。家具などのインテリアも洒落しやれていて、まるでデザイナーズハウスのような雰囲気を醸し出していた。

（冬子の努力の賜たま物ものか……）

　女手ひとつでこんな大きな一軒家を維持し、あまつさえ子供三人を育てているのだ。冬子の仕事の辣腕ぶりは、火を見るよりも明らかだった。

　この広さなら、掃除機をかけるだけで二時間はかかるだろう。

　冬子が家政夫を雇ったのは、だから、三姉妹を守る意図のほかに、純粋に家事を手伝ってくれる人間がほしかったからなのかもしれない。

　そう──つまり、なにが言いたいかというと。

　家政夫とは本来、そんな家事手伝いをしてくれる人間のことを指すのだ。

　決して、うら若き少女と一緒にお風呂に入るような人間を指して使う言葉ではない！

「俺は動かない、ここを一歩も動かないぞ！」

「なんでここまで来て抵抗すんのよ！　ほら、いいから入りなさいよ！」

「グッ、十五年鍛え続けてきた俺を引きずる腕力……！　桜、只ただ者ものではないなッ!?」

「か、怪力あつかいしないで！　私、そんなに力強くないもん！」

　などと供述しながら、桜容疑者は俺の右腕を両手で鷲わし掴づかみ、ズズズ、と強引に風呂場に引きずり込もうとするのだった。

　秋の鈴虫が鳴き始めた、午後八時。

　夏海と秋樹が夕食中なのだろう。リビングからカレーのいい匂いが漂う中。俺と桜はふたり、風呂場につながる脱衣所で一進一退の攻防を繰り広げていた。

　なにかの聞き間違いだろうと思い、案内されるがままにここまで来てしまったけれど、まさか本当に風呂に入ろうとするとはッ！

　まだ十六歳だというのに、なんていかがわしい！

　いやまあ、海外では十六歳といったら、それはもう色んな経験をしてしまっている年齢だけれど、日本の十六歳はもっとおしとやか、かつ慎つつましやかだと聞いている！

　俺の本分は家事手伝いだが、このあたりの倫理観も教育せねばなるまいて!!

　と。そんな家政夫魂と共に、脱衣所に踏みとどまらんとする俺を力強く引っ張りながら、桜が「とにかく！」と苛いら立だちまじりに言った。

「実際に入らないと、大事な『お風呂掃除』の説明ができないでしょッ！」

「……風呂掃除、だと？」

「え──、うわッ!?」

　抵抗する力を弱めた瞬間。拮きつ抗こうする力をなくして、桜が後方に大きく傾いた。

　俺はすかさず駆け寄り、倒れかけた桜の後頭部と腰にサッ、と手を回して受け止める。

　できあがったのは、仰あお向むけになった桜を両手で支え、俺が上から覗のぞき込むという……一介の騎士が一国の王女にキスをせがんでいるかのごとき体勢だった。

　いや、まあそれはそれとして。

「桜。大事な話というのは、風呂掃除のことなのか？」

「嘘でしょ!?　このポーズのまま話を進めるのッ!?　どんだけシュールなのよ──もう、いいから戻して！　受け止めてくれてありがと！」

「どういたしまして」

　体勢を戻して、桜を慎重に立たせる。

　怒りながらも感謝を忘れないあたり、桜の倫理観は正常のようだ。倫理観というか、道徳心というか。

　まあ。真っ赤に染まった桜の顔は、どう見ても正常ではなさそうだけれど。

「それで、なんで風呂掃除が大事なんだ？　桜」

「普通に話を戻してきたわね……」

　すこし乱れた服装をただして、ため息をひとつ。桜は本題に入った。

「お母さんは家にいることが少ないから除外するとして、うちは三人姉妹でしょ？　三人もいるとなると、お風呂に入る回数も増える」

「？　当然だな」

「だから、その分お風呂が汚れるのも早いのよ。三日お風呂掃除をサボれば、排水溝に髪の毛が詰まって水が溜たまり始めちゃうレベル。夏場であれば、そこに水みず垢あかなんかの臭いもプラスされちゃうの」

「ふむ……となると、こまめに一日一回は洗っておきたいところだな」

「そうなのよ。でも、この広さでしょ？」

　呆あきれ気ぎ味みに言って、桜はこれまた広々とした風呂場内を見渡した。

　浴槽は五、六人は入れるほどに大きく、シャワー台に至っては三つもそなわっている。昔、日本の仁にん侠きよう映画で出てきた銭湯のコンパクト版のようだ。

「三人で曜日ごとに分担して掃除するにしても、時間がかかりすぎちゃってね……これを掃除するとなると、ひとりで大体一時間は取られちゃうのよ」

「風呂掃除に一時間は長いな」

「でしょ？　でも、お風呂は毎日の癒いやしだから、綺麗に保ちたい──そこへやってきたのが、救世主のクロウってわけ」

「なるほどな。これはたしかに大事な話だ。男女でふたりっきり、一緒に風呂に入ろうとするのもうなずける」

「語弊しかない言い方やめて」

　呆れつつも、「まあとにかく」と桜は話を進める。

「私の話ってのはこのこと。家政夫さんを雇うのならなによりもまず、ここの掃除を優先してほしかったのよ──掃除の仕方や手順なんかは、全部クロウに任せるわ。なんたって家政夫だものね。期待してるわよー？」

「……任せておけ」

　あまりにも急な転職だったため、家政夫としての技能を一切磨いてきていないことは、いまは黙っておこう。追い出されちゃうから。

　……いいのだ。これから学んでいって、三人にバレないほどの成果を挙げれば、オールオッケーのはずである。たぶん。

「じゃあ、まずは掃除用具の場所ね。このシャワー台の下に一通りそろってるから。洗うためのスポンジとか洗剤も、大体ここにあるわ」

「ふむふむ」

　桜が屈かがんだのを見て、俺もその隣に屈みこむ。

　その際、左手をなんとはなしにシャワー台に置いたのがマズかった。

「あ」

「…………」

　左手に触れたなにかがクイッ、と上げられたかと思うと、桜の頭上に温かなお湯が降り注ぎ始めた。

　家政夫の技能をまったく持っていない俺でも知っている。

　これは、シャワーだ。

　温かい、シャワーだ。

「えっと、あの、すまない。手が当たってしまって……」

「……い、いいわよ。誰でも失敗はあるものね。うん、大丈夫よ……」

　俺がシャワーを止めると、震え声でつぶやきながら桜は髪をかきあげた。

　怒っていらっしゃる。
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　先ほど倒れかけた一国の王女さまが、静かにアングリーしていらっしゃる。

　ここは、これからの家政夫生活を円満なものにするためにも、なにか機嫌のよくなる言葉をかけないと！

「桜ッ！」

「なに？」

「その透けた水玉のブラジャー、とてもよく似合っているぞ！」

「いますぐ出て行けええええええぇぇぇーーーッッ!!」

　ケツを蹴り上げられ、勢いそのままに風呂場を追い出される俺。

　なんてこった！　褒めるべきは下の下着だったか!?

　直後。バタン！　と扉が閉められ、ブツブツと桜のぼやきが響いてきたかと思うと、シャワーの流れる音が聴こえ始めた。濡ぬれた身体からだをそのまま温めてしまうつもりらしい。なるほど。あれだけ広い浴室なら、濡れた服もそこら辺に置いておける。合理的な判断だ。

　俺は扉越しに「すまない」ともう一度謝罪し、トボトボと脱衣所を後にした。

　まったく、我ながら先が思いやられる。







　肩を落としながらリビングに戻ると、そこには夏海の姿があった。

　三女の秋樹はいなかった。二階の自室にでも戻っているのだろうか？

　夏海は、リビングのソファに寝転がりながら、バラエティ番組を見ていた。近くのローテーブルには、日本の発泡酒とツマミが置いてあった。完全にくつろぎモードである。

　となればもちろん、夕飯は食べ終えたのだろう。キッチンを覗のぞいてみると、カレーをよそっていたであろう食器がシンクに積み重ねられていた。

　よし。先ほどの失敗を払拭するためにも、はじめての家政夫業をこなしておくか。

　そう思い、ワイシャツを腕まくりして洗い物に取りかかろうとした、そのとき。

「──お、クロウじゃねえか。桜はどしたん？」

　俺の存在に気づいた夏海が、ソファの背もたれに顎を乗せつつ、そう話しかけてきた。

　俺は蛇口をひねり、カチャカチャと洗い物を始めながら。

「風呂に入っている。俺の不手際で服を濡らしてしまってな……申し訳ないことをした」

「あちゃー。まあドンマイドンマイ。そんな日もあるさ。それに、服を濡らしたってことは、桜の濡れ透け下着も拝めたんだろ？　逆にラッキーじゃん。どうだったよ？」

「しっかりとした性格の割に、存外子供っぽい色合いの下着を着けていたな……って、なにを言わせるんだ」

「アハハハ！　そこまで暴露しちゃうんだ！　おもしれえなあ、クロウは！」

「まったく……こう見えて俺は仕事中なんだ、夏海はテレビでも見てゆっくりと──」

「クロウってさ」

　ふと。からかう語調が変わったかと思うと、夏海はどこか期待するような表情でこう訊ねてきた。

「彼女とか、いるん？」

「いや、いないが？　できたこともないな」

　即答すると、夏海はパチクリと目を見開いて。

「マジで？　じゃあ、結婚とかも？」

「もちろんしていない。ずっと、転職前の仕事にかかりっきりだったからな。恋人を作る余裕などなかったよ」

「そうなんだ……へへ、そっかそっか。じゃあ、アイツらにも可能性はあるわけだ」

「？　なんの話だ？」

「乙女の話さ──なあ、クロウ。洗い物はもういいから、ちょっとこっち来いよ」

　そう言って、夏海は発泡酒の缶をこちらに見せびらかすようにして振ってきた。

　その表情は、ひどくうれしそうなソレだった。

「お姉さんと一緒に、楽しい楽しい晩酌をしよーぜ」







　洗い物を済ませたあと。俺は夏海と晩酌することにした。

　本当はそのままシンクの水垢も取ってしまいたかったのだが、雇い主の誘いを無む下げに断るわけにもいかない。

　今後の家政夫業を円滑にするため、ひいては三姉妹との仲を深めるためだと割り切って、リビングのソファで隣り合ってふたり、コツン、と発泡酒の缶をぶつけ合った。

「かんぱーい！」

「乾杯だ」

　グビグビ、と豪快に酒を呷あおる夏海を見やり、俺も一口飲んでみる。

「……ほう。うまいな」

「だろー？　金ないときはコレに限るわー」

　発泡酒と聞いてそんなに期待していなかったのだが、日本のソレはなかなかに高品質なようだ。某大国のビールよりもイケる。

　テレビから流れてくるバラエティ番組をＢＧＭに、『柿をピーしたアレ』という謎のツマミを食べながら、発泡酒を胃に注いでいく。

　大人のスパイとして利用するはずだった酒を、まさか家政夫として口にすることになるとは。人生わからないものである。

「クロウはさー」

　と。五分ほど酒を酌み交わしたあたりで、夏海が何気なくといった風に訊ねてきた。

　酒が回り始めているのか。目はトロンと半目になり、頬ほおもほのかに赤らんでいる。

「家政夫になる前はなんの仕事してたん？　さっき、『転職前の仕事にかかりっきりだった』とか言ってたけど」

「私立探偵をしていた」

　即答する俺。

　三姉妹と交流していく中で必ず訊きかれるだろうと思い、事前に架空の経歴を偽造しておいたのだ。持ってきた履歴書にも探偵事務所の住所や電話番号が記載されている。もちろん、すべて偽造したものだ。

　探偵を選んだのは、対象者ターゲットのあらゆる情報を探るスパイと、事件の情報を探る探偵とで、なにかと辻つじ褄つまを合わせやすいと感じたからだ。

　こうした偽の経歴を作ることも、スパイには必須の技術なのである。

　……まあ、いまはもうスパイではないけれど。

「探偵？　クロウが？」

「おかしいか？」

「おかしくはねえけど、意外だなって。クロウって、なんか天然入ってるっぽいしさー」

「天然……」

　キャサリンにも同じことを言われた覚えがある。

　あれはたしか、キャサリンが酔っ払って『ワタシの元彼をぶん殴ってきてよ』と頼んできた際に、真顔で『了解した』と返したときのことだ。

　ジョークをジョークと理解しなさい、と𠮟られたっけ。

「俺自身、そこまで抜けた発言をしているつもりはないのだが……」

「なんつーか、クロウの空気感？　雰囲気みてえなのが、もうすでに天然なんだよな。裸踊りしてって頼まれたら、なにも疑わずに真顔で服脱ぎだしそう」

「？　それはするだろ。頼みごと……つまりは『任務』なのだから」

　俺たち諜報員オフイサーにとって任務は絶対だ。

　任務達成のためならば裸になることなど造作もない。

　……だから、いまはもうスパイではないのだけれど。

　俺がそう、まさしく真顔で答えると、夏海はケラケラと楽しそうに笑った。

　鋭い目つきの夏海だけれど、こうして笑うと一気に幼く見える。

「ほら、それだよそれ！　なんかズレてるんだよなー、あたしらの常識と。まあ、おもしれえから全然いいんだけどさ」

「……これは、もしかしなくてもバカにされているな？」

「褒めてる褒めてる。おー、よしよし。クロウちゃんは天然ちゃんでちゅねー。えらいでちゅねー」

　言いながら、隣に座る俺の頭をくしゃくしゃ、となでてくる夏海。

　完全なる酔っ払いだった。

　からかい方が泥酔したときのキャサリンにそっくりである。

　ここは、酔い覚ましに仕返しするしかないな。

「なにを言う。夏海こそ、長女としてがんばっていてえらいじゃないか。よしよし」

「なッ、……」

　彼女の手とクロスさせるようにして手を伸ばし、夏海の頭をやさしくなでてやった。

　艶のある髪質だった。一本一本が絹のように細い。

　失礼な話、見た目のヤンキーっぽさからしてもうすこし傷んでいるものかと思っていたが、それはとんだ勘違いだったようだ。

　と。夏海は手こそどかさないものの、なぜかそっとうつむき、俺へのなでなでを弱めてしまった。

　が。俺はかまわず綺き麗れいな茶髪をさわさわ、となでていく。

　手触りがいいからもっとなでていたい、という気持ちも、すこしだけあった。

「俺と同い年にもかかわらず、ここまで妹たちを思いやれるのは素晴らしいことだと思うぞ。うんうん、素晴らしいお姉ちゃんだ。えらいえらい」

「あ、いや、えっと……」

「容姿も綺麗だし、髪も綺麗だし。なにひとつ欠点がないな。うん、さすがは長女の夏海だ。思わず好きになってしまいそうだー」

「す、好き……ッ、う、うがーッ!!」

　瞬間。夏海は火山よろしく爆発し、その場にガバッ、と立ち上がった。

　わなわなと唇を震わせているその顔も、火山のマグマのように真っ赤になっている。

「こ、この天然タラシがー！　す、すす、好きになるとか……お、乙女の純情をもてあそぶんじゃねえッ!!」

「い、いや、俺は仕返ししていただけで……」

「うるへー!!　言い訳なんざ聞きたかねえ！　法廷で会おう！」

　怒りをぶちまけ、リビングを後にしようとする夏海だったが──思ったより酔いが回っていたのだろう。

「──おわッ！」

　わずかに足を踏み外して、こちらに身体からだを倒すと、座っている俺の膝上にポスン、と頭を乗せてきたのだった。

　見事、膝枕の完成である。

「ッ～～な、こ、こんな……女の子が描く理想のシチュエーションまでやりやがって……どんだけタラシなんだ、クロウはー!!」

「俺はなにひとつ動いていないんだが……なんであれ、夏海」

「な、なんだよ！」

「すこし飲みすぎだ。足取りがおぼつかなくなっている。部屋まで運んでやろう」

「え」

「失礼するぞ──、っと」

　横たわる夏海の背中と足に手を伸ばし、そのまま持ち上げて、ソファから立ち上がる。

　いわゆる、お姫さま抱っこの形だ。

　抱きかかえられた夏海は、なにが起きたかわからないとでも言いたげな唖あ然ぜんとした表情で、俺のことを見上げてきていた。

「なッ……いや、あの……へ？」

「夏海の部屋は二階だよな？」

「え、あ、はい……え？」

「了解した」

　よいしょ、と持ち直して、夏海を二階に運搬していく。

　細身だとは思っていたが、ここまで軽いとは。キャサリンから譲り受けた依頼書によれば、夏海の身長は百六十八センチ、体重五十三キロとのことだったが、それよりも三、四キロは軽い気がする。

「夏海。酒もいいが、しっかりとご飯も食べたほうがいいぞ。お前はすこし軽すぎだ」

「……わ、わかった」

「？　どうした。もしかして、気持ち悪いか？　それなら、一旦トイレに寄るが……」

「ちが、ちげえよぉ……」

　つぶやいて、夏海は両手で顔を覆うように隠した。

　酒のせいではない。夏海の頬はリンゴよりも赤く染まってしまっていた。

「は、はじめて男のひとに抱っこされて、恥ずかしいんだよぉ……バカぁ……」

「……ああ、なるほど」

「ううぅ……い、いいから、もう早く運んでくれよ……恥ずかしくて死にそうだ……」

「り、了解した。死なれては困るからな」

　すこし小走りで階段を上り、『夏海』と書かれたプレートの部屋に入る。

　二十歳の女性にしてはファンシーなぬいぐるみが多い、まさしく乙女といった部屋だったが、長居しては夏海がさらに恥ずかしがってしまう。

　俺は最短距離でベッドに向かい、夏海をやさしく寝かせたのだった。

「そ、その、すまなかった。色々と配慮に欠けていた」

「い、いいよ、もう……運んでくれてありがと、おやすみ……」

「ああ、おやすみだ」

　夏海に掛け布団をかけて、俺は足早に部屋を後にする。

　晩酌を通じて夏海との仲を深めるという任務は、どうやら失敗に終わってしまったようだった。







　夏海の部屋を出てリビングに戻った俺は、晩酌の缶やツマミの袋を片付けると、名めい誉よ挽ばん回かいとばかりに保留していたシンクの水みず垢あか取りに入った。

　三姉妹をサポートする家政夫にもかかわらず、次女桜をズブ濡れにした挙句、長女夏海をも辱めてしまった……まさか、初日で二度も失敗するとは。

「元スパイが聞いて呆れる……」

　スパイ映画の『ジュテーム・ボンドリン』のように、スマートにはいかないらしい。

　ぼやきながら蛇口を止め、シンクの掃除終了。

　気づけば、時刻は午後九時半を回っていた。

　すこし廊下に出て耳を澄ましてみると、風呂場からのシャワー音は聴こえなくなっていた。桜はすでに風呂を上がり、二階の自室に戻ったようだ。

「部屋の案内……は、いまさら頼めないか」

　俺が寝泊りする部屋は桜が案内してくれる予定だったが、あんなことをしてしまったあとではそれも気が引ける。

「自分で探すしかない、か」

　先ほど夏海を運んだときに確認した限りでは、二階の部屋数は五つ。そのうちの三つに、三姉妹の名前を記したプレートが飾られていた。

　残りの二つの部屋には『冬子』と『茂しげる』と書かれたプレートがそれぞれかけられていた。冬子は当然母親として、茂とは他界した父親の名だろう。

　まさかその父親の部屋を借りるわけにもいかず……となれば、二階は三姉妹の領域、と考えておいたほうがよさそうだ。

「一階の空き部屋を探すか。この広さなら一部屋ぐらい空いているだろう」

　つぶやきつつ、俺は手荷物を持ち、一階の散策を始めた。







　これだけ広いとなると、三姉妹を守るためにも、家の中に監視カメラを仕掛ける必要があるかもしれない。

　なんてことを考えながら、空き部屋を探すこと数分。

　薄暗い廊下の先で、ぼんやりと明かりが漏れていることに気づいた。

　わずかに扉が開かれているそこは、最後に覗のぞこうと思っていた一室だった。予定を変更して、光に群がる蛾がのようにその一室に向かう。

「おお……これはすごい」

　そこは、書斎だった。

　扉を開くと、一メートルにも満たない目前に、何列もの本棚が整然と並んでいるのが見える。圧迫感を覚えるほどのソレは、まるで図書館の一画を切り取ったかのようだった。

　室内は十二畳、いや十四畳ほどだろうか？

　所狭しと並べられた本棚には、小説や絵本、辞書や図鑑までもが陳列されていた。

　これだけの量を、若い三姉妹がそろえられるとは思えない。

　とすると、これは亡くなった父親の書斎か？

「──だ、誰？」

　ふと。本棚の陰から怯おびえるような声が聴こえたかと思うと、ひょこっ、と三女の秋樹が顔を覗かせてきた。

　秋樹は、恐怖をまぎらわすかのごとく一冊の小説を胸にぎゅう、と抱いていた。

「俺だ。家政夫の野宮クロウだ」

「あ……く、クロウさん、でしたか……」

　俺の姿を確認すると、秋樹はわずかに安あん堵どした表情を見せる。

　が。本棚の陰から出てきてくれる様子はなかった。

　採用時のあのうなずきを見るに、家政夫になることは認めてくれたようだが、いまだに警戒心は持たれているらしい。

　いや、まあこれが普通の反応なのだろう。桜と夏海が異常に人懐っこいだけなのだ。

　自分の家に他人が住むとなれば、むしろこれぐらいの警戒はして然しかるべきである。

「驚かせてすまない。明かりが漏れていたから、すこし気になって入ってしまった。色んな本が置いてあるんだな」

「父が遺のこしてくれた書斎なんです……く、クロウさんも、本がお好きなんですか？」

「ああ。知識は得がたい宝だからな。いくら詰め込んでも、損することがない。そして、知識は生活を豊かにしてくれる種にもなりうる」

　スパイ活動の中でも、本好きの対象者ターゲットと会話を弾ませるときに役立ったしな。

「し、至言ですね」

　ススス、と秋樹の身体が半身だけ本棚から出てきた。

　同じ本好きの匂いを察知し、警戒を緩めてくれたのかもしれない。

　なんか、日本に伝わる『天あまの岩いわ戸と』の話のようだ。

「秋樹はどんな本が好きなんだ？　その胸に抱いてるのは、日本の小説のようだが」

「す、推理小説が好きです……これは、『東とう頭とう改かい革かく』さんっていう若いミステリー作家さんの、『パズル・ウォー』っていう小説です」

「ほう。どんな内容なんだ？」

　本好きの対処法はただひとつ。本に関する質問をすることだ。

「あ、あの、えっとですね」

　ついには身体をすべて出し、秋樹がトトト、とこちらに歩み寄ってくる。

　なんだか小動物みたいだな。

　岩戸が開き、世界に光が戻った瞬間である。

「世界の全システムが『ファイアーパズルウォール』っていうシステムに挿すげ替えられた、いわゆるディストピアものなんですけど、システムを統治するＡＩがバグを起こして殺人を犯していく、というお話なんです──ディストピアもの特有のファンタジー感がありながらも、現実のパズルに即した推理を展開していくせいで、そのファンタジー感もひっくるめて現実なんじゃないかという錯覚に陥るんです。まるで、そのディストピアが隣に存在しているかのような」

「ふむふむ」

「いまわたしが読んでいる第二章では、『水平思考パズル』が出てきているところなんですが。ご、ご存ぞん知じですかね？　水平思考パズルって」

「もちろん知っている。『ウミガメのスープ』だろ？」

　有名なシチュエーションパズルだ。

　なにより、水平思考はスパイに求められる思考法のひとつでもある。あらゆる状況を想定、対処できるようにするため、柔軟な思考を身につける必要があるのだ。

　まあ、いまはもうスパイでは（以下略

「そうですそうです！　よくご存知ですね！」

　同志を見つけた、とばかりに興奮気味に近づき、こちらの顔を見上げてくる秋樹。

　その黒縁眼鏡の奥の瞳は、うれしそうにキラキラと輝いていた。

「わたし、これがどうにも苦手で……この作中に出てくる問題も、いまだ解けずにいるんです。普通に読み進めれば答えがあるんでしょうけど、すぐに答えを見るのは、なんだか悔しくて」

「根っからのミステリーマニアだな。作家の挑戦は受けて立つ、という精神なわけだ。ちなみに、どんな問題なんだ？」

「えっと……」

　眼鏡のズレをなおして、秋樹は胸元の小説を開いた。

「『男性Ａが自宅で横になっていると、突然、窓ガラスが何者かによって割られました。けれど男性Ａは怒らず、むしろ割った人物に感謝していました。さて、それはなぜ？』」

「……なるほど」

　水平思考パズルは、解答者が出題者に対して質問していき、推理して、外堀を埋めるようにして答えを導き出すものだ。出題者はそれに対し、イエスかノーだけで答えていく。

　秋樹はその質問を見た上でも、答えにたどりつけていない、ということなのだろう。

　この程度なら、質問を見ずともわかりそうなものだけれど。

「答えは『部屋にガスが充満していて、男性Ａは死にかけていたから』、じゃないか？」

「……え？」

　呆あつ気けに取られたような顔をしたあと、秋樹は素早く答えを確認し始める。

　数秒後。静かに上げられた秋樹の表情は、驚きよう愕がくのソレに変わっていた。

「せ、正解です……く、クロウさん、すごいです！」

「よかった。なんとか面子メンツは保てたみたいだな」

「頭がやわらかいんですね！　わたしは、昔から頭が固いので羨ましいです……どうしたらそんな風に柔軟な発想ができるようになるんですか？」

「企業秘密だ」

「そんな、教えてくださいよ！　すこしだけでいいですから──、あ」

　と。無邪気に教えを乞い、秋樹が俺のほうにさらに詰め寄った、その瞬間。

　むにゅ、と、ふたつのやわらかな感触が俺の腹部に当たった。

「ひぅ」息を吸うような声をもらし、秋樹が慌てて後ずさった。

　細かく身体からだを震わせながら、パクパク、となにか弁解しようと口を開閉している。

　その顔は、病的なまでに赤く染まっていた。

　ほんのわずかな接触でこうなってしまうとは。秋樹は極度の照れ屋らしい。

「あー……大丈夫だ、秋樹。落ち着け」

「あ、ああ、あの、わたし……す、すみませんでしたッ!!」

　俺がフォローするよりも早く、とんでもない速度で書斎を後にする秋樹。

　先ほどの熱弁から根っからの読書家だと思っていたが、運動もそれなりに得意なようだ。

　いや、そんな分析はどうでもよくて！

「またやってしまった……」

　まさかまさかの、三度目の失敗。

　考えたくないが、三姉妹と俺は相性が悪いのだろうか……？







　秋樹が走り去ったあと。これはもう、明日にでも解雇されてもおかしくないのでは……、とすこし焦燥感に駆られながら書斎を後にすると。

「──あ、クロウ！」

　廊下で、寝巻き姿の桜に声をかけられた。

　お風呂上りであることを示すように、その頬ほおはほんのりピンク色になっている。

「やっと見つけた。こんなところにいたのね。なにしてたのよ？」

「えっと……そう、これから泊まる部屋を探そうとしていたら、偶然にも書斎を見つけてな。すこし見学していたところだったんだ」

　秋樹が俺に胸を押し当てたことで照れてしまい、逃げ去ったところだ、なんて言えるはずがない。

「そうなんだ。約束の部屋案内してあげようと思ったのに、無駄になっちゃった？」

「案内してくれるのか？　桜をあんなビショビショに濡らしてしまったのに？」

「だから、語弊がある言い方しないで！　──さっきも言ったけど、誰でも失敗はあるものだし、気にしてないわよ。私のほうこそ、お尻蹴っちゃってゴメンなさい」

「そんな、謝らないでくれ。元はと言えば、濡らした俺が悪いのだから」

「そう？　それじゃあ、おあいこにしよ？」

　そう言って、にへら、と桜は頬を緩ませる。

　こんな憎めない顔をされたら、誰だって口にする答えは決まっている。

「ああ、もちろんそれでいいさ。ありがとうな」

「えへへ、こちらこそ。ささ、お部屋に案内しますわよー」

　おどけながら、踵きびすを返して部屋案内を開始する桜。俺も遅れて、その後を追う。

　その中途でのことだった。

「そういえばさ、クロウ」

「どうした？」

「さっき、秋樹が胸を押さえながら涙目で書斎のほうから走ってきて、そのまま二階にあがっていったんだけど……原因、なにか知ってる？」

「ッ……、い、いや……俺は、なにも……？」

「ふーん……そう、知らないんだ。へえ……」

　暗殺者もかくやといった冷徹な眼まな差ざしで、俺を睥へい睨げいしてくる桜。

　あまりの重圧プレツシヤーに堪え切れずに俺が自白を始めたのは、それから数分後のことだった。







　秋樹に関する誤解をしっかりと解いたあと。桜に案内された部屋は、一階の奥まった場所にある八畳ほどの和室だった。

　まったく出入りしていなかったのだろう。襖ふすまを開けて明かりを点つけた瞬間、大量の埃ほこりが視界中に舞った。

「ンン……これは、なんというか、なかなか年季の入った部屋だな」

「まさかここまでひどいだなんて……ゴメン、クロウ。この部屋の掃除はまた明日するとして、とりあえず今日はリビングで寝てもらえる？　お布団とかは、リビングの向かいの部屋に置いてあるから」

「了解した。すまない、なにからなにまで」

「いいって、このくらい──それじゃあ、私はもう寝るわね。明日から学校だし」

「学校……ああ、そうか」

　桜と秋樹は高校生だったな。それも同じ高校。

　依頼書によると、たしか叶かな画え高等学校とかいう名前だったか。

　学校がどんな機関かは知識として知っているが、自分が学生生活を一度も過ごしたことがない人間なので、いまいち学校という存在にピンと来ない。

「それなら、早く寝ないといけないな」

「そうなのよねー……あー、ダルい。もういっそズル休みしちゃおうかしら。お昼ご飯もパンばっかで飽きたしさー」

「桜の学校は給食制なのか？」

「ううん。そうじゃなくって、私がコンビニか購買でいつもパンばっか買ってるって話。ほんとはお弁当作っていきたいんだけど、朝はそんな余裕もないしねー」

　どうしたもんかねー、とつぶやいて遠い目をする桜。

　そうか、弁当が必要なのか。弁当……弁当ね。

　これは、今日の三連続失敗を払拭するチャンスなのでは？

「どうしたの？　クロウ。なんかあくどい顔してるけど……」

「桜。明日を楽しみにしておけ」

「？　な、なんか怖いけど、わかった。楽しみにしておく」

「ああ、楽しみにしておくがいい」

　訝いぶかしげに「？」と首をかしげる桜を横目に、俺は含み笑いをこぼす。

　さて。そうと決まれば、まずは冷蔵庫の中身を確認だ！








第二章　元スパイは桜さくらに懐かれる。






　　　　□□




　翌朝。朝もやが漂う午前六時。

　冬間近の凍えた冷気を吸い込み、俺はリビングのソファから起き上がった。

　間抜けなあくびをもらしつつ、就寝中ずっと右手に握りしめていたボールペンをコトン、とテーブルに置く。万が一、不法侵入者が現れたときのための防犯対策だ。

　こんなチャチなボールペンでも、思い切り突き刺せば立派な凶器になる。元同僚の暗器使いのスパイに教わった知識だ。

　まあ、正当防衛であれなんであれ、日本でそんなことをすれば過剰防衛などで一発逮捕なのだろうが……うん、使わずに済んでなによりである。

　猫よろしく背骨を伸ばしたあと、緩慢とした動作で布団をたたみ、カーテンを開く。

「……むぅ」

　網膜を焦がすまぶしい朝日に、思わず顔をしかめる。

　脳の半分がまだ眠りに落ちていた。海外との時差の関係で、眠りが浅くなってしまったようだ。身体からだが猛烈に睡眠を求めている。

　このままでは家事もままならない──そう思った俺は洗面所に向かい、眠気覚ましに思い切って頭に冷水をぶっかけた。

「～～ッ、な、なかなかにクールじゃないか……」

　カチカチと歯を震わせながら、洗面台に突っ込んだ頭をひっこめ、蛇口を閉める。

　思ったより冷たかった。やめておけばよかった。

　冷たすぎて顔の筋肉がこわばっている。スパイは冷静沈着かつ大胆であれ、とはボスの言葉だが、これは思い切りがよすぎた。冷水で冷静を保てない。やめておけばよかった。

「き、今日はこのぐらいにしといてやる」

　負け惜しみと共に濡ぬれた髪をタオルで拭き、そそくさとリビングに戻る。

　後悔ばかりの冷水目覚ましだったが、その甲か斐いあってか脳は完全に起きてくれたようで、先ほどまでの眠気は綺麗サッパリ消えていた。

　時刻は午前六時二十分。

　電線で揺れる小鳥と新聞配達のバイク音が響く中。俺はワイシャツの袖をめくり、意気揚々と台所に入った。

「よし。それでは──三姉妹の弁当作り、開始だ！」







　言わずもがな、この弁当作りは汚名返上、昨日の三連続失敗を払拭するためのものだ。弁当を作り終わったら、三人分の朝食も用意する予定である。

　家政夫であれば雇い主の食事を用意するのは当たり前だし、そもそも、それで三姉妹が俺を見直してくれる保証はないけれど、やらないよりは断然マシだろう。

「すこし安直すぎる気がしないでもないが……」

　不安を抱えつつも、昨晩確認しておいた食材を冷蔵庫から取り出し、調理を開始する。

　──料理とスパイの関係は根深い。

　人間は、食事の瞬間に気を緩める。食物を口に頬ほお張ばるとき、アルコールを摂取するとき……人間は、警戒心を解いて無防備になりやすい。

　これは、隠れて食事をする動物の生態を見ても明らかだ。スパイはその本能的な『隙』を突き、様々な機密情報を盗み出す。

　だから、スパイはよくパーティー会場などに潜入するのだ。食事と酒で緩んだ対象者ターゲツトの心の隙を突き、情報を盗み出すために。

　スパイ映画で、スーツ姿のスパイがパーティーにまぎれ込む、なんて場面をたびたび目にするが……奇くしくもあれは、現実のスパイを模した、理に適かなったシーンなのである。

　任務中に食事の機会がなさそうなときは、こちらで強引に食事を用意することもある。スパイの必須スキルのひとつに『料理』というのが含まれているが、これはその機会作りのためだ。

　それほどまでに、食事というのはスパイにとって重要な行為なのである。

　……と、まあ。

　長々と語って、つまりなにが言いたいのかというと。

　これといった特技も趣味もない俺だが、スパイの必須スキルのおかげで料理はそこそこできるんだぜ、ということが言いたいのだ！

「で、できた……」

　陽ひ射ざしが強まり始めた、午前七時十分。

　ついに、三姉妹の弁当が完成した！

　からあげ、春巻、ポテト、卵焼き、タコさんウィンナー、プチトマト、レタス、海の苔りを敷いたご飯……初回ということで、冷蔵庫にある食材をふんだんに詰め込んでみた。

　半分は冷凍食品だが、これがなかなかにおいしそうな出来上がりになった。恐ろしい、自分の料理スキルが（倒置法）。

「食材を買い込んでいた冬ふゆ子こに感謝だ。足りなかったら真夜中にコンビニエンスストアへ行かなければならなかったからな……さて、次は朝食の用意を始めよう！」

　三つの自信作を綺麗に布で包んだあと、弁当作りのゴミを捨て、朝食作りに入る。

　それから十分ほど経たった頃。午前七時二十分。

「んー……ねむい」

　一番はじめに起きてきたのは、三女の秋あ樹きだった。

　寝巻き姿のまま、フラフラと眠たげな顔でリビングに入ってくる。

　三つ編みを解ほどき、眼鏡も外しているせいで、まったくの別人のように見えた。

　面接映像で見たときにも思ったが、やはり秋樹も美少女然とした顔立ちをしている。その豊満な体形と相まって、まるで美人モデルの休日のような風格があった。

　俺は朝食の調理の手をとめ、台所から秋樹に声をかける。

「おはよう、秋樹。よく眠れたようだな」

「おはようごじゃいます……ん、え、だれ……？」

「ああ、眼鏡がないから見えないのか。俺だ、家政夫の野の宮みやクロウだ」

　台所を出て近寄りながらそう言うと、秋樹は目を凝らしてこちらを見つめた。直後、眠たげな半目を思いっきり開眼して、背筋をピンと伸ばした。

「～～ッ、あ、えっと、おはようございますッ！　さ、昨晩は、わたしのような人間の胸部を押しつけてしまい、大変申し訳ございませんでした!!」

「いきなり謝罪ッ!?　いや、俺のほうこそすまなかった。あのときは、もっと距離を空けて話すべきだったよ──それでな？　秋樹」

　これ以上、昨夜の話を引きずっても、秋樹が委縮してしまうだけだ。

　俺は早々に話を切り上げ、キッチンに戻ると、秋樹にあるものを手渡した。

　温かなソレを手にした秋樹が、驚いた表情でこちらを見上げてくる。

「え……こ、これって」

「弁当だ。昨日のお詫わびと言ってはなんだが、よかったら今日のお昼にでも食べてくれ」

「あ、ありがとうございます……え、本当にいいんですか？」

「もちろん。日本の子供が好きであろう食材を詰め込んだから、思う存分食べてくれ……まあ、日本人に合う味付けができたかどうかはすこし自信がないが、痺しびれるような心配は絶対にないから安心してくれ」

「わたしたちのために、お弁当を……」

　と。驚いた顔を緩やかに氷解させていくと、秋樹はふんわりとやわらかな笑みをたたえ、弁当箱をそっと抱きしめた。

「ありがとうございます。大事に食べさせていただきます」

「ああ、残さず食べてくれ。残されると悲しくなるからな」

「ふふ。はい。それじゃあ悲しませないよう、ちゃんと食べきりますね」

「そうしてくれると助かる──さて、それじゃあ朝食にしよう。あともうすこしでできるから、テーブルに座って待っててくれ」

「はい。ありがとうございます」

　素直にうなずいて、テーブルにつく秋樹。

　朝食はまだだというのに、本能的に気が緩んでいるのか。秋樹の口はうれしそうに緩み、視線はずっと手元の弁当箱に向けられていた。







　朝食を済ませた秋樹が二階に戻ると、入れ替わるようにして今度は夏なつ海みが降りてきた。

　キッチン前の俺に目もくれず、ヨタヨタと千鳥足でテレビ前のソファに向かい、仰あお向むけに寝転がってしまう。

　秋樹がモデルの休日なら、こちらはおっさんの休日だった。

「あー……きもちわるっ、もう二度と酒なんか飲まねえ……」
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「おはよう、夏海」

「あぁ？　あー、うん、おはよーさん──って、お前だれ……って、クロウだなッ!?」

「言ってる途中で気づいてくれてうれしいよ」

　朝から慌ただしい思考回路である。

　ともあれ。俺は夏海の傍そばで屈かがみ、コップに入れた水を差し出した。

「ほら、まずは水を飲め。あまりにも気持ち悪いようなら吐くのを手伝うぞ？」

「いや、そこまでじゃねえからいいよ……そうか、昨日、家政夫を雇って……ああ、そういやそうだったな。朝からイケメン見ると現実味がなくなるわ」

「いけめん？」

　どういった意味の日本語だったろうか？　基本的な日本語はマスターしているが、こうしたスラングのような単語まではまだ覚えきれていない。

　意味がわからず首をかしげていると、夏海がしまったとばかりに慌てて起き上がり。

「ち、ちげえよ！　いまのはちげえからッ!!　ただの言い間違いだから気にすんな！」

「そうか、間違いだったか」

「み、水サンキューな！　ありがたくいただくぜ！」

　誤ご魔ま化かすようにして水を奪い取り、ガブガブ飲み干していく夏海。

　この調子なら、二日酔いはそこまで悪くならなそうだ。

　コップが空になったところで、コップと取り換えるようにして俺は弁当箱を手渡した。

「え、なんだこれ？」

「昨夜のお詫びだ。夏海も今日は大学だろ？　昼食にでも食べてくれ。安心安全。痺れ薬なんて混入していない、ちゃんとした弁当だぞ」

「わけのわかんねえアピールが逆に怖こええけど……うわ、マジか。普通にうれしい、ありがとな！　あたし、弁当大好きなんだよ」

　二日酔いの辛つらさも忘れて、無邪気に喜ぶ夏海。すこし意外な反応だ。

「弁当が好きなのか？　珍しいな」

「珍しいかな？　だって弁当だぜ？　なんか遠足みてえでワクワクすんじゃん。だから、運動会のときとかもオカンの弁当がすげえ楽しみで──あ」

　そこまで話して、じっと見つめてくる俺の存在を思い出したのだろう。勢いよくソファから飛び起きると、夏海は弁当を抱えたままリビングを後にしてしまった。

「と、とにかく！　ありがたくもらっとくわ！　マジサンキューな、クロウ！」

「どういたしまして。慌てて食べて喉に詰まらせるなよ」

「そこまでガキじゃねえよ！」

　言いながら、夏海は騒がしく二階に戻っていった。

　さて。残るは桜のみだ。







　が。肝心の桜はなかなかリビングに降りてこなかった。

　秋樹が登校し、夏海が気け怠だるげに家を出たあともなお、一階に降りてくる気配はない。

「……まだ寝ているのか？」

　時刻は午前八時十分。叶かな画え高校までの登校時間を考えると、遅刻ギリギリの時間だ。

　二階は三姉妹の領域なのであまり足を踏み入れたくはないんだが……ここは、家政夫として起こしに行くべきだろう。

　そう思い、階段に向かって歩を進め始めた、そのとき。

「──やばいやばいやばいやばい、ほんとにやばいッ!!」

　ドタドタドタ！　階段を踏み鳴らして、桜が全速力で一階に降りてきた。

　綺き麗れいなセミロングの髪はボサボサで、制服も至る箇所が乱れに乱れてしまっている。

　起きて三十秒で支度しました、と言わんばかりの、それは雑な身なりだった。

　リビングにも寄らず玄関先に走る桜を追って、俺は弁当箱片手に話しかける。

「おはよう桜。聞いてくれ。実はな、今日は早起きしてみんなに痺れないコレを作──」

「ああ、クロウ！　ゴメンね！　ほんと時間ないから、用はまた帰ってからにして！」

「い、いや、帰ってからでは意味がな──」

「それじゃあ、いってきまーすッ!!」

　俺の言葉も馬耳東風。目にも留まらぬスピードで扉を開け、桜は出ていってしまった。

　台風のように騒々しい冬子の血縁者であることを、しみじみと実感した瞬間である。

「さすがは台風の娘……って、感心している場合ではない」

　このままでは、桜のために作った弁当が無駄になってしまう。

　なんとしてでも、桜に渡してやらねば！

「こうなったら直接、学校に届けるしかないな」




　　　　□




　トートバッグに弁当を入れ、スーツの上着を颯さつ爽そうと羽織ると、俺は家の駐車場に置いてあった自転車──別称ママチャリにまたがり、叶画高等学校目指してペダルを漕こぎだした。

　スーツでママチャリというのも、なんだかシュールな画えである。

　このとき、すれ違う近所の主婦たちへの挨拶も忘れない。

　それは、葉は咲ざき家のイメージを下げないためでもあるし、元スパイとしての『悪癖』からでもあった。

　……まあ、笑顔で挨拶するたび、主婦のみなさまがバタバタと倒れていくのが、すこし気がかりだったけれど。

「ん？」

　そうして住宅街を走行していた最中。叶画公民館の掲示板に、『みなさまへのご連絡』と題された張り紙があることに気づいた。この町に住む者として確認しないわけにはいかない。甲高いブレーキ音をあげて停車し、サッと張り紙の内容に目を通す。

「……ふむ」

　ここ最近、この町で不良たちが何度も目撃されている。よって、町内の治安維持のため、自治会管理の下、住宅街の電信柱に『防犯カメラ』を設置する、といった内容だった。

　こうしてわざわざ貼り出しているあたり、町民への理解は元より、その不良たちへの牽けん制せいも兼ねているのだろうが……そうか、そんなに治安が悪かったのか、この町は。

「まあでも、昼間からギャングが闊かつ歩ぽするあの国よりはマシだが」

　肩がぶつかっただけで拳銃を取り出す国も存在する。そこに比べれば日本は天国みたいなものだ。

　もちろん、そんな天国でも気をつけるに越したことはないけれど。







　十月下旬の冷たい風を切り裂き、狭い住宅街の道路を抜けて、四車線の大道路へ。

　朝から多くの車が忙せわしなく往来していた。海外で主流の右側通行ではなく左側通行なのはその昔、侍たちが刀を左腰に帯刀していたから、というのは本当なのだろうか？　日本の歴史の中でも侍好き、そして忍者好きの俺としては、実に興味深い情報である。

　スパイというのはある意味、忍者のワールド版みたいなところがあるしな。

「……っと、観光に来たわけではないんだった」

　大道路から視線を切り、いったん自転車を停とめると、俺はポケットから一枚のメモを取り出した。依頼書に記載されていた叶画高校の住所を、紙媒体にメモしてきたのだ。

　電柱に記されている番地によると、この大道路を東へ向かえば到着するらしい。

「よし。待っていろ、桜」

　気合を入れなおし、俺は立ち漕ぎで自転車を走らせた。




　　　　□




　叶画高校の校舎が見えてきたのは、それから十五分ほど経たったあとのことだった。

　校門を抜けて、来賓用の駐輪場に自転車を駐車。

　教員たちの下げ駄た箱ばこが置かれている昇降口に入り、来客専用窓口をコンコン、と叩いた。

「はいはい、どちら様で──、うへぇッ!?」

　書類に視線を落としていた事務員の女性が、俺の顔を見た途端、そんな変わった驚きの声をあげて頬ほおを赤らめた。

　……うん。女性の俺に対する反応は、もう気にしない方向でいこう。

「はじめまして。葉咲桜の家政夫の野宮クロウと言います。お弁当を届けに来たのですが……桜のクラスがどこにあるか、わかりますでしょうか？」

「は、葉咲桜さん？　ああ、『桜さくら姫ひめ』さんですね」

「桜姫？」

　聞きなれない単語に思わず首をかしげると、事務員の女性は咳せき払ばらいをして平常心を取り戻し、淡々と書類を用意し始めた。

「葉咲桜さんのあだ名ですよ。彼女、ものすごい美少女だから、生徒たちの間でそう呼ばれているんです。妹の葉咲秋樹さんも『秋の令嬢』と呼ばれていて、ふたりそろって『叶画高の二大美女』だなんて言われているんですよ」

「へえ……そうだったんですか」

　あれだけ綺麗な顔立ちをしていれば、有名人あつかいされるのも無理はないか。

　もしかしたら夏海も、高校時代は同じようなあだ名をつけられていたのかもしれない。なんだろう、『夏の女王』とかかな？

　と。脳内で夏海のあだ名を推測していると、事務員の女性が申し訳なさそうに。

「すみません。お話をお伺いする前に、あなたの身分を証明するものをご提示願えますでしょうか？　来客者の身分は、こちらの書類に記入する決まりになっていまして……」

「ああ、そうですね。失礼しました」

　答えて、日本入国前にあらかじめ用意しておいた免許証を差し出す。

　コレも、もちろん偽造したものである。

「野宮クロウさん……はい、確認しました。ありがとうございます──それで、桜さんの家政夫ということですけど、それを証明するものは持っていますでしょうか？」

「残念ながら。俺が家政夫になったのがつい昨日の話でして……ただ、桜本人はもちろん、母の葉咲冬子さんにも電話でご確認いただければ、俺が家政夫であることは証明できるかと思います」

「ああ、あの元気なお母さまですね？」

　事務的な態度を一変。朗らかなソレに変える事務員さん。冬子と面識があるようだ。

　もしかしたら、冬子が俺と同じように弁当を届けに来たことがあるのかもしれない。

「それだったら安心ですね。ただ、これも決まりになっていますので、あとでお母さまに確認のお電話をさせていただく形にはなりますが……」

「ええ、それでかまいません。すみません、お手数おかけしてしまって」

「いえ、とんでもないです」

「それで、桜のクラスはどこに？」

「２‐Ａなので本校舎の二階になりますが……あの、先に言っておきますと、あなたを校舎内に入れることはできませんよ？」

「え……そうなんですか？　自信作なので、直接渡してあげたいんですけど」

　俺が返却された免許証を受け取ると、事務員さんは困り顔のまま頭を下げた。

「すみません。不審者対策のため、授業が始まったあとは校舎内に簡単に入れない決まりになっているんです。『入校許可証』があれば入ることはできますが、こちらは業者の方や、生徒の血縁関係者の方にしかお渡ししてはいけない決まりになっているんです。ご理解いただければと。お弁当はこちらでお預かりして、必ず桜さんに届けますので」

「業者か、血縁関係者だけ……」

　実は桜の兄なんです、なんて嘘うそは通らないだろう。その嘘を吐つき通すには、俺の瞳は青すぎる。

　ここは素直に弁当を預けるのが正解なのだろうが、コレは昨日の汚名を返上するためのキーアイテムであり、かつ家政夫になってはじめて作った記念の自信作だ。できることなら直接手渡してやりたい。

　なにより──俺の心に刻まれた『トラウマ』が、弁当を預けてはいけないと叫んでいる。

　現役のスパイ時代。俺は、潜入先の協力者エージエントに裏切られ、携帯食料に痺しびれ薬を盛られる、という手痛い失態を犯したことがあった。

　その後。痺れ薬を盛った敵国の女スパイに地下に軟禁され、『さあ、解放されたかったらおとなしくこの婚姻届にサインしなさい！　いや、してくださいお願い本当に後生ですから！』と、三日三晩拝み倒され続けた。

　そうした過去のトラウマじみた失態のせいで俺は、他人に食料を預ける、という行為にひどく抵抗感を覚えるようになったのだった。

　この事務員さんが信用できない、というわけでは決してないんだがな。

　ともあれ。だから、三姉妹を守る家政夫としても、この弁当は直接届けてやりたいのだ。

（しかし……では、どうやって校舎内に潜入する？）

　強引に突破するのは論外。校舎の壁伝いに秘密裏に潜入するのもナシだ。いまは身を隠せない明るい昼間。環境が悪すぎる。

　一度出直して業者に変装するか？　いや、変装道具をそろえている間に昼食の時間が過ぎ、桜がいつものパンを購入してしまう恐れがある。事は急を要する。

　俺はチラリ、と窓口周辺を見やった。

（世界有数の銀行で実施されている、堅けん牢ろうなセキュリティシステムよりも厄介だな……）

　ノーガード戦法とでも言おうか。なまじ道具や機械に頼っていない分、ピッキングなどの技術に頼ることができないので、潜入手段が限られてしまう。

　──そう、『限られて』しまう。

　最初に顔を合わせたときの事務員さんのあの反応を考慮すれば、校舎内に潜入する方法がまったくないわけではない。

（この手は使いたくなかったが……そうも言っていられない）

　いまの俺は三姉妹の家政夫だ。雇い主の食事を届けるという使命より大事なものはない。

　ペチペチ、と両頬を軽く叩いて、一度小さな深呼吸。

　おもむろにネクタイを緩め、筋張った首元をさらすと、俺は艶なまめかしい声音と共に事務員さんを見据えた。

「お願いです……そこをなんとか、通してもらえませんかね？」

「う、うぎゅッ!?」

「どうしても直接渡してあげたいんです」

　小動物のように瞳を潤ませながら、懇願するように窓口の奥をジっと見つめる俺。

　あわあわ慌てる事務員さんの顔が、カーッと熱したヤカンのように赤く染まっていく。

　──ハニートラップ。

　いわゆる色仕掛けと呼ばれるこの手法は、スパイの常じよう套とうテクニックとされている。映画やメディアの影響か、ハニートラップ＝女性特有の技のように思っている人間が多いが、それは誤解だ。ロミオ諜ちよう報ほう員いんよろしく男性が女性を罠わなにかける場合にも、ハニートラップという言葉は用いられる。

　そう。いまの俺のように。

　事務員さんが俺に好意を抱いてくれていることが前提の、ひどく自意識過剰な手法で、スパイ時代にも使用したことがなかった技術だが……背に腹は代えられない！

　この瞬間、俺が心の中で恥ずかしさに悶もだえていたことは内緒だ。

「お願いです、事務員さん。お弁当を渡すだけですから」

「い、いや、あああの、で、でも……き、決まりが……」

「十分もかかりません。ほんのすこしだけ、入校許可証を貸してくれるだけでいいんです……俺と事務員さん、ふたりだけの秘密を作っちゃいましょう？」

　悪戯いたずらっぽくささやき、白々しい微笑ほほえみと共にウィンクをしてみせる。

　その昔、キャサリンから『女性と親しくなりたかったら、秘密を共有しなさい。ワタシみたいなチョロい独身女が釣れるから……』と切なげな表情で教わったことがある。特別あつかいされると無条件で好意を抱いてしまう、ハード・トゥ・ゲット・テクニック、と呼ばれる心理だ。

　この心理を応用して、事務員さんには職務を一時的に放棄してもらう！

　事務員さんは規則ルールをよく守る女性だが、同時に、部外者の俺に桜と秋樹のあだ名を口外してしまう程度にはルーズな一面も持ち合わせている──俺への好意を逆手に取り、秘密共有という特別あつかいをチラつかせれば、事務員さんが提案に乗ってくる可能性は高い。

　まるで結婚詐欺師のような最低な思考回路だけれど……まあ、いまは無視するとして！

「どうですか？　事務員さん」

　ダメ押しとばかりに、俺は窓口のカウンターに右手を置いた。

　入校許可証を受け取ろうとしているようにも、彼女の手を握ろうとしているようにも見える形で。これ以上は攻めると引かれる可能性がある。あとは成り行きを見守るだけだ。

　赤面したまま、俺の顔と手の平を交互に見やる事務員さん。

　程なくして。唐突に、事務員さんが覚悟を決めたかのようにして唇を引き結び、フッ、と困ったような微笑を浮かべたかと思うと。

「まったく……わかりました。ふたりだけの秘密ですよ？」

　と言って、入校許可証を手渡してくれたのだった。

　ハニートラップ成功である！　うれしいような、うれしくないような！

「ありがとうございます！」

「ただし、許可できるのは三十分だけです。その間に、桜さんにお弁当を」

「ええ、了解しました。恩に着ます！」

「……それで、あの」

「はい？」

　意気揚々と受け取った許可証を首にさげていると、事務員さんが頬を赤らめて言った。

「両親への挨拶は、いつにします？」

「……はい？」

「ふ、ふたりだけの秘密を作りたいって、それはつまり、他人には言えないあんなことやこんなことをして、ゆくゆくは私と夫婦になりたいってことでしょう？　なら、互いの両親への挨拶は早めにしておいたほうがいいんじゃないかな、って……こういうのは形式ルールが大事ですから。ああでも、それなら式場の予約も済ませておいたほうが」

「えっと……あ、ああ！　もうこんな時間だ！　早く桜に届けてやらないと！」

「あ……ち、ちょっと！」

　窓口から顔を覗のぞかせる事務員さんをよそに、「失礼します！」と口早に言い置いて、俺は校舎内に踏み入った。

　秘密を作ろう、という誘いから、まさか婚姻の話にまで飛躍させるとは。

　あの様子では、許可証の返却時にまたも飛躍した話をされかねない──事務員さんには申し訳ないが、帰りの際はこっそり許可証だけ窓口に置いて、俺は見つからぬように学校を脱出させてもらうことにしよう。

「……やっぱ、俺にハニートラップは合わないみたいだ」

　つくづく、そう思った。







　ひんやりと冷たい階段を上って、程なくして二階に出た。

（授業中のようだな……）

　長く一直線に延びた静かな廊下を、靴下のまま忍び足で歩いていく。

　自分が上ったのは二階の２‐Ｆ側……つまりは目的地の真逆だったようで、２‐Ａにたどり着くまでにすこしだけ時間がかかってしまった。

（ここが２‐Ａか）

　プレートを確認し、教室前方の扉からこっそり中を覗のぞき込んでみる。

　教師の言葉を聞きながら、真剣に板書している者、寝ている者、スマホをイジっている者、呆ほうけている者……様々な生徒が一堂に会していた。

　そんな中で、ひときわ存在感を放っている生徒がいた。

　ほかでもない──葉咲桜だ。

　なにか特別なことをしていたわけではない。ほかの生徒と同じように、真面目にペンを走らせているだけなのだが……その完成されすぎた美貌が、この集団の中である種の異物となってしまっていた。

　クラスにひとりはいる美少女レベルではない。街で見かける可愛かわいい子レベルでもない。

　これは──最悪、事件に巻き込まれるレベルだ。

（……すこし、認識をあらためる必要がありそうだ）

　モテる容姿であることは、三姉妹を一目見たときから気づいていた。だが、事務員さんの話やこの『浮き』具合を見るに、どうやらそんな低次元の話ではないらしい。

　おかしな男に近寄られるどころか、それこそ本物の暴漢やストーカーに襲われる可能性だってある。

（本気で、家に監視カメラを設置する必要があるかもな……）

　そんな風に、真剣に今後のことを考えていた、そのとき。

　ふと。黒板に向いていた桜の視線が、ついと前方の扉外、俺のほうに向けられた。

　瞬間。大きく目を見開いて、口を押さえる桜。驚きの声がもれそうになったのだろう。

　見つかってしまったのなら仕方ない。

　俺は観念して、目の前の扉をガラガラ、と躊ちゆう躇ちよなく開いた。

「失礼するぞ」

　開けた瞬間。チョークを手にしていた女教師が、そして机に座る生徒たち全員がポカン、と呆あつ気けに取られたような表情で硬直した。

「桜。弁当を届けに来てや──」

　直後。

　俺の声は、女生徒たちの悲鳴めいた黄色い絶叫にかき消された。

「やばッ、なにあのイケメン！」「ちょーカッコいいんですけど!!」「芸能人のあの人に似てない!?」「スタイルやばッ!?」「うわ、マジで引くぐらい美形!!」

　先ほどまでの静けさはどこへやら。

　こちらを見つめながら、女生徒たちが口々に俺への評価を話し始める。

　……大丈夫。俺はもう、女性の反応を気にしないことにしたんだ。

　固い決意を胸に俺は歩を進め、いまだ唖あ然ぜんとした表情をしている桜の席に向かった。

　トートバッグの中から弁当箱を取り出し、机の上に置いてやる。

「ほら、弁当。朝渡そうとしたのに出て行ってしまうから、届けに来てやったぞ」

「あ、ありがとう……って、バカッ!!　そんなこと言ったら──」

「──ええぇぇッ!?　あのふたり、どういう関係なのッ!?」

　慌てる桜をよそに、またも沸き上がる女性オーディエンス。

　先ほどまでどこか冷めた目で俺を見ていた男子生徒たちも、この話題には興味があるようで、しかとこちらに視線を向けてきていた。

　おそらく、陰ながら桜に好意を寄せている男子たちなのだろう。

「俺と桜が、どういう関係か、か……」

　家政夫を依頼してきたのは冬子だが、現在の実質的な雇い主は三姉妹ということになる。

　三姉妹に家政夫として雇われている、いまのこの関係を言い表すのなら……。

　うん。この言葉がもっとも適切だ。

　俺は桜の頭にポン、と手を乗せると、周囲の生徒たちに向けて、こう告げた。

「俺と桜は、良き（ビジネス）パートナーの関係だ」

「は、はあぁッ!?」

　ボッ、と頬ほおを赤らめて動揺する桜。

　すると、教室が揺れんばかりの大絶叫が響き、色めきだつ周囲の女生徒たちが矢継ぎ早に質問を繰り出してきた。

「パートナーって、つまりはそういう関係ってこと!?」「いつから!?」「お弁当渡すってことは、ふたりは同どう棲せいしてるんだよね!?」「どこまで進んでるの!?」「親公認!?」

　授業そっちのけで、俺と桜に好奇の視線を向けてくる女生徒たち。

　男子生徒は、楽しそうにこちらを眺めているのが半分、俺のことをどこか恨めしそうに睨にらみつけてきている者が半分といった割合だ。

　さすがは『桜姫』。たかが家政夫ひとりを雇った程度で、ここまで注目を浴びるとは。

　俺はオーディエンスの興奮を抑えるように、両手でクールダウンを促しながら口を開く。
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「すまない、すこし落ち着いてくれ。すべての質問に答えることはできないが……とにかく、俺と桜がパートナー関係にあることは間違いない。懇意で同棲もさせてもらっているし、母親の冬子もこの関係を承諾済みだ」

「バッ……く、クロウ！　アンタなに言って……！」

「事実を言ったまでだ。そして、俺が桜を大切に想おもっていることも、偽らざる事実だ」

「んなぁッ!?」

　スパイにとって、依頼人クライアントの存在は絶対だ。依頼人を大切にできない者は、依頼そのものも雑に扱う三流である。諜ちよう報ほう部ぶに伝わる長年の教えだ。

　……まあ、それもすべて過去の教えだけれど。

　俺の言葉になぜか赤面する桜を見て、「きゃー!!」とまたも女生徒たちの割れんばかりの絶叫が響いた。

　同級生たちにとって、桜に家政夫ができたことは、よほど面白いイベントのようだった。こんなに叫んで、喉は痛くならないのだろうか？

　そんな風に女生徒たちの心配をし始めていると突然、ガタッ、と桜が席を立ち上がった。

「す、すみません先生！　ちょっとこのバカのせいで頭が痛いので、保健室に行ってもいいでしょうか!?」

「え、ええ……大丈夫ですよ。気をつけて行ってきてください」

「ありがとうございます！　行ってきます！」

「なんだ、桜。頭痛か？　それにしては随分と元気な立ち上がりようだが──、っと？」

「うっさいッ!!　いいから来なさいッ！」

　どうしてか激げき昂こうする桜に腕を掴つかまれ、教室の外に強引に連れ出される俺。

　クッ、相変わらずなんてパワーだ！　頭痛で苦しんでいるようには思えない！

　またもあがった黄色い歓声に押され、教室を出る──その間際。

（ん？）

　ふと。覚えのある感覚が、背中に突き刺さった。

　スパイ活動中。敵と対たい峙じした際に何度も味わってきた、あの感覚だ。

（……『殺意』？）

　間違えるはずがない。

　それはたしかに、俺に対する抜身の殺意だった。

　日本という平和ボケした国の人間が……まして、いち高校生がここまでの殺意を発するだなんて、普通はありえないことなんだが。

「ちょっと、ちゃんと歩いて！」

「え？　あ、ああ……」

　そんな一声で我に返り、俺と桜は、ひとけのない渡り廊下を進んでいった。







　桜に連れて来られたのは、物理室などが並ぶ別校舎、その二階につながる階段下だった。

　生徒たちの声も届かない静かな一画で、桜は怒気を込めながら俺に詰め寄る。

「それで、どういうつもり？」

「どういうつもり、とは？」

「みんなの前でなんであんなこと言ったのかって話よ！　最初から『家政夫です』って言っておけばいいのに、パートナーだとか同棲してるだとか、誤解されるような言葉ばっか使ってさ。あれ、もう完全に彼氏だって思われてるわよ……」

「彼氏？」

「恋人って意味よ！　パートナーって言われたら、誰だってそう受け取るでしょうが！」

「……ああ」

　なるほど。たしかに俺の発言を思い返すと、そう聞こえなくもない。

　しっかりビジネスパートナーと言っておけばよかったか。

「すまない。弁当を届けたい一心で、配慮に欠けていた」

「どんだけ家政夫根性が身についてんのよ、まだ二日目だってのに……おまけに、わ、私のことを大切に想ってるとか、心にもないこと言っちゃってさ」

「？　それはまぎれもない事実なんだが、それも言ってはいけなかったのか？」

「は、はぁ？　じ、事実って……」

「事実は事実だ。俺は、桜のことを大切に想っている」

　このことに、元スパイ云うん々ぬんは関係ない。

　依頼人を大切にすることは、仕事の質を向上させることにもつながる大事な要因だ。

　真剣な眼まな差ざしでそう伝えると、桜はすこし間を空けて、面おも映はゆそうに視線をそらした。

「……それ、マジで言ってます？」

「マジで言ってます」

「へ、へえ、そうなんだ……ふーん」

　先ほどまでの態度を一変。桜は指先をイジりながら、俺を上目遣いに見つめてきた。

「じ、じゃあさ。クロウは、そういう勘違いをされちゃってもいいんだ……？」

「……そういう勘違いというのは、桜と男女の関係に見られること、という意味で合っているか？」

「そ、そういう意味で合ってます……」

　擬音にしてジュ～、と顔を真っ赤にする桜。

　俺は両腕をつかねて、ストレートに断言する。

「もちろん、俺はそう見られてもかまわないぞ」

「～～ッ、そ、それは、どうして？」

「それは……」

　桜の期待に満ちた瞳を前に、俺は思わず口をつぐむ。

　恋人がいると勘違いされていたほうが、桜に言い寄る男子危険が減るから──

　三姉妹を守る家政夫としてそう答えようと思っていたのだが、桜のこの瞳を前にすると、その回答はむしろ俺自身の危険を招くような気がした。理由はわからないけれど……とにかく、本能的なアレが『やめておけ』と必死に叫んでいた。

　俺の危機察知能力も、まだまだ捨てたものではないらしい。

　ともあれ──だから、俺は素知らぬ顔でそっぽを向きながら、こう答えるのだった。

「企業秘密だ」

「な、なによそれ……ここまできて普通、隠す？」

「秘密は秘密だ。俺にだって言いたくないことのひとつやふたつ、あるんだからな」

「……もしかして、照れてる？」

「照れてなどいない」

「嘘うそ。じゃあこっち見て？」

「…………」

「顔みれないってことは、やっぱ照れてんじゃん！　そっかそっか。恥ずかしいのですか、クロウくんはー」

「だから、別に照れてなど……」

「はいはい、そういうことにしといてあげますよ……えへへ。あーあ、みんなへの説明が大変だなー」

　うれしそうに言いながら、桜は階段下を出て、スキップまじりに渡り廊下に戻り始めた。

　……なにやら別の勘違いをされているような気がしないでもないが、まあいい。

　依頼人が幸せそうなら、それだけでいい。

　そんなことを考えながら歩いていると、本校舎の階段付近で、前を歩く桜がくるり、とこちらを振り向いた。

「それじゃあクロウ、私は教室に戻るからね。アンタは変なことせずにそのまま家に帰ること。いい？」

「了解した。では、桜が帰る前にスーパーで夕飯の買い出しを済ませておこう」

「……あ」

「どうした？」

「え、えっと……もしよければその買い物、私も付き合おうか……？」

「？　いや、そこまで大量に買い込む予定はないから、俺ひとりでも大丈夫だぞ」

「わ、私もちょうど買いたいものがあったのよ！　だから──」

「なら、ついでに俺が買ってきてやろう。そのほうが効率的だ。なにがほしいんだ？」

「～～ッ、い、いいから、ふたりで買い物に行くのッ!!　これは雇い主としての命令！　拒否ったら即解雇だからね！」

「ば、罰が重すぎる……」

　むー！　と両頬をふくらませたまま、こちらを睨んでくる桜。

　子供みたいなワガママを言い出してきた。いや、実際に子供ではあるんだが。

　しかし、ふたりで買い物か。

　ママチャリに乗ってきているから、帰り道に俺ひとりでスーパーに寄ってしまったほうが効率的なんだが……まあ、雇い主の命令なら仕方ない。

　桜が帰るまでの時間は、俺の部屋の掃除などに費やすとしよう。

「わかった。それでは、帰ったら一緒に買い物に行こう。ついてきてくれるか？　桜」

「うん！　えへへ。し、しょうがないわねー、クロウはさみしがり屋なんだからー」

「色々と指摘したいことはあるが……まあいい。これ以上、授業を離れていては問題だ。早く教室に戻れ」

「はーい」

「あと、先生に『騒がせてしまって申し訳なかった』と伝えておいてくれ」

「うむ、了解した」

　俺の真似まねをしながらビシッ、と敬礼したあと、桜は「えへへ、それじゃあまたあとで。お弁当ありがとね！」と階段を上っていった。

　もっと𠮟られるものだと思っていたが、機嫌がよくなったようでなによりである。

「女心と秋の空、というやつか？　よくわからんな……」

　両肩をすくめて、ため息をひとつ。

　桜の背中を見届けて、靴が置いてある昇降口に戻ろうとした。

　そのときだ。

「──どういう関係なんです？」

　不意に、背後から声をかけられた。

　振り向くと、そこにいたのはひとりの男子生徒。

　不気味な生徒だった。顔色は青白く全身はガリガリ。頬ほおや首筋、制服の袖から覗く手の甲には、骨と皮しか存在していない。歩くスケルトンといった風体だ。ギョロリ、と動く両りよう眼めは病的なまでに血走っている。

　授業中なのに、どうして生徒がここに？

　桜と同じように、保健室かなにかの用事で抜け出してきたのだろうか？

「どういう、関係なんですか？」

　重ねられた問いに、俺は男子生徒への観察を中断して。

「すまない。その前に、きみは誰だ？」

「鈴すず木きと言います。２‐Ａ、『桜姫』と同じクラスの生徒です」

「桜のクラスメイトか」

「……『桜』？」

　くぼんだ眼がん窩かの奥で、男子生徒──鈴木の両眼が蠢うごめいた。

「桜姫を下の名前で呼ぶなんて……あなた、桜姫のなんなんですか？」

「なにって、葉咲家で働くただの家政夫だが」

「家政夫？」

　先ほどの失敗を踏まえて正直に答えるも、鈴木はどうしてか懐疑的な視線を緩めない。

「ただの家政夫が桜姫をパートナー呼ばわりするのですか？　それも、あんな親しげに」

「いや、あれはビジネスパートナーという意味で、特に深い意味は……」

「そんな言い間違いしますか？　ビジネスパートナーをパートナーという単語だけで呼ぶなんて、そうそうありえない間違いだと思うのですけど。本当は親密な関係にあるパートナーで、だから、ついポロッと口にしてしまったのではないですか？　どうなんです？」

「……ふむ」

　この男子生徒、かなり面倒くさいタイプだな。

　俺の正直な返答に難癖をつけてくるあたり、相手を言い負かすことでしか自分の優位性を示せない類たぐいの人間であることが窺うかがえる。

　それとも、日本の若者はこんな揚げ足取りばかりしてくるものなのだろうか？　言葉尻を捕らえて、鬼の首を取ったかのように攻めてくる。ネットでよく見る論調だ。

　ここで、俺が外国人で日本語に不自由な面があるということを伝えても鈴木は攻撃の手を……いや、口撃の舌を止めないだろう。『それだけ流りゆう暢ちように話せているのに、ビジネスパートナーの部分だけ間違えますか？』とでも応酬してくるはずだ。

（ここは、無視するに限るか）

　俺は小さなため息をもらしつつ、口を開いた。

　──この対応が、最大の過ちであることにも気づかずに。

「悪いが、俺の話を信じてもらえないのなら、もうこれ以上話すことはないよ。俺と桜の関係が知りたいのであれば、あとは桜本人に直接訊きいてくれ」

「……そうですか、わかりました」

　反撃してくるかと思いきや、「失礼します」と頭を下げ、あっさりと踵きびすを返す鈴木。

　生気のないその背中を見送ったあと、俺はやれやれと肩をすくめ、昇降口に足を進める。

　まるで、呪縛霊にでも遭遇したかのような気分だった。




　　　　□




　午前十時二十分。

　事務員さんに見つからぬよう入校許可証を窓口カウンターにそっと返却し、一階のトイレの窓から難なく脱出。俺はそのまま叶画高校を離れた。

　帰宅後。家の掃除と合わせて、自分の部屋となる和室も一緒に片づけてしまうと、俺はさっそく自室に手荷物のキャリーバッグを運び込んだ。

　ケースに暗証番号『００９』を打ち込み、鍵を開錠。

　詰め込まれた衣類をかきわけて、スマホと十数個の『小型カメラ』を取り出す。

　スマホは、俺がスパイ時代に使用していたものを日本移転用にカスタマイズしたもの。小型カメラは、キャサリンが念のためにと出国前に渡してきたものだ。

　おそらくキャサリンは、家政夫の依頼を受けたときから、親友である冬子の娘たち……三姉妹の身を案じ、このカメラを用意していたのだろう。さすがは諜ちよう報ほう部ぶ長官。あらゆる事態を想定することには誰よりも長たけている。

　まあ。スパイ相手では一発でバレてしまうような、おもちゃレベルの代物だが、一般人相手であればこのレベルでも問題はないだろう。

「ありがたく使わせてもらうぞ、キャサリン」

　つぶやき、家中に小型カメラを設置していく。

　カメラは手の平に収まる程度の大きさで、そこまでステルス性能は高くないが、この家はデザイナーズハウスのように無駄に洒落しやれている。湾曲した棚の一角や廊下の足元を照らすライト部分の陰に取り付けることで、簡単にカメラの存在感を消すことができた。

　……本当は、ここまでする必要はないのかもしれない。

　けれど、三姉妹にもしもの事態が起こったらと考えると、どうしても万全を期さずにはいられなかった。

〝──どういう関係なんです──〟

　ただの杞き憂ゆうで済めば、それが一番いいのだけれど。

「……これでよし、と」

　針金を使って玄関外側の上部に最後のカメラを固定して、準備完了。家の中に戻ると、俺はスマホを小型カメラにかざした。赤外線通信を利用して、スマホと小型カメラをリンクさせるためだ。これで、スマホでいつでも家の中を監視することができるようになる。

「よし、問題なさそうだな」

　スマホの画面には、廊下に突っ立っている俺の姿が映し出されていた。

　音声アリ、映像も色アリの高画質だ。監視カメラの多くは音もなく、映像も単色なことが多いのだが……キャサリンめ、おもちゃにしては意外と値の張るカメラを渡してきたな。

　スマホの『感知モード』をＯＮにしておく。これで、誰かがカメラに映りこんできたときだけ、映像データをクラウド上に保存するようになる。

　ディスプレイ右上の番号をタップすると、カメラが次々に切り替わった。

　ふむ、正常に作動しているようだ。

　これで、家の中の危険をすぐに察知できるようになった。







　そのまま監視カメラの点検がてら、リビング、階段、二階、書斎と確認していき。

「……ん？」

　俺はふと、玄関先の映像でタップの指を止めた。

　玄関の外。路上の電信柱の近くに、女性がひとり立っていたのだ。

　シンプルなジーンズに橙だいだい色いろのエプロンをかけた若めの女性だった。金髪と黒髪の、いわゆる『プリン頭』と呼ばれる髪色をしていて、化粧もやけにド派手だった。知っている。これはたしか、ギャルと呼ばれる類の人種だ。肌もすこし浅黒いし。

　待ち合わせ中か。女性は電信柱に寄りかかりながら何度もスマホを確認している。

「葉咲家を監視している、というわけではなさそうだが……」

　もし監視目的だとしたら大胆不敵すぎる。

　とすれば、平日の真昼間、こんな住宅街の中途半端な路地で、若いギャルがいったいなにをしているのか？　エプロン姿も相まって、学生のようには見えないけれど。

　警戒心よりも好奇心が勝り──気づけば、俺は玄関を開けて彼女の下に向かっていた。

　それに、もしこの一帯に住んでいる住民であれば、それはたしかな『種』になりうる。

「こんにちは」

「え──ぬおッ!?」

　俺が挨拶すると、ギャルはスマホから顔をあげて、女性らしからぬ驚きの声をあげた。ぬお、って。

「び、ビビったー……急に目の前に立たないでほしいんスけど！　あーし、そーいうビックリ系とかマジ苦手なんスから！」

「すみません。うちの家の前でなにしてるのかなあ、と思いまして」

「うちの家？　ああ、そこの家、イケメンさんの家だったんスね。こりゃあ申し訳ナス」

「ナスって」

「小こ林ばやし流る美みっス」

　唐突な自己紹介と共にプリン頭のギャル──小林は、屈託のない笑顔をたたえ、右手を差し出してきた。ナスって。

「あっちの公園近くにあるアパートに一週間前に越してきやした。年は十九歳。新婚ほやほやの新妻でース。ちな、旦那のナッくんは二十歳っス」

「そこまでは言わなくていいですけど……」

　というか、このギャル既婚者だったのか。主婦であれば、エプロン姿なのもうなずける。

　若干戸惑いつつも、俺はその右手を握り返して、わずかに微笑ほほえむ。

「野宮クロウ、二十歳です。そこの葉咲家で家政夫をしています」

「すごっ。家政夫ってめちゃくちゃ家事できるひとのことっしょ？　パネェわ、クロウっちー。つか、家政夫ってことはそこクロウっちの家じゃないってことじゃん。もー、それを先に言えっつーの」

　ふひひ、と楽しそうに笑い、空いた手で俺の肩をバシバシ叩いてくる小林。

　もしかしなくても、クロウっちというのは俺のあだ名なのだろう。初対面で下の名前、それもあだ名で呼んでくるとは。ギャルの距離感、恐るべし。

　……いや、それよりも、気になることがひとつ。

「ん？　どしたんスか？　クロウっち」

「いえ……なんというか、倒れないんだな、と」

「へ？」

　今朝。弁当を届けるときに出会った主婦のみなさまは俺の笑顔を見ただけで倒れていたから、倒れない小林が逆に珍しく思える。

　いや、別に倒れてほしいと思っていたわけではないし、本来は倒れないのが普通なのだけれど。

　そんなことを考えていると、小林が握手をしたまま「つーかさ」と口火を切った。

「余計なお世話かもっスけど、クロウっち」

「はい？」

「そうやって不用意に笑顔を振りまくの、あんましないほうがいいっスよ？　特に女のひとに対しては。誤解するひと続出しそうっスからね、その笑顔──まあ？　あーしはナッくん一筋なんで、いくら笑顔見せられようと関係ないんスけど！　ふひひ！」

「……ああ」

　ノロケる小林を前に、俺はなるほど、と得心いったとばかりにうなずく。

　小林は、旦那さん一筋でほかの男性など眼中にないから、俺の笑顔を前にしても倒れなかったのだ。

（なかなかどうして、一いち途ずな女性なんだな）

　……だが、そうなると俺の笑顔で倒れていた主婦のみなさまは旦那さんに一筋ではない、ということになってしまうのだけれど、その推測を広げるのは深しん淵えんを探るよりも危険な気がしたので、俺は素知らぬ顔で話を戻すことにした。

「肝に銘じておきます──えっと、ところで小林さん」

「なんスか？」

「手、そろそろ離しません？」

　会話が弾んだ証拠か。互いにタイミングを逃して、ずっと握手をしたままだった。

「うおっと！　ふひひ、これは申し訳ナスっス」

「いえ、俺のほうこそ──それで、小林さんはここでなにをしていたんですか？」

　あらためて訊たずねると、小林は「ああ、そうそう」と思い出したように。

「あーし、この地区の自治会長さんと待ち合わせしてたんスよ」

「自治会長さん？」

「『大おお村むらさん』ってひとっス──あーしとナッくん、引っ越してきたばっかで、ここの自治会のこととかまったく知らないっスから。自治会に入るのと一緒に、その大村さんに色々教わる約束になってたんスよー」

「ふむ。自治会、自治会か……」

　日本の各市町村にそうした組織が存在するというのは、来日前の調査で把握していた。公民館の掲示板に張り紙を貼っているのも、たしか自治会の仕事だったはずだ。

　だが、それがどのような構成員を集めた組織なのかまでは、まだ把握していなかった。さすがに、マフィアのような悪事を働いている団体ではないと思うけれど……。

（一度、調査する必要があるな）

　自治会長さんへの面談が叶かなえば、そのあたりの運営内容なども知ることができるはず。

　いま小林と出会えたのは好都合かもしれないな。ふたつの意味で。

「んで、最初はあっちの公園で待ち合わせしてたんスけど、三十分経たっても来なくって。どうしようかなー、ってフラフラ迷ってたら、いつの間にかここに来ちゃってたんスよ。不審者っぽかったっスよね。ゴメンなさいっス」

「いえ、そういうことであれば全然……でも、それなら直接、その自治会長さんのお家うちに行ってみたらいいのでは？」

「えー？　まだ一回しか会ったことないのに勝手に家行くって、なんか図ずう々ずうしくね？」

「俺は会って数分であだ名をつけられているんですが……」

「ふひひ。クロウっち、こまけー」

「うるさいですよ──でも本当、そういった事情であれば、直接行っても怒られるようなことはないと思いますけどね。小林さんはキチンと待っていた側なわけですし」

「んー……まあ、それはそうなんスけど」

「なんだったら、俺も一緒に行きましょうか？」

　何気ない風をよそおって提案すると、小林は「ぬえッ!?」とやはり女性らしからぬ声をあげて目を見開いた。ぬえ、って。

「マジっスか!?　ぶっちゃけると、あーしひとりじゃあ心細いなー、とか思ってたんで、めちゃくちゃありがたいっス！　おなシャス！」

「了解です。というか、俺も昨日家政夫として雇われたばかりなので、いつかこの地区の自治会長さんにはご挨拶しに行かないとな、と思っていたんですよ」

　もちろん嘘うそだが。

「おー、そうだったんスか。なら、一緒に行かない手はないっスね──んじゃあさっそく、あーしら『ママ友ふたり組』で大村さん家ちにゴー！」

「俺はママではないですけどね……」

　呆れつつ、家の鍵をしっかりと施錠し、俺たちママ友ふたり組は大村さんの家を目指す。

　よし、計画通り。

　これで、自治会の実態を探りながら、もうひとつの目的も果たすことができる。







　それから。

　雑談を交えながら住宅街を歩くこと、およそ十分。

　大村家の玄関前にたどり着いた小林は、緊張を和らげるようにゆっくり深呼吸をすると、「ぴんぽーん」と実際に口にしながらインターホンを押した。ぴんぽーん、って。

「──あら、小林さん？」

　扉を開けて現れたのは、気品あふれる五十代ほどの女性だった。

　年相応の落ち着いた服をまとい、髪色は奇抜な紫色に染めていた。身長は百六十センチほど、肩幅の広いガッシリとした身体からだをしている。痩せているとは言えない、恰かつ幅ぷくのいいワガママ体型ボデーではあるが、腰回りのドッシリとした安定感は、数十年間絶えず家事をこなしてきたベテラン主婦の歴史を想起させた。

（この女性……只ただ者ものではない！）

　そんなベテラン主婦──大村さんを注視したまま、俺はわずかに後ずさる。

　漂う主婦オーラが常人のソレではない。家政夫なりたての俺でもわかる。主婦としてこなしてきた家事、乗り越えてきた井戸端会議の数がちがう。いくつの埃ほこりを払い、また幾人の主婦の愚痴をいなしてきたのか。数多あまたの戦場を駆け抜けてきた軍人でも、ここまで堂に入った風格は持ち合わせていない！

　対面したときのプレッシャーだけで言えば、過去のスパイ活動時に対たい峙じした、数百のファミリーを束ねるマフィアの首領ドンに匹敵するだろう。

（これが、この地区を統べる自治会長……ッ！）

　俺がひとり驚嘆していると、大村さんは目の前の小林を数秒眺め、「ああ」となにかに気づいたかのように声をあげた。

「そうでしたわ、待ち合わせの時間……ゴメンなさいね、小林さん。約束は覚えていたんですけれど、わたくしったら夢中になりすぎていたみたいで」

「いえいえー、あーしは全然大丈夫っスよ。何事もなくてよかったっス……つか、夢中になりすぎてたって？」

「ちょっとドジをしちゃってね。詳しくはまたあとで──ところで、そちらの方は？」

　小林に訊ねると同時、大村さんの射抜くような視線が俺に向けられた。

　蛇に睨まれたカエルよろしく硬直し、思わず息を呑のむ。

　しかし、ここで引いては葉咲家の沽こ券けんにかかわる！

　ゴクリ、と唾と共に恐怖を飲み込み、俺は力強く前に踏み出した。

「は、はじめまして！　葉咲冬子さんの家で家政夫をやらせてもらっている、野宮クロウと言いますッ！」

「はじめまして、大村です。そう、あなたが噂うわさのあの家政夫さんだったのね。朝方、近所の奥様方があなたの笑顔を見ただけで倒れたって話を聞いて、どんな方か気になっていたのよ。噂通りの素敵な家政夫さんね」

　小林同様、彼女も旦那さん一筋なのだろう。特段、俺に対しておかしな反応も見せず、薄く微笑む大村さん。

　しかし。ほんの一時間前の出来事をすでに把握済みとは……情報網の広さも侮れない。

「き、恐縮です！」

「それじゃあ、お近づきの印に」

　そう言って、大村さんはおもむろに羽織っているカーディガンの内ポケットにスッ、と右手を差し込んだ。

（ッ……、撃たれるッ!?）

　瞬間。反射的に腰を落とし、飛び出してくるであろう銃弾にそなえて回避の体勢を取る。

　内ポケットに手を差し込む動作は、海外では銃を取り出す初動として警戒されるのだ！

　いや、まあここは日本だけれども！

　が。彼女のカーディガンから出てきたのは、鉛の弾などではなく。

「はい、どうぞ」

「……へ？」

　赤い包み紙に入った、『飴あめ玉だま』だった。

　たしか、関西の主婦風に言うと、飴ちゃん。

　呆あつ気けに取られたような顔の俺を見て、大村さんはすこし不安そうに右手を引っ込める。

「もしかして、甘いの苦手だったかしら？　そうよね、男のひとですものね……甘いのはあまり好きではないわよね」

「あ、いえ、そんなことないですよ！　あ、ありがたくいただきます……」

「気を遣わなくてもいいのに、やさしいのね野宮さん。それじゃあ、あらためてどうぞ」

「ちょっとー！　クロウっちだけズルくね？　あーしも飴ちゃんほしいっスよー！」

「はいはい、ちゃんと小林さんの分もありますからね」

　むきー！　と駄だ々だをこねる小林に、大村さんがなだめるように別の飴玉を手渡す。

　さっそく飴を舐なめる小林を横目に、俺は脱力してフッ、と乾いた笑みをこぼした。

　──完敗だ。

　この数分にも満たないやり取りの中で、格のちがいを見せつけられた。

　飴玉の包み紙の裏を見ると『リラックス効果のあるハーブ成分入り』と記載されている。

　そう──大村さんは俺の動揺と困惑をすべて見抜いた上で、この飴を渡してきたのだ。

　これでも舐めて落ち着けよ、新入りルーキー、と。

（踊らされていたのか、俺は……）

　なんという策士。いまも俺のほうを見て「？」と白々しく小首をかしげている。まるで、なにも理解していない一般人かのごとき反応だ。ハッ、本当はすべてお見通しのくせに。意地の悪いひとだ。簡単に動揺する俺とは役者がちがう、というわけか。

　自治会長。主婦の頂点に立つ者。その底知れぬ実力。

「まあ、立ち話もなんですから。おふたりとも、よろしければ中にお入りになって？」

「あ、いいんスかー？　それじゃあ遠慮なくお邪魔しやーっス！　ほら、クロウっちも」

「……お邪魔します」

　きっと俺は今後、家事を担う者として大村さんに敵かなうことはないのだろう。

　それでも……それでも、せめて。

　頂いただきには届かずとも、葉咲家の名に恥じぬ程度の家政夫にはなってみせる……ッ！

　そう、あらたな誓いを立てつつ、俺はもらった飴玉を口に放った。

　……うん、甘い！







　とまあ。

　玄関先でそんなやり取りを繰り広げたあと、大村さんに招かれるまま家の中に足を踏み入れると、廊下の先、おそらくはキッチンからなんとも甘い香りが漂ってきた。

　なにかを焼いたかのような香りだ。ほんのり熱気をともなうソレを、スンスン、と犬のように嗅ぎながら、小林が瞳を輝かせる。

「大村さん大村さん！　なんスか、このおいしそうな匂い！　お腹なかが鳴りそうっス！」

「クッキーを焼いたのよ。小林さんとお話する間、お茶請けにでもどうかしらと思って」

「クッキー！　あーしの大好物っス！　──ああ、なるほど。夢中になりすぎてたってのは、クッキー作りに夢中になってた、ってことだったんスね？」

「あ、いえ……夢中になっていたのは、また別のことで」

「別のこと？」

「これよ」

　そう言って、廊下を先導する大村さんは歩みを止めると、右手側にある扉を見やった。

　ほかの部屋の木製の扉とはちがう、ステンレス製の銀色の扉だ。

　扉中央には、『倉庫』と記されたプレートがはめ込まれている。

「倉庫っスか？」

「いまは『開かずの倉庫』ね──ここには、すこし前から街の防犯カメラの機材なんかを運び込んであってね。週に三度、湿気を取るために扉を開けた換気をしていて、今日もクッキーを焼いている間にその換気をしていたのだけれど……すこし目を離した隙に、シェリーちゃんが扉を閉めちゃってね。そのときの衝撃で、扉の鍵がかかっちゃったみたいなのよ。この倉庫だいぶ古いから、扉の鍵もバカになっていたのね」

「えっと、シェリーちゃん、って？」

　小林が訊ね返すと同時、廊下の先から「にゃーん！」という鳴き声と共に、灰色の猫が駆け寄ってきた。どうやら、この猫が『シェリーちゃん』らしい。

　スリスリ、と大村さんの足元にすり寄るシェリーを見つめながら、小林は「ああ！」となにか閃ひらめいたかのように手を叩いた。

　俺はポケットに右手を入れつつ、そっと扉の前に移動する。

「いま大村さんの足にしてるみたいに、その猫ちゃんが開けてた扉にスリスリしちゃって、扉がバターン！　と勝手に閉まっちゃった、ってことっスね？」

「大正解。だから、わたくしが夢中になっていたというのは倉庫の『鍵探し』のことなの。寝室のタンスに入れておいたはずなのだけれど、どうしても見つからなくてね……」

「なるほど、待ち合わせの時間を忘れるわけっス。ずっと『開かず』のままになっちゃったら大変っスもんね。かと言って、業者さんを呼ぶのもなんか大げさだし──」

「──これ、開いてますよ？」

　ここで、俺はようやく会話に割って入り、ガチャリ、とステンレスの扉を開いてみせた。

「えッ!?」驚きよう愕がくに目を見開き、開かれた扉に駆け寄る大村さん。小林も「ぬはぁッ!?」と驚きの声をあげている。ぬはぁ、って。

「そ、そんな……さっきまでちゃんと閉まってたはずなのに！」

「古い倉庫だそうですから、扉の鍵もしっかり閉まらなかったんじゃないですかね？　俺がドアノブを引いてみたら、なんの抵抗もなく開きましたよ」

「そうなのかしら……でも、だって、えぇ……？」

　いまだ信じられないような表情をする大村さんを見やりながら、右手に隠した針金を、バレないようにポケットの中に戻しておく。

　──スパイの定番テクニック、ピッキングである。

　この扉にはたしかに鍵がかかっていた。しかし、俺が扉前に移動した瞬間、小型カメラを設置する際に使用した針金の余りを鍵穴に差し、一秒とかからずに開錠したのだ。

　扉の形状、ドアノブ周りの構造からするに、鍵の種類はオーソドックスなサムターン錠。こうした単純機構のタイプの鍵であれば、目をつむってでも開けることができる。

　国家から依頼されることも少なくない立場からか。スパイは押しなべてプライドの高い人間が多く、こうした泥棒まがいのピッキングは極力行わないのだけれど……まあ、俺はもうスパイじゃないからいいだろう。

「な、なんかよくわかんないっスけど、クロウっちすげえじゃん！　やるー！」

「いや、俺はドアノブを回しただけですから。特にはなにも」

「わたくしは、たしかに閉まってるのを確認して……えぇ？」

　狐きつねにつままれたかのごとく、何度も扉の鍵部分を確認する大村さん。

　主婦の頂点たる彼女でも、これほどまでに動揺することがあるのかと、俺はすこしだけ親近感を覚えたのだった。




　　　　□




「小林さんに野宮さん、今日は色々と助かりましたわ。この恩は必ず返させてちょうだい。わたくしにできることだったら、なんでもいたしますわ」

　自治会に関する説明がてら、おいしいクッキーと紅茶をいただいたあと。

　自治会長たる大村さんからそんな頼もしい──『種』としては最高の言葉をもらい、俺と小林はふたりで帰路についた。

「クロウっち、今日はサンキューっス。クロウっちのおかげで心細くなかったっスよ」

「それはよかったです。まあ、俺なんか必要ないくらい、大村さんと打ち解けてたように見えましたけどね」

「ああ見えて緊張してたんスよ。あーし、年上のひと相手だとブルっちゃうんスよねー」

「あの……俺、小林さんの一個上なんですけど」

「おっと、あーしの家はこっちなんで！　それじゃあクロウっち、またねー！」

　下手くそなはぐらかしをして走り出す小林。逃げたな。

　まあ俺も、もうひとつの『目的』を果たせたことだし、良しとするか。







　小林と別れ、やっとの思いで葉咲家に帰宅すると、時刻はすでに午後四時を回っていた。

　茜あかね色いろに染まるリビングに足を踏み入れながら、そこでようやく俺は気づく。

「……しまった。昼食を食べていない」

　大村家で飴とクッキーはいただいたが、ちゃんとした昼飯は摂とっていなかった。

　意識した途端、腹からグゥ、と情けない音が鳴り始めた。

「なにか軽くツマんでおくか……」

　言いながら冷蔵庫に歩を向けると、ガチャリ、とタイミングよく玄関の扉が開いた。

　鍵は締めていたから、開けられるのは俺以外に四人しかいない。

「た、ただいまー！」

「おかえりだ」

　果たして、帰宅してきたのは桜だった。

　走って帰ってきたのだろうか。ハァハァ、と肩で息をしている。その右手にはストローが差された飲みかけのカップが掴つかまれていた。

「ご、ゴメン！　待たせちゃったよね？　スーパー行っちゃってない？」

「約束したんだから、ひとりで勝手に行くわけないだろう」

　大村家に行くイベントですこし忘れかけていたのは内緒だ。

「そ、そっか。ほんとゴメンね？　友達に色々説明するために学校近くの公園でタピってたら、思いのほか長引いちゃって……」

　申し訳なさそうな桜のそんな発言に、俺はすこしだけホッとする。

　彼女は『桜姫』という、ともすれば揶や揄ゆとも取れるようなあだ名をつけられている。

　ゆえに、周囲の生徒たちから疎まれ、敬遠されているのではないかと、今日の教室での騒動を経て密ひそかに心配していたのだ。

　だが、彼女のこの様子を見る限り、その心配はなさそうだった。

　色々な説明というのは、もしかしなくとも俺に関することだろうから、そこは素直に申し訳ないとは思うけれど。

　さておき──そうした危惧を悟られぬよう話題そらしとして、俺は不可解な単語の意味を訊たずねることに。

「タピって……すまない、それは日本語なのか？」

「え？　ああ、そういえばクロウって外国のひとだったね。それじゃあ知らないか」

　言いながら靴を脱ぎ、こちらに歩み寄ってくると、桜は右手のカップをかかげた。

「この『タピオカミルクティー』を飲むことを『タピる』って言うのよ。だから『公園でタピってた』っていうのは、『公園でタピオカミルクティーを飲んでた』って意味。まあ、最近ではもうあんま使わない言葉だけどねー。そもそも、公園でタピオカミルクティー飲んでたのも、ものすごい久々にこれの露店を見かけたからだし」

「流行はやり廃りの言語なわけか……しかし、これまた面妖な日本語だな」

「面妖て」

「そのタピオカミルクティーはうまくないのか？　半分以上残っているようだが」

「ううん。おいしいよ？　普通においしいんだけど……これ、すごいカロリーが高くてお腹に溜たまるのよ。これ一杯でラーメン一杯分のカロリーがあるんだって。ヤバくない？」

「ほほう。ラーメン一杯分」

　昼食にはちょうどいいカロリーだ。

「では、それはもう飲まないのか？」

「そうね。今日はもうちょっといいかなーって感じ。残りは冷蔵庫に保存して──」

「なら、遠慮なくいただこう」

　桜の言葉も途中に、俺はパクッ、と目の前のストローに口をつけた。

「んなぁッ!?」と驚きに目を見開く桜だったが、カップを下げるようなことはせず、俺が飲み終わるまでの間、程よい位置で固定していてくれた。

　傍はたから見ると、なんだか餌付けのように見えなくもない。

「──ぷはっ。うむ、急に粒が押し寄せてくる感覚がいまいち慣れないが、味はなかなかうまいじゃないか」

「そ、そう？　なら、よかったわ……うん」

「？　どうした、桜」

「いや、えっと……か、間接だな、って」

「関節？」

　格闘技のサブミッションの話か？

「な、なんでもない！　鞄かばん置いてくるから、ちょっと待ってて！」

　慌てて空のカップを俺に押しつけ、二階に駆け上がっていく桜。

　なぜか耳まで真っ赤だったが……まあ、おそらくここまで走ってきたせいなのだろう。

　俺は空の容器を洗い、ゴミ箱に捨てると、スーパーに行く準備を始めた。







「……なあ、桜」

「ん、なに？」

「いまのスーパーでもダメなのか？　これでもう三軒通り過ぎていることになるが……」

「だ、ダメよ。知り合いに会っちゃうかもしれないでしょ？　友達にクロウと歩いているところを見られたりでもしたら、今度こそ誤ご魔ま化かせなくなっちゃう」

「……なら、どうして俺と一緒にスーパーに行きたいなどと？」

「そ、それは……」

「そもそも、桜の買いたいものというのはいったい何なんだ？　若い女子高生がスーパーで買いたい代物など、俺には想像がつかんが」

「……う」

「う？」

「う、うるさいうるさーいッ!!　友達には見られたくないし、買いたいものも実はないけど、その、なんか散歩したい気分だったのよ！　クロウにはそのボディーガード役としてついてきてもらっただけ！　なんか文句あるッ!?」

「い、いや、文句はないが……」

「じゃあそれでいいじゃない！　この話は終わり！　ほら、いいから行くわよ！」

　そう強引に言い放って、怒りのせいかなんなのか、桜は顔を赤らめて歩く速度を速める。

　学校で言っていたこととはチグハグというか、だいぶ矛盾してしまっている気がするが……どうあれ、俺は雇い主の命令に従うだけだ。

　それに、この叶画市の地理を把握する目的だと考えれば、遠出の散歩も悪くない。まあ、散歩にしてはあまりに長距離にすぎるけれど。

　そうして。

　四軒目、五軒目のスーパーも通り過ぎ、六軒目のスーパーにたどり着いた頃には、俺たちは叶画市の隣、折おり筆ふで市の郊外にまで足を伸ばしていた。

「うん、ここならさすがに誰も来ないかな？　ここにしましょう、クロウ」

「了解だ。無駄にいいウォーキングをしたから、今夜はおいしい夕飯を作れそうだ」

「なにか言った？」

「いえなにも」

　白々しく答えて、自動ドアの横に積まれた買い物カゴを取り、店内に入っていく。

　何気に、日本のスーパーに来るのはこれがはじめてだった。

　海外のソレよりは手狭だが、並んでいる食材はどれも高品質だと一目でわかる。日本の食に関する衛生面は世界トップレベルだと聞いていたが、どうやらそれは真実のようだ。

　と。艶のある青果を眺めていると、桜が「ねえねえ」とこちらの顔を覗のぞき込んできた。

「今夜はなにを作るつもりなの？」

「まだ決めていない。桜はなにが食べたい？」

「そうねえ……昨日カレーだったから、サッパリしたものがいいかな？」

「サッパリか。では、白身魚のフライなどはどうだ？」

「わあ、おいしそう！　それでいこー！」

「了解した。では、白身魚を物色しに行こう」

　スキップまじりの桜と共に、鮮魚コーナーに向かう。

　白身魚にも色々あるが、真っ先に目についたのがタラだったので、タラをカゴに放る。

「あとはタルタルソースの材料か……、あ」

　そこまで考えたところで、大事なサラダを買い忘れていることに気づいた。

　昨今の日本では、若者の大腸に関する病気が増大しているという。その一因として野菜摂取不足が関連しているのだそうだ。

　三姉妹の健康管理も一任されている身として、食卓のサラダを欠かすことは許されない。

「桜。すまないが、青果コーナーに戻ってレタスとトマトを持ってきてくれないか？　できるだけ色と艶のいいものを頼む」

「任せたまへー」

　俺に付き添うだけで暇だったのだろう。気け怠だるげだった背筋をピシッと伸ばし、小走りで青果コーナーに戻っていく桜。自分で言い出してついてきた買い出しなのに暇そうにするとは、これいかに。

（……もしかして桜の奴やつ、俺と一緒にいたかっただけなのでは？）

　なんて、すこし自意識過剰気味なことを考えていると、目の前のお惣そう菜ざいコーナーに手をつないでいる親子連れが見えた。

　母親と子供。しっかりと手をつないだまま離れないように歩き、商品を見て回っている。

　……ふむ、なるほど。

　微笑ほほえましくありながらも、実に効率的な買い物方法だ。

　そこへ、タイミングよく「ただいまー」と桜が隣に帰ってきた。

「レタスとトマト、持ってきたわよ。買い物カゴにドサドサー……って、どうしたの？　クロウ。私の顔じっと見ちゃって」

「桜。手を出してくれ」

「？　こう？」

　無防備に差し出された左手を、俺は自身の右手でしかと握りしめた。

「んなッ……え、はあぁッ!?」

「先ほど親子連れがこうしていたんだ。これなら、同行者がさらわれる心配もなく買い物ができる。実に効率的だろ？」

　スパイが最も怖おそれる事態は、依頼主を敵にさらわれることだ。任務失敗の危機にもつながるし、なにより、依頼主が俺たち組織の情報を漏ろう洩えいする危険性がある。可能であれば、依頼主には依頼直後から金庫の中にでも隠れていてほしいほどだ。

　さておき。図らずも、これで桜の望んだボディーガード役を果たせる、というわけだ。

　まあ、しつこく言うように、俺はもうスパイではないのだけれど。

「い、いや……でも、これじゃあまんまカップル……」

「では、買い出しを再開しようか。桜」

　買い物カゴに野菜が追加されたことを確認して、ソースの材料集めに店内を回る。

　つないだ桜の手は温かく、まるで熱でもあるかのような高温だった。事実、うつむいた桜の耳元は、店内の暖房のせいじゃない、うっすらと朱色に染まってしまっていた。

　と。その最中。

「……えへへ。まあでも、これはこれで」

　桜はひどくうれしそうにそうつぶやき、手を握る力をキュッ、と強めてきた。

　そこまで強く握らずとも、俺が桜を離すことなどないというのに。意外と心配性な奴だ。

　しかしまあ──はじめて会った昨日に比べ、随分と懐かれたものである。

　もしかしたら桜は、子供の頃からこんな風に人懐っこい女の子だったのかもしれないな。

　なんて、好こう々こう爺やよろしく頬ほおを緩めた、その直後だった。

　俺の背中に突き刺すような、抜身のあの感覚が去来した。

「ッ──、……」

「どうしたの？　クロウ。買い忘れ？」

「……いや、なんでもない」

　辺りを入念に見回すが、それらしき人影はない。俺は視線を切り、桜の手を引いていく。

　まさか、な。




　　　　□




　買い物から帰宅すると、日はとっぷり暮れ、辺りは真っ暗になっていた。時刻はすでに午後七時。隣の市まで行っていたのだから無理もない。むしろ、徒歩であることを考えると早めに帰宅できたほうではないだろうか。

　家の扉を開けて中に入った途端、桜が疲ひ労ろう困こん憊ぱいといった様子で玄関に両手をついた。

「あ、足が痛い……もう歩きたくないよぉ……」

「ほら見たことか。だから近場のスーパーにしようと言ったのに」

「うぅ……でも、色々と楽しかったからよしとする。……また、一緒に行ってくれる？」

「かまわんが、今度は市内で頼むぞ？」

「えへへ。うむ、了解した」

　またも俺の台詞せりふをまねて買い物袋を手に取ると、脱だつ兎とのごとくリビングに逃げていく桜。足が痛いとボヤいていたが、あの調子なら問題なさそうだ。というか、桜の中で俺の物まねが絶賛ブーム中なのか？

「……っと、そうだった」

　桜のあとを追うようにリビングに向かう最中。俺は片手でスマホを取り出し、クラウド上の監視カメラ映像の確認に入る。

　これからは、この確認作業を毎日徹底して行っていかなければ。俺が不在のときは特に念入りに、だ。

　録画されていたのは、午後五時十二分に帰宅してきた三女、秋樹の映像だけだった。

　映像の中の秋樹に特に変わった様子はない。帰宅後、手洗いを経て二階で部屋着に着替えると、いつものルーチンなのだろう、慣れた足取りで一階のあの書斎に向かっていく姿が映し出されていた。

（……しかし、これはどうしたものかな）

　いまさらではあるが……なんというか、こうして監視カメラで撮影していると、三姉妹のプライバシーを著しく侵害しているような気持ちになってくる。いや、実際に侵害しているのだけれど。

　彼女たちの様子を逐一確認するのも大事な任務だが、不審者が侵入していないのであれば三姉妹をわざわざ録画する必要はないような気もしてきた。

　カメラの感知モードを切ることはできないから、三姉妹だけ録画しないように設定しておくか？　彼女たちのスマホデータを俺のスマホに登録すればそれも可能だが……しかし、不審者が三姉妹のスマホを手にしたまま家に侵入してきたら、監視カメラがただの飾りに成り下がる。というか、第三者にスマホを奪われている時点でアウトだが。

（やはり危険をすぐに察知するためにも、常時録画は必須か……）

　プライバシーの侵害になってしまうが、どうか許してくれ。

　三姉妹に胸中でそっと謝罪しつつ、俺は監視カメラ映像の確認を終え、リビングに足を踏み入れる。

　と。買い物袋から食材を取り出していた桜が、俺の手に持つスマホに視線を向けた。

「あれ？　クロウ、スマホ持ってたの？」

「ん？　ああ、言っていなかったか。日本に来たのと同時に契約しておいたんだ。連絡先がないと履歴書も書けないからな」

「って、そうか。たしかに言われてみれば、履歴書の電話番号の欄に番号書いてあったっけ──じゃあじゃあ、私と『ＲＩＮＥ』交換しようよ！」

「ＲＩＮＥ？」

「メッセージのやり取りとか通話とかが全部無料でできちゃうアプリのこと。私たち姉妹もＲＩＮＥやってるから、クロウも一緒にやろうよ！」

「ふむ……ちなみに、そのアプリはどこの企業が提供しているんだ？」

「え？　ど、どこの企業って……どこだろう？　確認したことなかった」

「怪しい企業ではないだろうな？　その企業が個人情報を盗み取る、あくどい企業の可能性もあるんだぞ？　事実、俺は過去にそういった企業と相対したことがあって──」

「もー、そんなわけないじゃん、心配しすぎ！　ほら、いいからインストールして！」

「なッ……こら、俺のスマホを取ろうとするな！　わかった、わかったから、せめて俺の手でインストールさせてくれ！」

　間違って監視カメラの映像を見られでもすれば、俺は一発で家政夫解雇だ。

　わーわー、と俺のスマホに手を伸ばしてくる桜を背に回し、件くだんのＲＩＮＥとやらを検索してみる。

　ふむ。ＲＩＮＥの企業情報を見るに、どうやら怪しい企業ではなさそうだ。このあたりの見極め方は、スパイ時代に培った経験則が役に立つ。企業に限らず、怪しいものというのは自身の潔白を証明するため、押しなべて情報過多になりやすいのだ。自社の商品の良いところだけを多く語るセールスマンは怪しい、みたいな。

　確認を終え、数分とかからずにＲＩＮＥをインストールすると、桜が自身のスマホをスカートのポケットから取り出した。

「終わったわね。それじゃあ、せっかくだし『フリフリ』で交換しよっか」

「なんだ？　その珍妙な言葉は」

「珍妙って言うな！　フリフリっていうのは、スマホを振り合ってＲＩＮＥのＩＤを交換するシステムのこと。近くにいる友達としかできない交換方法なのよ」

「ほう」

「じゃあ、いくわよ。フリフリのボタンを押して……はい、フリフリー」

「フリフリー」

「ぶっ」

　スマホを振る俺を見て、なぜか桜が吹き出した。

「なにがおかしい」

「あはは！　だってクロウ、ものすごい真顔でスマホ振ってるから！　あははは！」

「フリフリなのだからそりゃあ振るだろう。ほら、早くしろ。フリフリー」

「ぶはっ！　ちょ、ま、マジでやめて！　真顔で振りながら近づいてこないで！　あはははは！　わ、笑いすぎてお腹なか痛い！」

「今夜の晩ご飯はフリフリよー」

「意味わかんない進化を遂げたッ!?　ちょ、ヤバ、もうマジでお腹痛いんですけど！」

「た、楽しそうですね」

　と。リビングの入口付近から、そんなおしとやかな声が聴こえてきた。

　本を片手に抱いている秋樹だ。桜の笑い声を聞きつけてか、読書が終わったのか。書斎から出てきたらしい。

　すると。お腹を押さえ、ひーひー、と笑い死にそうな桜が、秋樹の下に歩み寄って。

「ち、ちょっと秋樹！　スマホ、いまスマホ持ってる？」

「う、うん、持ってるけど……どうして？」

「それ持って、フリフリ機能を起動してみて！　ヤバい化け物が押し寄せてくるから！」

「？　よくわかんないけど……はい、起動したよ？」

　秋樹がフリフリを起動した瞬間。

「──フリフリー」

「ぶっ！」

　俺がすばやく間合いを詰めて、サンバのリズムと共に目の前でスマホを振りまくると、秋樹はたまらずといった風に吹き出した。

「どうした？　秋樹。俺とＲＩＮＥを交換しよう。さあ、フリフリー」

「ちょ……ふふふ、あの、か、顔が真剣すぎ……」

「フリフリー」

「ぶはっ！　あ、あの、やめて……お、お腹が……ふふふ……」

　見たこともない破顔っぷりを見せる秋樹。隣り合う桜も、腹を抱えて笑っている。

　予想外な部分で笑いを取ってしまったが、彼女たちが楽しそうでなによりだ。

　……当然のことながら、このフリフリ交換会が思いがけず延長したことにより、夕飯の時間は大幅に遅れることとなった。

　家政夫失格だぁ！







「クロウさん」

　夕飯後。食べ終えた食器を洗っていると、秋樹が傍そばまで来て声をかけてきた。

　その手には、今朝渡した弁当箱。

「お弁当、ごちそうさまでした。すごくおいしかったです」

「それはよかった」

　言いながら受け取り、包みをほどいて弁当箱を開ける。

　中身は、気持ちいいぐらいスッカラカンになっていた。

「悲しませずに済みました？」

　すこしからかうような語調で、そう訊ねてくる秋樹。

　俺は苦笑し、弁当箱を洗い始めながら。

「ああ。悲しむどころか、うれしすぎて涙が出そうだよ」

「泣かれちゃったら、今度はわたしが困っちゃいます」

「では、我慢して涙を堪こらえよう」

「ふふ。はい、そうしてください」

「そうだ。あとで二階に戻るとき、桜にも弁当箱を持ってくるように伝えておいてくれるか？　アイツ、まだ持ってきてないみたいだから」

　弁当箱を持ってきもせず、桜はいまお風呂に入っている。完全に弁当箱の存在を忘れているパターンだ。部屋に無断で入るわけにもいかないから、どうすることもできない。

　夏海はまだ帰ってきていないが……大学の講義が長引いているのだろうか？

「わかりました。あとで伝えておきますね……ところで、あの」

「？　どうした」

「大したことではないんですが、クロウさんにちょっとお訊きしたいことがありまして」

「訊きたいこと？」

　俺の言葉にうなずくと、秋樹は小首をかしげつつ口を開いた。

「今日、桜ちゃんの教室に乗り込んだ男のひとって、もしかしてクロウさんですか？」

「……それ、誰に聞いたんだ？」

「やっぱり、クロウさんだったんですね……」

　納得だとばかりにつぶやき、秋樹は続ける。

「桜ちゃん、高校では『桜姫』と呼ばれていて、ちょっとした有名人なんですよ。まあ、なぜかわたしもおかしなあだ名をつけられてるんですが……ともあれ、だから、２‐Ａに乗り込んだ男性の話は、わたしたち一年生の耳にもすぐに届いてきたんです」

「なるほど、そういうことだったのか……」

「どうしてまた、桜ちゃんの教室なんかに？」

「なんてことはない。コレを届けに行っただけだ」

　そう言って、俺は洗い終えた弁当箱を水切りラックに置いた。

　秋樹は驚きに目を見開いたあと、呆あきれたと言わんばかりに肩をすくませた。

「随分と大胆なことをするんですね、クロウさんは……」

「家政夫になってはじめての弁当だったからな。ちゃんと手渡ししたかったのさ。いまは、すこしやりすぎだったかと反省している」

「まあでも、さっきの桜ちゃんの態度からするに、そこまで怒っているわけではなさそうですし。今後同じことをしなければ大丈夫なんじゃないでしょうか？」

「そうだといいが──ところで、俺もいまの話を聞いて、ひとつ訊きたいことができた」

「？　はい、なんでしょう？」

「桜の教室に乗り込んだ男が俺であると、どうしてわかったんだ？」

　俺はあの教室で名前どころか、家政夫であることすら明かしていない。桜の教室に男が乗り込んだ、という情報だけでは、その男が俺だと断定することはできないはずだ。

　桜は『放課後』に仲のいい友達にだけ説明したとのことだから、秋樹が日中のうちに俺の情報を知ることはできないはず。あの鈴木が全クラスメイトに明かした、という線も薄いだろう。失礼だが、陰湿そうな彼が率先して目立つような真似まねをするとは思えない。

　そう、それこそ推理小説よろしく疑念を指摘すると、秋樹は「うっ」とわずかにたじろいだあと、うつむきがちにこう言った。

「わ、わたしがその騒動を知ったのは、噂うわさ好きの友人が教えてくれたからなんですが……その友人が、乗り込んできた男性はすごい格かつ好こいいひとだった、と仰おつしやっていまして……」

「……えっと、要約すると、だ」

　情報を整理しながら蛇口を止め、濡ぬれた手をエプロンで拭いながら、俺は問う。

「格好いいという情報を聞き、乗り込んだ男が俺であると確信した、ということか？」

「……そ、そういうことになります」

「つまり、秋樹は俺のことを格好いいと──」

「わ、わざわざ言わなくても大丈夫ですのでッ！　そ、そこは、行間を読み取ってくだされば結構ですから！」

「行間と言われても……あ」

「そ、それでは、わたしはこれで！　お弁当、本当にありがとうございました！」

　口早に礼を言いおいて、秋樹は小走りでリビングを後にする。

　その真っ赤な顔の理由までは、読み取れそうになかった。







　桜と秋樹が歯磨きを済ませ、二階に上がっていったあと。

　ちょうど午後十時をすぎたあたりでようやく、ガチャリ、と玄関の鍵が開く音がした。

　俺は安あん堵どの息を吐きつつ、リビングのソファを離れて出迎えに行く。

「おかえりだ。夏海」

「うにゅ？　あー、イケメンのクロウくんじゃねえでしゅかー」

　ずっと帰りを待っていた最後の三姉妹──長女の夏海は、ひどい酒気を帯びていた。二メートルほど離れていても、こちらにまで酒の匂いが漂ってくるほどだ。

　顔は紅潮して、靴を脱ぐその動きもひどく危なっかしい。呂ろ律れつも回っていないようだ。

「帰りが遅いから心配していたんだ。酒を飲んできたようだな？」

「んー、まあねー……へへ、講義終わりにダチと飲み屋に行って、ちょっとした愚痴聞いてもらっててさ。ほんとは、もっと早く切り上げる予定らったんらけどなー……」

「愚痴？」

「どうしようもねえ悩み事とかを、うにゃうにゃ吐き出すことらよー」

「いや、愚痴という言葉の意味は知っているが……って、おい、大丈夫か？」

「大丈夫、大丈夫ー」

　まさしく千鳥足といった風に、夏海はリビングに向かっていく。右へ左へ、フラフラと。いつ転倒してもおかしくない。

　俺はため息をひとつ。夏海の肩を無言で支えて歩くと、ソファに静かに座らせてやった。

「へへ、サンキュー。やっぱイケメンはちげえや……」

「いま水を持ってきてやるから待っていろ。それですこしは酔いも覚めるだろ」

「……まだ、覚めたくねえよ」

　ふわふわとしたその語調を急に固くして、夏海は俺のエプロンを握ってきた。

「覚めたら、また『面倒事』を考えなきゃいけなくなる。ようやく『あの事件』を忘れられそうだったのに、似たような面倒事起こしやがってよぉ……」

「面倒事？」

「バカみてえな面倒事だよ……わたしは普通に講義を受けてえのに、それさえもできねえ状況になって。あたしがなにしたってんだ……ああ、ほんと、マジでウゼえ……」

　だから嫌いなんだ、男なんて。

　そうつぶやき、夏海は両りよう眼めに涙を溜ためると、俺のエプロンをぐいっと引き寄せ、チーン、と豪快に鼻をかんだ。

　……エプロンはティッシュではないんだが。やってくれたな、この酔っ払い。

　思わず呆れつつも、しかし、三姉妹を守る家政夫として、俺は夏海の前で騎士よろしく屈かがみ、こう声をかけていた。

「事情はよくわからんが、俺でよければ力になるぞ」

「……クロウが？」

「ああ。俺は冬子さんにお前たちを託された。家政夫業とはそれすなわち、お前たちを守り抜く護衛任務とも言い換えることができる──そして、その護衛対象である夏海が面倒事に巻き込まれているというのなら、俺が手を貸さない理由はない」

「へ、へへ……ほんと、あたしらとズレてるよなあ、クロウは……」

　苦笑気味に言ったあと、夏海は急にソファの上に正座した。

　正座は、日本人が真面目な話をするときに取る体勢だと聞いている。

　俺もすこし背筋を伸ばし、隣に座ると、夏海の声に耳をそばだてた。

「アイツらには悪いけど……クロウ、折り入って頼みがある」

「水臭い。遠慮なくなんでも言ってくれ」

「それじゃあ──クロウ、あたしの彼氏になってくれ」

「ああ、了解した」

　……ん？

　夏海、いまなんて言った？








第三章　元スパイは夏なつ海みと企てる。






　　　　□□




　時計の音がやけに響く夜のリビング。

　酒で赤らんだ顔もそのままに、夏海が正座の姿勢でこちらをジっと見つめてくる。

　彼女の口から告げられた台詞せりふに、俺はしばしの思考停止を余儀なくされていた。

　あたしの彼氏になってくれ──

　聞き間違いではない。夏海はたしかにそう言った。

　叶かな画え高校で桜さくらに指摘されたことを思い返すに、この場合の『彼氏』は、やはり『恋人』という意味なのだろう。

　恋人になってくれ、と言っているのだ、夏海は。

「あー……すまない、夏海。いつもの癖で了承してしまったが、俺たちが恋人同士になるにはまだ互いのことを知らなすぎると思うんだ。だから、そうした交際というのはもっと交流を深めた上で──」

「ち、ちげえよ！　こんな変なタイミングで告るわけねえだろうがッ！　あたしが言ってんのは、『偽の彼氏』になってくれって意味だよ！」

「偽の彼氏？」

　問い返すと、夏海は咳せき払ばらいを挟み、真剣な表情で事情を語りだした。

　酔いは、すっかり覚めているようだった。

「いまあたし、叶画大学ってとこに通わせてもらってんだけど、最近大学の男共があたしの行く場所行く場所についてきてマジで困ってんだ。その講義取ってねえくせに、あたしを尾つけ回すようにズカズカ教室に入ってきたり、食堂でもあたしを囲うようにして周りの席に座ってきたりさ……ほんと、シャレにならねえレベルで困ってんだわ」

「それは迷惑だな」

「だろ？　それも、話しかけてこねえでジーっと観察してくるだけなんだぜ？　あたしの顔見ながら、たまに仲間内でくすくす笑い合ったりしてさ。薄気味悪すぎるだろ。こっちから何度注意しても、知らぬ存ぜぬでやめる気なさそうだしよ……」

　唾棄するように言い捨てて、夏海はハァ、と重苦しいため息を吐つく。

　あの妹たちにしてこの姉あり、といったところか。

　ストーカーめいた男共が湧くほどに、夏海の大学内での人気は高いようだった。

「なるほど……それが、先ほど言っていた『面倒事』の正体か」

　先ほどの突然の告白には驚かされたが、よくよく考えてみれば、お姫様抱っこしただけで赤面するほどのウブだ。面と向かって告白など、酒の力を借りてもむずかしいだろう。

「話しかけてこない、つまりは、夏海に直接的な実害が出ていない以上、教員たちも男共を罰することができないわけだ。仮に、尾け回されている様子をスマホで録画して教員に見せたとしても、その程度の接触であれば『単なる偶然だ』とシラを切られて終わりだからな──その迷惑行為を続ける男共を寄せつけないためにも、俺に偽の彼氏を演じてほしい、ということだな？」

「すこしちがう」

「と、言うと？」

「『二度と』寄せつけないために、あたしの偽彼氏になってほしいのさ」

　正座をあぐらの姿勢に崩して、夏海は前のめりに続ける。

「二ヶ月後のクリスマスを前にして焦ってんのか知らねえけど、毎日見世物よろしく群がってこられてこっちはもう限界なんだ。せっかくクロウがいるんだし、ここらであたしに彼氏がいるってことを見せつけて、男共の心をボキボキにへし折ってやる」

「ボキボキって……」

「そんだけ迷惑してきてんだ。それぐらいの仕返しはいいだろうよ──大丈夫。イベントにカコつけて彼女を作ろうとする奴やつなんざ、自分の体裁しか考えてねえただの見み栄えっ張ぱりだ。あたしに彼氏がいるとなれば、それ以上のアプローチは寝取り野郎っつー最悪なイメージがつくことになる。そうすれば自然と、あたしのことも諦めざるを得なくなるはずさ……へへ、へへへ」

　壺つぼに入った毒薬をかき回す魔女のような、なんとも意地の悪い笑みを浮かべる夏海。

　相当ストレスが溜まっていたようだ。まあ、真面目に授業を受けたいのに邪魔をされていたら、こうして憤るのも無理はないか。

　……というか、このあくどい笑顔を見せれば一発で諦めてくれるのでは？

　なんて冗談を考えつつ、俺は熟考するように両腕を組んだ。

「となると、本格的に恋人を演じなければいけなくなるな。二度と寄せつけないほどとなれば、俺が隣を歩く程度では効果は薄いだろう。より強く、効果的に俺という『彼氏』を見せつける必要がある。そのあたり、なにか策はあるのか？」

「い、いやあ……それがよ」

　途端。バツが悪そうな表情になると、夏海は自身の髪をくしゃくしゃ、とかいて。

「お願いしといてなんだけど、実はノープランなんだ……この偽彼氏って作戦も、今日飲んでるときにダチに提案されたものでさ」

「……なるほど」

「あたしは、その、男と付き合ったことがねえからそういうのはわかんねえけど、クロウは経験豊富そうじゃん？　だから、偽彼氏を頼むにはもってこいかなー、と思って」

「いや、俺も交際経験はゼロだぞ？　前に晩酌したときにそう話したじゃないか」

「え？　あ、そっか。そういやそうだった……じゃあ、誰かの偽彼氏になった経験も？」

「もちろんない」

「彼氏代行みたいなバイトをしたことも？」

「まったくない。フリでもなんでも、夏海がはじめてになるな」

　昔、後輩の女スパイに『今日だけ私の恋人を演じてくれませんか？　私の貯金全額払うので』と真顔で提案されたことがあるが、ちゃんと丁重に断っている。こうした偽装彼氏を演じるのは、嘘うそ偽りなく夏海がはじめてだった。

「クロウのはじめてを、あたしが……こ、これ、アイツらに恨まれねえかな？」

　両腕をつかね、夏海は神妙な顔つきでそうつぶやく。

　俺は「？」と首をかしげつつも、「ともあれ」と話をまとめた。

「そういうことであれば、俺が今夜中に『偽彼氏周知作戦』の細かな内容を決めておこう。それでいいか？」

「へ？　あ、ああ……うん、それで大丈夫だ。よろしく頼むよ」

「ああ、任せてくれ」

「ゴメンな？　急に変なお願いしちまって……このことはアイツら、桜と秋あ樹きには……」

「わかっている。秘密にしておこう」

　夏海の問題である以上、ふたりに話す意味もないだろうからな。

「へへ、助かるよ。あたしの『彼氏』さん」

　おどけて可愛かわいらしくウィンクし、ここで、夏海はソファから立ち上がった。

　気づけば深夜十一時半。もう寝る時間だ。

「さて、と……じゃあ、風呂入って寝ちまうことにするよ。久々にぐっすり眠れそうだ。ありがとな、クロウ。あたしのお願い聞いてくれて」

「気にするな。それが俺の仕事だ──ちなみに、作戦決行日は明日でよかったか？」

「明日？　き、急すぎねえ？」

「問題解決は早いほうがいいだろう。なにか不都合が？」

「いや……うん、そうだな。悪い、明日やっちまおう。思い立ったが吉日だしな。あたし、夏休みの宿題は七月中に片づけるタイプだし」

「そのたとえはすこしわからんが……了解した。では、また明日の朝。このリビングに集合し、一緒に大学に向かうとしよう」

「あいよ。あらためて、明日はよろしくな」

「ああ、よろしく頼む。俺の大事な『彼女』さん」

「ふにぁッ!?」

　先ほどの仕返しにそう応酬すると、夏海はボッ、と頭のてっぺんから湯気を出し、頬ほおを真っ赤に染めてしまった。わたわたと視線をさまよわせたあと、涙目でポカポカ、と俺の胸を叩いてくる。彼氏と呼ぶのはいいけど、彼女と呼ばれるのは恥ずかしいらしい。

　……明日が思いやられる。







　作戦決行日の朝、十月三十一日。

　午前五時ピッタリに起床すると、俺はまたも三姉妹の弁当作りに入る。

　昨日の買い出しで弁当の具材も買ってきたのだが……どうにも俺の弁当には色味が足りない気がする。全体的にこう、揚げ物の茶色が多いというか。もっと緑色や赤色の野菜を入れたほうがいいのだろうか？　今度、書店に行って弁当のレシピ本でも購入してみよう。

「おはようごじゃいます……」

「おはよう。秋樹」

　午前六時五十七分。まぶたが半分開いていない、眠たげな秋樹が起きてきた。

　弁当箱を渡すと同時に、弁当作りと並行して作っていた朝食を秋樹に出し、洗濯機を回しに洗面所へ。

　ちなみに。下着類だけは三姉妹が自分で洗うことになっていた。初日の面接時に伝えられていた要項だ。まあ、年頃の女性であれば当然の対応だろう。

「おはよー、クロウ」

「おはようだ、桜」

　午前七時二十一分。洗面所からリビングに戻ると、秋樹の姿がなくなり、代わりとばかりに桜がテーブルに突っ伏したままテレビを眺めていた。

　俺がやってきた初日に比べると、随分と警戒心がなくなってきているように感じる。寝巻きがヨレて脇腹が見えてしまっているあたり、桜はなくなりすぎているくらいだけれど。

　まあ、それだけ気を許してくれているということだろう。うれしいことだ。

　この時間帯に起きたのなら遅刻の心配はなさそうだ──寝巻きのヨレを注意し、桜に朝食を用意したあと、秋樹の食器を片して、洗い終わった洗濯物を干しにかかる。

　今日も変わらぬ秋晴れだった。これなら四時間程度で洗濯物も乾いてしまうだろう。

　その頃には、本日の作戦も終わっているはずだ。

「おはよーっす、クロウ」

「ああ。ようやく起きたか」

　洗濯物を干し終えてリビングに戻ると、夏海がソファで野菜ジュースを飲んでいた。

　気のせいか。その服装はいつもよりも気合が入っているように見えた。

　一層、女性らしさが増しているというか。まるでデートに挑むかのごとき装いだった。

　時刻は午前八時二十分。桜と秋樹は、弁当箱を持ってすでに登校を開始している。

　俺たちも、そろそろ出発する時間だ。

「さて、それでは行こうか。夏海」

「ＯＫ。今日はよろしく頼むぜ、『彼氏』さん」

「こちらこそ、『彼女』さん」

「……ッ、お、おうよ」

「よし。なんとか堪こらえたな。その調子でいこう」

　夏海の肩を叩いたあと、俺たちは玄関に向かい、扉を開け放った。

『偽彼氏周知作戦』が開始された瞬間である。







「ここが今日の戦いくさ場ばだな」

「言い方よ」

　夏海のツッコミもよそに、俺は到着した叶画大学、その外観を眺める。

　古くも新しくもない、これといった特徴のない大学だった。昨夜調べたところによると、特に強い専攻分野もないらしい。良くも悪くも平均的な大学といったところか。

「大学に潜入するのは久しぶりだが……どうだ？　夏海。俺は大学生に見えるか？」

　大学生らしいラフな服にしようと、ネクタイとベストを外し、シャツも白にしたのだが。

「うーん。まあ、一応は見えんじゃね？　ちょっとナルシー入ったホストっぽいけど」

「そうか、ならよかった」

「よかったのか？」

「これで『ＭＯＣＢＯＯＫ』と『スターバットコーヒー』を持ち、週四日『凶野家』の牛丼生活をしていたら完璧だったんだがな……残念ながら、そこまでは準備できなかった」

「クロウは日本の大学生をなんだと思ってんだ──いや、それよりも、その」

　スッ、とこちらに歩み寄り、夏海は小声で耳打ちしてきた。

「『偽彼氏周知作戦』だっけ？　それの内容はちゃんと考えてきてくれたのか？」

「ああ、抜かりはない。安心してくれ」

　適当に仰々しい作戦名をつけはしたが、要は、夏海狙いの男たちに俺という『彼氏』を強くアピールすれば、この作戦ミツシヨンは成功する。

　図らずも、気配を殺すことに長たけているスパイには持ってこいの作戦だ。

「それでは、夏海。まずは手をつなぐぞ」

「て、手を？　そっか、恋人といえばそれだよな……そ、それじゃあ、お願いします」

　言って、そっと左手を差し出すと、夏海は上目遣いにこう言った。

「あんまり痛くしないでくれよ……？」

「手をつなぐだけでは痛くしようがないんだが……」

　呆れつつも、夏海の手をギュッと握りしめ、門を抜ける。

　手をつないだだけなのに夏海は「あ、あわわ……！」と半ばパニック状態に陥っていた。

　うん、こうした反応をするのは想定済みだ。作戦に支障はない。

　ひとの多い構内に入る手前で、俺は夏海にだけ聴こえる声量で指示を投げる。

「夏海。これから俺がすることに対して動揺するなよ？　それが当然だとばかりに、毅き然ぜんとした態度を貫け」

「へ？　あ、ああ……なんかよくわかんねえけど、わかった！」

「よし、いい返事」

　微笑ほほえみ返して、ここで、俺はつないでいた手をそっと夏海の右肩に回した。

　先に手をつないでいたのは、コレによる動揺をすこしでも軽減するためだったのだ。

「ふゃ──」

「我慢だ」

　ぐいっ、と夏海の身体からだを引き寄せ、周囲に見せつけるために歩く速度を緩める。

　まずはこうして、ほぼ密着した状態で大学構内を歩き回り、学生たちに『夏海の彼氏』の存在を印象づける──夏海の人気を考えれば、この目撃情報は瞬く間に大学中に広まり、全学生が俺の存在を知ることになるだろう。

　昨夜の話からするに、夏海を狙っている男たちの大半は、バンドワゴン効果に流されただけの『にわか』だ。ほかのみんなが夏海を好きだと言っているから、じゃあ俺も好きだということにしよう……そんな風に、周囲の流行はやりに呑まれているだけに過ぎない。

　彼氏の目撃情報だけでも、その『にわか』をあらかた払い落とすことができるはずだ。

「えぇッ!?　夏海、そのイケメン……えぇッ!?」

　廊下を進む最中。夏海の友人であろう女性たちが、驚きの声をあげて立ち止まっていた。それにつられて、ほかの学生たちが俺たちに好奇の視線を向けてくる。

「う、うぅ……」

　知り合いに見られた恥ずかしさに動揺しかけた夏海だったが、俺の指示を守り、平然とした顔を維持してくれた。えらいぞ夏海。

　ただ、恥ずかしさを堪えるあまり子犬のようにプルプル震えてしまっているのがすこし残念だが……まあ、この程度ならバレないだろう。

「──なッ、はああぁぁッッ!?」

　さらにひとの多い中庭を横断していると、目ざとく夏海の存在に気づいたひとりの男子学生が驚きよう愕がくの叫びを響かせた。

　その叫びを皮切りに「嘘だろ!?」「マジで!?」「葉は咲ざきさんの彼氏!?」と、夏海狙いの別の男たちが、ゾロゾロと俺たちの後を尾つけ始める。

　その光景はまるで、日本の江戸時代に行われていたとされる大名行列のようだった。

　夏海の肩が、わずかに震える。







　尾行はしてくるものの、背後の男たちが話しかけてくることは不気味なほどになかった。

　一定の距離を空けて、ただただ尾けてくるだけ。

　なるほど、これはたしかに薄気味悪い。

（夏海に話しかければ軽薄な男に見られてしまう。だから話しかけはしないけど、流行りの『ブランド品葉咲夏海』は欲しいから、いつ話しかけられてもいいように、近くでウロつく）

　おおよそ、男たちの思考回路はそんなところだろう。

　体裁しか考えていない見み栄えっ張ぱり。夏海もうまく皮肉ったものである。

　まあ──そんな男たちの動機はどうあれ。これでようやく、『にわか』ではない『本命元凶』が釣れた。あとは、より強く俺という『彼氏』をアピールするだけだ。

　そうして次の作戦を確認し、二階への階段をあがっている最中。ふと、「な、なあ……クロウ」と、夏海が内緒話をするように俺に話しかけてきた。

　緊張ではない、なにかに怯おびえているかのような、そんな震え声だった。

「どうした？　夏海」

「この、後ろに男が尾けてくるって状況、あとどれくらい続けるんだ？　で、できれば、早めに終わらせてほしいんだけど……」

「ああ、そうだな。すまない、気持ちのいいものではなかったよな」

　見知らぬ男共に尾けられて気分がいい女性はそうそういないか。配慮が足りなかったな。

　俺は歩くスピードを速め、男たちとの距離を空けると、作戦のクライマックスに入る。

（このあたりでいいだろう）

　実験室などが並ぶ、なにもない廊下。

　ここで俺は「あ、しまった」とわざとらしく口にし、くるり、と踵きびすを返すと、来た道を戻り始めた。

　そうすれば当然、後ろを尾けてきていた男たちと、正面から対たい峙じする形になる。

「あ」と小さな声をあげる男たち。ここでも、俺に話しかけてはこない。立ち止まったその群衆をかき分けるようにして、俺は真っすぐに歩を進める。

　ここが、この作戦の肝だ。

「すみません。ちょっと失礼します──ほら、夏海。もっと俺に抱きついて」

　片手をあげながら、俺は、夏海の肩をこれまで以上に強く抱き寄せた。

「～～ッ、みゅ──」謎の鳴き声をあげ、ボッ、と頬ほおを赤らめる夏海。

　だが、先ほどの俺の指示を思い出したのか。ブンブン、と頭を振って冷静さを取り戻すと、「わ、わかった」とつぶやき、俺の腰回りにギュッと強く抱きついてきてくれた。

　よし、百点満点の返しだ。

　ウブな夏海のことだから絶対に恥ずかしがると思って、作戦の事前情報はあえて伝えていなかったんだが……うん、これなら伝えておいてもよかったかもしれないな。

　抱き合う俺と夏海を見て、ざわざわ、と周囲の男たちがどよめいた。そのまま俺は夏海の華きや奢しやな肢体を抱き、男たちの海を切り開いていく。

　群れを抜け切ると、男たちの表情が怒りの疑念から、悲しみの諦めに変わっていた。

（──終わりだな）

　スパイは目立ってはいけない。

　娯楽映画にまで波及している、影の世界に生きるスパイの大前提だ。

　しかしそれは逆説、スパイは『目立ち方』をも心得ている、ということにほかならない。

　人間を治す医者が誰よりも人間を殺す術すべに長けているように、気配を殺すスパイこそが、誰よりも気配を活いかす術に長けているのだ。

　だから俺は、目立つように肩を抱いたまま構内を歩き回り──そしていまも、わざと目立つように来た道を戻った。

　なにもない廊下を急に引き返すという、これ以上ないほどの『不自然』を作り、夏海の隣にいる『彼氏俺』を強引に目立たせたのだ。

　その上で、より親密な接触を効果的に見せつけた。これだけの人数の男が廊下に立ち止まれば、夏海をさらに抱き寄せてもおかしくない『人混み』ができる。彼らの歪ゆがんだ好意を逆手に取った手法だ。これほどの至近距離で見せつけられたら、仲のいい男友達や親戚だなんて都合のいい解釈はできないはず。

　つまりはこの作戦、スパイが対象者ターゲツトの尾行時に行ってはいけないタブーをあえて犯す、という、ただそれだけの作戦だったのだ。

　憧れ、恋焦がれていた女性が、目の前で自分ではない誰かと密着し、抱き合っている。

　心がへし折れないほうがおかしいというものだろう。

　まあ、体裁しか考えていないであろう彼らに、へし折れるような恋心があったのかどうかは、甚だ疑問ではあるけれど。

（これでも充分に見えるが……念のため、ダメ押しの一手を打っておこう）

　もしかしたら、イレギュラーが起きるかもしれないしな。

「夏海、場所を移すぞ。もうすこしだけ我慢してくれ」

「お、おう……わかった」

　信じたくないといった様子の男たちを引きつれ、俺と夏海は最後の決戦場を目指す。







　そんなこんなで。俺たちがやってきた場所は、食堂だった。

　午前の食堂はひとが少なく喧けん騒そうもない。ここでなら、俺と夏海の声もオーディエンスに聴こえやすい。絶好の決戦場だ。

「夏海。これを一緒に飲もうか」

　食券コーナーでメロンソーダを購入し、ストローを二本用意する。

　そして。向き合うように席についたあと、二本のストローをメロンソーダに投下した。

　そう──これぞ、日本のカップルがデートで必ず行うとされている、『ストローで同じ飲み物をシェアするアレ』である！　正式名称は知らないッ！

　本当は二股に分かれたストローがあれば完璧だったのだが……そこは致し方ない。事実、普通のストローで代用したこのスタイルでも、食券コーナー付近からこちらを見守る男たちは戦慄の表情を浮かべていた。

「さあ、一緒に飲もう。夏海」

「こ、これは……いや、あの、さすがにやりすぎじゃあ……」

「男たちが見てるぞ」

　小声でそうつぶやくと、困惑気味だった夏海はペシペシと自身の両頬を叩き、意を決したようにして「はむっ！」とストローに口をつけた。

　顔を真っ赤にして目をつむり、やはり子犬のようにプルプルと震えているその様子を見、俺はわざと笑みを作ってみせる。

「あはは。本当にかわいいな、夏海は」

「ぶッ、ひ、ひゃわいい……ッ!?」

「じゃあ、俺もいただきまーす」

　周りに聴こえるよう、優男のような声音で言いつつ、俺もストローに口をつけた。

「ぐあああッ!?」と男たちの悲鳴が轟とどろく。これ以上痛めつけないでくれと言わんばかりだ。

　それでも男たちが物申してくる気配はない。ギリギリと歯は噛がみしながら、こちらを睨にらみつけるばかり。どこまでも体裁が大事なようである。

　男たちがのこのこついてきたのも、結局のところは俺が彼氏ではないという、クモの糸よりも細い希望に賭けてのことなのだろう。ここまでくると、もはや憐あわれですらある。

（ダメ押しする必要もなかったか……）

　いまだ羞恥心に震える夏海を見やりつつ、俺が胸中で作戦の完全成功を確信しかけた。

　そのときだった。

「──ぼ、ぼくは信じない、信じないぞおおおぉーーッ!!」

　食堂中に響き渡る大声をあげて、ひとりの男が駆け寄ってきた。

　体裁を捨てた──イレギュラーである。

　頭にバンダナを巻き、指抜きグローブをしているその細身の男は俺の目の前にまでくると、カタカタと震える手で眼鏡を直しつつ叫んだ。

「あ、あなたは、どうやら葉咲さんといいご関係のようですが、ぼくは信じません！　さ、先ほどの抱きつきはもちろん、その程度の『イチャつきラブストローごくごく』なんて、友人関係にあっても行うことがあるのですからッ!!」

　声こそあげないが、強いうなずきで賛同してみせる男衆。男たちは男たちで随分と仲がいいようだ。……というか、この行為は『イチャつきラブストローごくごく』というのか。適当にいま考えたような名称だが。

　いや、まあそれはいいとして。

「そう言われても困るな。夏海は、ちゃんと俺の彼女なんだけど？」

「ぐ、ぐぬぅッ!?」

「逆に訊こう。どうしたらきみたちは、俺たちが恋人同士だと認めてくれるんだ？　抱きついているところも見た、飲み物でのイチャつきも見た。それでもきみたちは疑ってくる……まさか、毎夜毎夜ベッドでしていることを見せろ、だなんて言わないよね？」

「ごぼぉッ!?」

　眼下のメロンソーダが爆発した。驚きのあまり、夏海がストローを逆噴射したのだ。

　こうして、わざと深い関係を匂わせるのも作戦のひとつだ。

　体裁を気にする人間であれば、そこから先を証明しろ、だなんて恥も外聞もない台詞せりふ、言えないはずだと考えたのだ。

　しかし。体裁を捨てたこのバンダナ男は、ちがった。

　俺の言葉を受け、驚愕と悲ひ愴そうに唇を震わせると、バンダナ男は突然、大粒の涙を流して号泣しながら、俺にこう詰め寄ってきた。

「ならば、確実に恋人である証拠を……熱い『キス』をここでしてみせてくださいッ!!　そうすれば、ぼくを含めここにいる全男性は心から納得を──」

「了解した」

　バンダナの言葉を遮って、俺は軽く腰を浮かし、対面の夏海の左頬に右手を伸ばす。

　最悪、こうなることは想定済みだった。

　もちろん、そうなったときの対処法も。

「え」

　理解不能とばかりに、夏海がキョトンとした顔をする。

（すまない）

　胸中で一言、短い謝罪を述べた直後。

　俺は、夏海の左頬にキスをした。

　正確には、左頬に添えた俺の右手の親指に、自身の唇を押し当てた。

　バンダナ男からは陰になって、唇同士の本物のキスをしているように見えることだろう。

「ッ～～、んんッ!?」

　目を見開き、わずかに身体からだを反らす夏海。が、ここで逃げてしまっては関係を疑われる。なにより、キスしていないことがバレてしまう。

（キスをしていると誤ご魔ま化かし抜ければ、夏海に近寄る男は確実にいなくなる……！）

　失敗は許されない、まさに奥の手。

　固い決意と共に、俺は残った左手を夏海の後頭部に回し、さらに強く唇を押し当てた。

　親指にキスしている状態ではあるものの、強く押し当てることで、夏海の頬にわずかに俺の唇が触れてしまっていた。本当にすまない。あとでキッチリ除菌してやるからな。

　パニックが限界値に達しているのか。夏海は困惑顔のまま硬直している。それでいい。喋しやべらなければ、キスで口が塞がれていると勘違いしてくれる。

　息を呑のむバンダナと男たち。騒々しかった食堂に、水を打ったような静寂が走る。

　程なくして。

　夏海の後頭部から手をどけ、キスの体勢を戻すと、俺はバンダナ男に向き直った。

「これで満足か？」
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「……ッ、クソオオオオオオッッ!!　お幸せにいいいぃぃーーーッッ!!」

　うわあああ！　と慟どう哭こくしながらバンダナが食堂を出ていった。一部始終を見守っていた男たちも、悲痛な表情で走り去っていく。

　これでやっと、完全に、男たちの心もボキボキにへし折れてくれたことだろう。

　彼氏の噂うわさと並行して、食堂でキスをしたという噂が流れれば、夏海に付きまとう男たちは今後いなくなるはずだ。

（作戦成功、だな……）

　男たちがいなくなったのを確認し、俺は作戦遂行の吐息をひとつ。

　直後。姿勢をただし、テーブルにゴン！　と額をつけるようにして頭を下げた。

「突然すまなかったッ!!」

「────」

「あのイレギュラー、バンダナ男に恋人であることを証明するには、ああするしかなかったんだ！　いや、それは結局、俺の力不足の言い訳にしかならないんだが……」

「……別にいいよ」

　生気が抜けたような、どこか茫ぼう然ぜん自じ失しつとした表情で、夏海は続ける。

「全部任せたのは、あたしなんだし……それに、クロウの右手が間に入ってたから、キ、キスの感触は、そんなに伝わってこなかったし？　……まあ、ほんのちょっとだけ、唇が触れてたような気はするけど……でもほんと、気にしなくていいから」

「しかし……」

「ほんと、大丈夫だから……それより、ありがとな。あたしなんかに協力してくれて。これで明日から、ちゃんとした大学生活が送れそうだ」

「……そうか？」

「そうさ。ほんと、ありがとね」

　そう言って、夏海は左頬に手を当てながら、照れくさそうにはにかんでみせた。

　夏海はきっと、これ以上俺に謝らせまいと気丈に振舞ってくれているのだろう。

　であれば、謝罪を重ねることは逆に失礼にあたってしまうか。

　……だが、せめてこれぐらいはさせてもらわないと。

「夏海。すこし手をどけてくれ」

「手？」

「左頬に当てているその手だ。右手を挟んでいたとはいえ、わずかに俺の唇が触れてしまったからな。しっかりと拭い──」

「大丈夫だから」

　スーツの内ポケットからハンカチを取り出すも、言葉を遮るように拒否されてしまった。

　それも、即断で。

「いや、そのままでは汚いだろうから、ちゃんと拭い──」

「大丈夫だから」

「……ではハンカチを渡すから、夏海が自分で拭い──」

「このままで大丈夫だから」

　かたくなに左頬の手はどかさず、そのままメロンソーダを飲み続ける夏海。

　……まあ、うん。

　本人が大丈夫と言っているのなら強制するのもあれか。

　俺は手を引っこめて、ハンカチを内ポケットに仕舞いなおす。

「……アイツらには秘密だな」

　夏海の、そんなか細いつぶやきがやけに耳に残った。







「今日は講義ひとつだけだから、すこし待っててくれね？　どうせなら一緒に帰ろうぜ」

『偽彼氏周知作戦』を見事（？）成功させ、食堂を出る間際。

　夏海にそんな唐突なお願いをされた俺は、彼女にスマホの番号とＲＩＮＥのＩＤを伝えると、大学の門近くにあるベンチで時間を潰すことにした。

　今日は午後まで作戦に費やす予定だったから、この程度の時間ロスは問題ない。

「しかし、午前中で終わりなら、弁当はいらなかったな……」

　まあ、夏海は相当な弁当好きのようだったし、家でも喜んで食べてくれるだろう。

　なんてことを肌寒い秋空の下で考えていると、不意にブブブ、とスーツの内ポケットが震えた。この振動の長さは、スマホの着信か？

　震源地のスマホを取り出して、画面を確認。

　着信者名──キャサリン・ノーナンバー。

　俺はギョッと目を見開き、思わずスマホを両手で隠した。

　その後。周囲にひとがいないことを確認し、ゆっくりと通話開始ボタンを押す。

「……なんの用だ？」

『あら。昔の上司に対して随分な態度じゃない？　ナンバーナイン』

　キャサリンの茶ちや化かすような声音が、スマホを介して耳じ朶だを叩たたく。

　何年も聴き慣れたキャサリンの声。不覚にも、懐かしいだなんて思ってしまった。

『ああ、ゴメンなさい。いまは〝野の宮みやクロウ〟だったわね──というか、日本語のクロウは久しぶりね。いつもは英語だったから、なんか新鮮だわ。なら、ワタシも日本語で喋らないとね。どう？　うまく話せてるかしら？』

「俺よりも上手だよ」

　キャサリンは諜ちよう報ほう部ぶ長官、言うなればスパイの先輩だ。

　むしろ、俺よりも堪能でなければ面目丸つぶれだろう。

「それで、急にどうしたんだ？　こんな朝っぱらから」

『こっちはまだ夜よ──いえ、大した用事ではないんだけどね。昨日、冬ふゆ子こがあらためて、ワタシに電話で〝最高の家政夫を派遣してくれてありがとー！〟ってお礼を言ってきたから、クロウにも直接伝えてやろうと思ってね。冬子、本当に心から感謝してたわよ』

「……そうか。それはなによりだ」

　まだ三日も経たっていない未熟すぎる家政夫だが、依頼人のその評価は素直にうれしい。

「冬子は、いまも海外で仕事中か？」

『そうじゃない？　ワタシも、彼女の仕事内容ってよく知らないのよね。訊ねても教えてくれないし。クロウは知ってる？』

「いや、そういえば俺も知らされていないな……」

『やっぱり……以前、あまりにも気になるから、悪戯いたずら心で諜報部のツテを使って探ろうとしたのよね？　そしたら、その数秒後に冬子から電話がかかってきてね。〝キャサリン、好奇心は猫を殺すんだよ？〟って怒られちゃった』

「……この話は、やめておこうか」

『賢明な判断ね。そうしましょう』

　危ない橋は渡らない。スパイの鉄則だ。

「さておき。キャサリンの用件はそれだけか？　なら切るぞ」

『ちょ、ちょっと！　冷たいわね……せっかく国際電話かけてやってるんだから、もうすこしワタシの晩酌に付き合いなさいよ』

「俺を酒の肴さかなにするな。しかもこの電話、どうせキャサリンのことだから仕事用の秘匿回線を使用しているんだろ？」

『当然でしょ？　飲んだくれたワタシの声を誰かに聞かせるわけにはいかないもの』

「キャサリン。知ってるか？　そういうのを『職権乱用』と言うんだぞ？」

『バレなきゃセーフよ──それよりさ』

　強引に区切り、キャサリンは俺のことに話題を移してきた。

『家政夫業はどうなのよ？　クロウって基本無愛想だから、ちゃんと三姉妹に馴な染じめてるのか心配だったのよね』

「ご心配どうも。まだ転職して数日だが、一応それなりにはやらせてもらっているよ」

『三姉妹に手、出したりしてないでしょうね？』

「……口は出したかもな」

　物理的な意味で。

　が。キャサリンにそんな含みが伝わるはずもなく。

『三姉妹に説教したってこと？　アンタ、年頃の女の子にそれはアウトよ』

「だよな。俺も、いまさらながらにアウトだと思う」

『女の子がなにか間違いをしちゃったときは、頭ごなしに𠮟るんじゃなくて、相手の立場に立ってフォローしてあげるのよ。羊の毛を刈るようにやさしくね』

「羊の毛を刈ったことがないからわからん」

『たとえ話よ──とにかく、𠮟るよりもフォローしてあげることが大事。仮に𠮟らなきゃいけないほどのことをしたら、𠮟ったあとにたっぷりご褒美をあげるの。遊園地に連れていってあげるのなんていいわね』

「遊園地ねえ……まあ、考えておこう」

『しかと熟考しておきなさい。怖い家政夫より、やさしい家政夫のほうが断然好まれるもの。𠮟るばっかの家政夫を雇うぐらいなら、意思のないリビングデッドでも雇ったほうが百倍マシだわ』

「──あ」

　その、キャサリンのささいな比喩で、俺はとある男子高校生の存在を思い出した。

　骨と皮だけの、まるで生きた死体リビングデツドかのごとき鈴すず木きのことを。

『なに、どうしたの？　クロウ』

「キャサリン、その……」

『うん？』

「……いや、すまない。なんでもない」

　キャサリンに鈴木のことを話しかけて、俺はすんでのところで口をつぐむ。

　鈴木は、怪しい、不気味だというだけで、いまはまだなにもしていない。

　防犯のためと言えば聞こえはいいけれど……ここで裏世界の諜報部の力を借りてしまうのは、家の中に監視カメラを設置するよりもやりすぎな行為だと思った。

　スパイは、なにも情報を探るだけの存在ではない。

　依頼人にとって対象が害悪だと判明すれば、それを『排除殺害』することもありえるのだ。

　まあ。ありがたいというべきか、俺はまだその排除を経験したことはないのだけれど、怜れい悧り冷徹なスパイはちがう。

　罪のない男子高校生であれ、依頼人三姉妹に害をなす存在である可能性があるのなら、スパイは即座に排除を選択する。

　そんな行き過ぎた過ちを、スパイを辞めたいまだからこそ、俺は犯したくはなかった。

「そう、監視カメラ！　キャサリンに渡されたアレを、玄関先に設置させてもらってな。誰が帰ってきたかが一目でわかるようになったから、そのお礼を言おうとしたんだ」

『……そう』

　俺の咄とつ嗟さの言い訳に、キャサリンは小さくつぶやくと、呆あきれたと言わんばかりのため息をひとつ。

　トクトク……、と酒を注つぐ音を奏でながら、こう言ってきた。

『じゃあ、そのお礼のお返しに、元スパイのアンタにひとつだけアドバイスしてあげる。協力者を作りなさい』

「協力者？」

『協力者、エージェントのことよ。スパイはひとりではなにもできない。潜入するにしても、排除するにしても、エージェントの協力がなければワタシたちは無力なのよ──この鉄の掟おきて、忘れたわけじゃないでしょ？』

「……ああ、そうだったな」

　思わず苦笑する。

　キャサリンは鈴木のことを知らない。けれど彼女は、俺の言動から諜報部を頼れない未然の問題を抱えていることを察し、遠回しにアドバイスしてくれたのだ。

　そして、そのアドバイスの『種』を、俺はすでに実行済みだった。

　あとは、その種をたしかな協力者として実らせるのみ。

「ありがとうな、キャサリン」

『どういたしまして──あーあ、お酒が切れたから買ってくるわ。それじゃあ、またね』

　口早に言って、キャサリンはあっさりと電話を切ってしまった。

　キャサリンの感謝を言われ慣れていないこんなところも、やはり懐かしい。

　口端を緩めたまま、スマホをスーツに仕舞う。

　こちらに駆け寄ってくる夏海の声が聴こえたのは、そのすぐあとのことだった。








第四章　元スパイは秋あ樹きと克服する。
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『偽彼氏周知作戦』を遂行した翌日。

　十一月とは思えない暖かな陽ひ射ざしが差し込む、午後二時半。

　思わず昼寝してしまいそうな陽気の中。俺は台所での夕飯の支度を中断し、庭の洗濯物を取り込み始めた。

　うん、よく乾いている。このパリパリに乾燥したタオルの感触が実は好きだったりする。なんというかこう、干してやったぞ、という一種の達成感があるのだ。

　……およそ元スパイの考えることではないな。

　転職四日目にして、家政夫業が板についてきたようである。

　さておき──テレビの通販番組をＢＧＭに洗濯物をたたみ、洗面所や三姉妹の部屋の前のカゴに置いていく。彼女たちの衣類を洗ったら、こうしてカゴに置いておく決まりになっているのだ。三人も無断で部屋の中に入られるのは嫌だろうしな。

　ちなみに。今日は夏なつ海みが休講日で、桜さくらと秋樹がいつもより早い時間に帰宅してきていた。二学期の中間テストの返却日が関係しているそうだ。

　そして明日は、その中間テスト期間の振り替え休日らしい。

「となると、明日の昼飯も多めに作らなければいけないな。俺ひとりであれば簡単なものでいいんだが……今度はジャパニーズ『ヤキメシ』というものに挑戦してみようか」

　などとつぶやきながら、今度は俺の洗濯物をかかえ、自分の部屋の和室に向かう。

　現在、桜は自室で友人と電話中。夏海はリビングのソファで爆睡していた。

（秋樹はどこに行ったんだ……？）

　玄関を出た音はしなかったから、家の中にいるはずだが。

　と。和室に洗い物を置いてリビングに戻ろうとしたとき、書斎の扉が開いていることに気づいた。なるほど。いつもの場所だったか。

　俺はエプロンの帯をきゅっ、と締めなおし、書斎の中へ。

「ふぇ？　……って、く、クロウさん」

「すまない。また驚かせたか」

　秋樹は、書斎に設けられた読書スペースで、静かに推理小説を読んでいた。

　慌てて本を閉じようとするので、俺は「ああ、大丈夫だ」と片手で制し、彼女の近くにある三脚椅子に腰を下ろした。

「ちょっと息抜きに寄っただけなんだ。かまわず読んでてくれ」

「い、いえ、ちょうど読み終わったところでしたので……」

「そうだったのか？」

「はい。わたし、本を読み出したら、肩を叩かれるまで気づけませんので。書斎に入ってきた程度じゃあ、絶対に気づけない自信があります」

「それは、すごい集中力だな……」

「本の虫なだけです。この性格同様、シミったれていますから」

「紙し魚みだけに？」

「ふふ。クロウさんならわかってくれると思ってました」

「一瞬、妖怪のほうと迷ったけどな」

「そっちでもアリでしたね」

　楽しそうに微笑ほほえみながら、手にした小説を本棚に戻し始める秋樹。

　彼女との会話は、すこしだけスパイ時代を思い出す。

　警戒心を抱いているだとか気が休まらないだとか、そういう意味ではない。持てる知識をフルスロットルにして話す、言わば知力の殴り合いのような感覚が、日本という緩やかな日常の中でいいスパイスになっているのだ。

「でも、本当にシミったれているんです……わたし」

　ふと。本棚からこちらに戻ってきた秋樹が、ぼそりとそうつぶやいた。

　その声音は、どこか自嘲気味だ。

「高校に入学して半年経つのに、いまだに新しい友達を作れずにいるんですから……」

「ん？　以前、噂うわさ好きの友人がいると言っていなかったか？」

「その子は小学校時代からの親友です。高校での新しい友達は、まだひとりも」

「そうなのか……」

「わたし、『秋の令嬢』だなんて恥ずかしいあだ名で呼ばれてしまっていて、周りから特に浮いてしまっているんです──おまけに、このシミったれた根暗っぷりでしょう？　わたしに話しかけてきてくれる変わり者なんて、その親友ぐらいしかいないんです……ふふ、みなさん、わたしのような凡人を深窓の令嬢とでも思っているんですかね？」

「友達がほしいのか？」

　皮肉る秋樹に、俺はそう単刀直入に訊ねてみる。

　友達などいらないと思っているのなら、こうして口に出すことすらしない。

　友達がほしいから、秋樹の口は切なる思いを吐き出したのだ。

　俺の問いかけに、秋樹はわずかに言葉を飲むと、観念したようにスッ、とうつむき。

「……すごく、ほしいです」

　と、素直な気持ちを吐露した。

「別に、同じ趣味の子をとまでは言いません。とにかく、本を読む暇もないくらい色んな子と話してみたいんです……それに」

「それに？」

「その、子供っぽいかもしれませんが……親友がほかのひとと話しているのを見ると、なんか無性にモヤモヤしてしまって。わたしはいなくても大丈夫なのかな？　みたいな……なので、そこで拗すねて『はいさようなら』じゃなくて、その親友たちの会話に入っていけるぐらい社交的な性格になれたらなって、ずっとそう願っているんですが……」

「なかなか、うまくいかない？」

　問うと、秋樹はこくり、と無言でうなずいた。

「緊張しちゃうんです、話しかけようと思うと。嫌われちゃわないかな、引かれたりしないかなって、身体からだが震えてきちゃうんです……その、告白してきてくれる男子も時々いらっしゃるんですが、その方たちにもなにも言えずじまいでして。わたしの無言を拒絶だと受け取って、勝手に泣きながら帰っていかれるんです……」

「それはグッジョブ」

「グッジョブ？」

「いや、なんでもない」

　家政夫としての保護精神が前に出すぎてしまった。

「要するに、緊張しやすい性格を克服して友達を作りたい、ということだな？」

「えっと、まあ……つまりはそういうことです」

「よし──それじゃあ、秋樹。俺に命令してくれ」

　言って、俺は秋樹の前に膝を立てて屈かがみ込む。

　まるで、忠誠を誓う騎士のように。

「俺が先導しても、それは秋樹の意思の尊重にはつながらない。秋樹自身の言葉で、俺に願いをぶつけてくれ。そうすれば、俺は秋樹のために全力で協力することができる」

「わたしの、願い……」

「それとも、シミったれた令嬢さまじゃあ、そんな簡単なことも口にできないかな？」

　わざと挑発するように言って、俺は白々しくウィンクしてみせる。

　秋樹は照れ屋だ。同時に、内気でもある。

　ゆえに、俺に迷惑をかけまいとするはずだ。

　ここで俺がなにも言わなければ『すみません、いまのは忘れてください』とでも言って、切なる吐露をなかったことにするだろう。

　だから──逃がさない。

　俺が強引に踏み込み、わざと煽あおることで、俺に迷惑をかけさせるのだ。

「面白いひとですね、クロウさんは……」

　そんな俺の思惑は、すべてお見通しなのだろう。

　呆れたような苦笑をもらすと、秋樹はゆっくりと深呼吸をひとつ。

　厚ぼったい眼鏡を静かに外し、なにも介さない純粋な願いを告げた。

「クロウさん。わたしの友達作りを、手伝ってください」

「了解した」

　そのまっすぐな思いは、シミったれてなどいなかった。
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　そして翌日。まぶしい陽射しが降り注ぐ、午前十時。

「さあ、やってきたぞ！　秋樹」

「や、やってきちゃいましたね」

　驚くほどの快晴の下。俺と秋樹は叶かな画え市の隣町にある、遊園地にやってきていた。

　叶画高校が休日であることと、キャサリンのアドバイスを参考にした形ではあるが……秋樹の友達作りをサポートするための、俺なりの狙いもしかとあった。

（ここにあの『アトラクション』があってよかった……）

　昨夜、遊園地の事前調査がてらにネット検索し、はじめて知った未知のアトラクションだが、あのシステムは秋樹の緊張克服に活用できる。

　すこしだけ恥ずかしい思いをすることにはなってしまう、かもしれないけれど。

「ほら秋樹、そこ段差になっているからな。はしゃぎすぎて転ぶなよ？」

「べ、別にはしゃいでません！」

　入場口で一日フリーパスを購入し、園内に足を踏み入れる。

　まったくの余談だが。

　今日の俺は、駅前商店街の半額セールで購入した服を着ていた。スーツで遊園地を回るのもどうかと思い、昨日秋樹の願いを聞き入れたあと、急いで商店街で買ってきたのだ。お値段三千四百円。三姉妹の約二日分の食費だ。クソ、家政夫にあるまじき無駄遣い！　こんなことなら、フルピースからもっと衣類を持ってくるべきだった。

　対する秋樹は、清せい楚そと呼ぶにふさわしい大人しめの恰かつ好こうをしていた。チェックのロングスカートに白のセーターと、文学少女のよそおいで固めてきている。なるほど。素材がいいとなにを着ても似合うというのは、世界共通の常識のようだ。

　ちなみに。外出時にはもちろん、夏海と桜に怪しまれぬよう、ふたりして時間をズラして家を出ていた。俺は隣町のホームセンターへ、秋樹は図書館に出かけるという名目でだ。

　そんな経緯を思い返しながら、俺は隣を歩く秋樹にあらためて話しかける。

「さて、秋樹。ここら辺で一度、本日行う作戦のおさらいをしておこう。題して、『友達五人できるかな作戦』だ」

「絶妙にリアルな数字が生々しいですが……はい、よろしくお願いします」

「秋樹が友達を作れない原因は、他人を前にすると緊張して喋しやべれなくなることにある──であれば、滅めつ多たなことでは緊張しない『強きよう靭じんな精神』さえ養うことができれば、問題は万事解決というわけだ」

「き、強靭な精神？」

「そうだ。そのために、今回は俺を利用してもらう！」

　言って、ビシッ、とサムズアップしてみせる俺。

「俺は秋樹との付き合いもまだ浅い。ほぼほぼ他人と言ってもいいだろう。事実、秋樹は俺に対して、いまだに敬語を使っているしな」

「そう、ですね……」

「加えて俺は、年上の異性だ。秋樹にとっては話しづらいことこの上ない相手だろう──そんな他人俺と対等に、『タメ口』を使えるほどの仲にまで進展することができれば、同級生と話すことなど赤子の手をひねるよりも簡単になっているはずだ」

「な、なるほど。あえて緊張する相手と強引に接し、あまつさえタメ口という最高難度の会話術を実施することで、強制的に緊張を克服……ひいては、強靭な精神を養う、と」

「うむ、理解が早くて助かる」

　あえて緊張の場に身を投じさせることで、強制的に緊張に慣れさせていく。

　いわゆる、暴露療法に近い治療法である。

　まあ。確実に緊張を克服させるのであれば、戦場に放り込んで死の恐怖を肉体に刷り込むのがベストだけどな。生まれつき内気で緊張しやすいスパイは、実際にその方法で性格を矯正させられる。俺が知っているだけでも同僚のスパイがふたり、その方法で性格を変えられていた。もちろん、そんな危険な方法を秋樹に実践するつもりはないけれど。

　閑話休題。

　今作戦の趣旨を理解したのか。秋樹は思案するようにして、右手を胸元に添えた。

「たしかに、クロウさんとは話す機会も増えましたけど、まだ緊張してしまうことが多いように感じます。昨晩も、一緒に出かけるって考えただけで胸がドキドキしてましたし。今日だって、電車の中でずっとドキドキしてました……じ、実は、いまも若干ドキドキが続いている状態です」

「他人の俺に緊張している証拠だな……俺も秋樹とは仲良くなってきたとは思っているが、どこか心の壁のようなものを一枚隔てているような感覚がある。あはは。本当は、秋樹ともっと仲良くなりたいんだけどな」

「……ッ、く、クロウさん！」

「どうしたッ!?」

「いまわたし、クロウさんの笑顔を見ていたらなぜだかドキドキが早まりました！　お、おまけに顔まで熱く……！」

「クッ……それだけ俺に緊張しているということか！　だが、これは好都合だ。そんな俺相手にタメ口を使うことができれば、同級生への声かけなど児戯に等しいものとなる！」

「なるほど、ピンチはチャンスというわけですね！」

「そういうことだ！」

「でも、クロウさん相手にタメ口を使うだなんて、わたしにできるでしょうか……？」

「ふっ、安心しろ。策はある」

「さすがはクロウさん！　それで、その策とは？」

「なに、いたってシンプルな策さ」

　マスコットが駆け回る園内を見渡しながら、俺は続ける。

「今日一日俺が秋樹をエスコートしつつ、友達のように『馴なれ馴れしく』話しかけまくる。そうすることで、秋樹のタメ口を引き出すという策だ。いままでも俺は秋樹に対してタメ口だったが、今回はより親密に、同年代レベルの馴れ馴れしさで話しかけたいと思う」

「馴れ馴れしく、ですか……」

「秋樹から話しかけてくるのを待っていたら、今日一日無言で終わってしまうからな。こちらからどんどんタメ口で話しかけて、『あ、もうこの家政夫に敬語使わなくていいや』と思わせることで、秋樹の口調をタメ口にすり替える寸法だ」

「なんだか、さらっとひどいことを言われた気がします……」

　──明かしてしまうと。

　このタメ口の策は、俺が家政夫として仲良くしたいという目もく論ろみも含まれてはいるが、実質、秋樹を遊園地の空気に慣れさせるための意味合いしか持っていない。

　今作戦のメインは──秋樹に『成功体験』を獲得させることにある。

　ちっぽけなその体験こそが、彼女の緊張しやすい性格をほんのすこし、けれど、確実に緩和してくれるはずだ。

　と。秋樹が呆あきれたようなため息をはさみ、「まあでも」と話を再開させた。

「たしかに相手の口調につる、というクロウさんの作戦は、意外と効果的なような気もします。では、そういうことでしたら、クロウさんにすべてお任せしても？」

「当然だ。では、さっそく園内を巡るぞ！」

「はい！」

「……えっと、それじゃあ、どこに行こうか？」

　意気揚々と歩き出した足を情けなくも止め、地図を広げてアトラクションを確認する。

　海外の社交界や高級レストランなら忍び込んだことがあるのだが、こうした一般の遊園地に来るのは初なのだ。

「いきなりメインのアトラクションに行くのもアレだし……あ、秋樹！　助けてくれ！」

「ふふ。エスコートしてくれるんじゃなかったんですか？」

「し、仕方ないだろ。遊園地に来るのははじめてなんだ」

「まあ、わたしも最後に遊園地に来たのは小学生の頃とかなので、えらそうに教えることはできないんですが──じゃあ、まずは定番のジェットコースターにでも行ってみませんか？　一発目ですし、激しい乗り物がいいんじゃないかと」

「了解した。地図の上にある……ここ、このデッカい山のところだよな？」

「そうですそうです」

　そんな風に、一枚の地図を一緒に覗きながら話し合いつつ、俺たちの『友達五人できるかな作戦』は開始されたのだった。







　叶画高校が休みというだけであって、世間はごく当たり前に平日のはずなのだが、園内には家族連れや友達同士、カップルであろう客たちが散見された。

　ただ。混み合っているというほどではなかった。園内を見渡したとき、目に入るのは客よりもだだっ広い敷地のほうだし、人気アトラクションと銘打たれている件くだんのジェットコースターも十五分ほど待つだけで乗ることができた。

「……あのレーン上を滑走している鉄の箱が、ジェットコースターか？」

「タイムスリップしたお侍さんみたいな感想ですね……そう、あれがジェットコースターですよ。あ、もしかしてクロウさん」

「な、なんだ」

「ひょっとして、ちょっと怖くなってきました？」

「バッ……そんなわけないだろ！　そんなわけがないだろうてッ！」

　ただ、未知の乗り物に警戒心を抱いているだけだ。うん。ただそれだけだ。

「ふふふ、はいはい。わかりました。そういうことにしといてあげますよ」

　くすくすと楽しそうに笑う秋樹を横目に、スタッフに誘導されコースター最前列に座る。

　すると、スタッフの合図と共に安全レバーが自動で降りてきた。電気椅子での拷問時のように完全に拘束される。これでは逃げることもままならない……いや、身をよじって肩の関節を外せばギリギリ脱出でき……ないな、ダメだこれ。無理だこれ。終わったなこれ。

　絶望に打ちひしがれている最中にも、ジェットコースターはカタカタカタ、と無情にも動き始める。まるでガイコツが嗤わらっているかのような嫌な音だ。

「の、登っている……登っているぞ、秋樹！　正確には、登らされているぞッ！」

「登らされてますね……わあ、思った以上に高いです」

「怖いか？　怖いんだな？　怖いんだろう？　こ、怖いなら手を握るぞ？　ほら！」

「え……、あ」

　座席の横に右手を伸ばし、問答無用で秋樹の左手をギュッ、と握る。

　……いや、別に俺が怖がっていたわけではなくて。ほら、秋樹がね？　怖いかなって。

　そんな俺のスーパースパイ（元）としての直感通り、やはり秋樹も怖がっていたのだろう。握ったその手はすこし熱っぽく、汗ばんでいるようだった。

「ど、どうだ、これで怖くないだろ？」

「……こ、これはこれで怖いです……変に勘違いしちゃいそうで」

「え、なに？　すまない。高度が上がったことで風が強くなってき──てええぇッ!?」

　直後。急転直下するジェットコースター。

　ほかの客の楽しそうな声と風切り音が、はじめての衝撃に怯ひるむ俺の鼓膜を揺らした。

（こ、この押しつけられるようなＧは……ジェット戦闘機ッ!?）

　昔。ボスに無理やり、軍部のジェット戦闘機の後部座席に座らされたときの恐怖が甦よみがえる。あのときはＧ‐ＬＯＣジーロツクを起こして気絶したっけ……。

　だが、いまは昔のように怯んでばかりもいられない。

　これは、秋樹の友達作りのための訓練でもあるのだから！

　縦横無尽に高速でコースターが駆け抜ける中。響く轟ごう音おんに負けないぐらいの大声で、俺は秋樹に話しかけた。

「秋樹！　聞こえるかッ!?」

「は、はい！　聞こえます！　どうしました!?」

「『今日、学校の帰りにマック行こうよ！』」

「このタイミングで馴れ馴れしく話しかけますッ!?　学校休みどころか、マック近場にないんですけど!?」

「『それか、カラオケでオールしようよ！』」

「午前から!?　耐久カラオケにもほどがありますよ！　何十時間居座る気なんですか！」

「おかしいな、日本の友達とはこう接するものだとネットで見たんだ──があああッ!!」

　一層強烈なＧが押し寄せ、上半身が背後に持ってかれそうになる。

　その後。

　怒ど涛とうの急カーブからの垂直落下を体験した俺は、友達のように馴れ馴れしく話しかけることができず、ヘロヘロになりながらジェットコースターの山を離れたのだった。

「せ、戦闘機のアクロバット飛行よりも過酷だった。恐ろしい乗り物だ、ジェットコースター……」

「でも、楽しかったですね。ふふ、あんなに叫んだの久しぶり」

「きゃーきゃー言っていたな、そういえば……というか、秋樹」

「はい？」

「髪、すこし乱れているぞ」

　言って、秋樹の前髪と耳元の髪をかきわけてやる。

　背中の三つ編みのほうは……うん、大丈夫そうだ。

「これでよし、と──どうした？　秋樹。なんか顔が赤いが」

「な、なんでもないです！　さ、さて、次はなにに乗りますか？」

　あたふたと地図を取り出し、次のアトラクションを探し始める秋樹。

　ふっ、今日は遊びに来たわけではないというのに。まったく困った奴やつだ。

　だがまあ。遊びの中でリラックスしてもらったほうが、こちらもやりやすいか。

「では、次は激しくないコレにしよう」

「ああ、いいですね。それにしましょう！」

「よし、それじゃあ行くぞ。秋樹」

　秋樹の手をしっかりと握り、次のアトラクションに向かって歩き出す。桜との買い物のときと同じ。はぐれたら大変だからな。

　メインのアトラクションは、もうしばらく後回しにしてもいいだろう。

「え……あ、手……えぇッ？」

　秋樹は終始、なぜか困惑した様子でつながれた手と俺の顔を交互に見やっていた。







　それから。俺たちはメリーゴーランド、コーヒーカップ、お化け屋敷と、遊園地の定番らしいアトラクションを満喫した。

　メリーゴーランドでは同じ馬に一緒に乗りながら、コーヒーカップでは肩がぶつかり合うほど密着してハンドルを回しながら、お化け屋敷では離れないようにしっかりと手をつなぎながら……各アトラクションで馴れ馴れしく話しかけてきた。

　アトラクションを出るたびに秋樹は胸を押さえ、長距離を全力疾走したかのごとく呼吸を荒くしていた。顔もどこか赤らんでいる。毎日読書続きで運動不足になり、身体からだが鈍なまっていたのかもしれないな。

　そんな、息も絶え絶えといった風の秋樹を連れて歩きながら、ふと噴水前の時計塔を見やると、時刻は午前十一時半を越えていた。

　ふむ。そろそろメインに行ってもいい頃合いか。

「では、秋樹も疲れてきたようだし、次は座って落ち着けるアトラクションに行こうか」

「い、いったい誰のせいで疲れてると……あ、手はつながなくて結構ですので！」

　近寄る俺をビシッ、と片手で制して、俺に近いほうの手を隠す秋樹。

　疲れているようだから手を引いて歩いてやろうと思ったのだが、案外元気なようだ。

「そうか？　それじゃあ、はやく行こう」

「は、はい。行きましょう」

　差し出した手を引っ込めて、目の前に見えているアトラクションに向かう。

『イーグルトーク』

　それが、今作戦のメインとなるアトラクションの名前だった。

　係員に誘導されて通路を進む最中、暇つぶしだろう、秋樹が地図の裏面に書かれているガイドを読み上げ始めた。

「『イーグルトークとは、セイザー森の入口、樹齢千年を超える大樹の傍そばで、鷲わしのジョンとお話することができるアトラクションです。ジョンはとっても好奇心旺盛。人間の色んなことを、ジョンに教えてあげよう！』……ですって。シアタータイプのアトラクションってことは、映画館みたいに座って鑑賞する感じなのかな？　へー、すごいですね」

「秋樹は、このイーグルトークに入ったことは？」

「一度もないです。いまはこんなアトラクションがあるんですね……現代だなあ」

「秋樹も歴れつきとした現代っ子なんだがな……お、ここみたいだぞ」

　到着した先は、二百数十名は収容できそうな、薄暗いシアター会場だった。

　真正面には、広大な森と大樹のアニメーションが映し出された大きなスクリーン。それを見守るようにして、画面の前に横長の椅子が等間隔に並べられている。

　このときの入場客はおよそ百数十名。

　俺と秋樹は、最前列の左側に座ることができた。

　係員の女性がマイクを使い、ツアーガイドよろしく俺たち客に語りかける。

『それじゃあみんな、大きな声でジョンを呼んでみよう！　せーのっ！』

　ジョーン！　と老若男女入り混じった客の呼び声が空間内に響く。

　秋樹も「じ、ジョーン」と恥ずかしそうに名前を呼んでいた。うん、よくがんばった。

　すると。スクリーンの奥、はるか遠くの森から一羽の鷲が飛来してきた。

　頭部と尾は白く、胴体と羽は黒く。クチバシと足は黄色がかっている。ハクトウワシと呼ばれる鷲だ。

　バッサバッサ、と羽音を立てながら、ハクトウワシのジョンは大樹の枝に着地。

　雄大な羽をコンパクトにたたむと、その鋭い目を観客席に向けた。

『お前ら、アメージングだぜぇ！』

　ジョンの台詞せりふに、おぉー！　と観客一同が声をあげた。

　あ、このアトラクションには、そういうお決まりのコール＆レスポンスがあるのか。

　そういうのは先に言ってくれないと。秋樹もついていけなくて目をパチクリさせていた。

『今日も人間がたくさん来てやがんなあ！　どうせだから、今日もオイラに人間のこと、たくさん教えてくれよ！　オイラへの質問もジャンジャン待ってるぜ。それじゃあ──』

　そう言って、ジョンはスクリーンの中から、観客のひとりを指名した。

　こうして鷲イーグルと会話トークをするから、イーグルトーク。昨夜の事前調査でも思ったが、かなり安直なネーミングである。

　係員がマイクを運び、指名された観客がジョンに対して質問を投げた。

「ジョンの好きな食べ物はなんですか？」

『好きな食べ物か？　小さい動物なんかが好きかなあ。お前の好きな食べ物は？』

「ネギマが好きです」

『ねぎま？　それはどんな食べ物なんだい？』

「野菜のネギと、鳥の肉を焼いた食べ物です」

『ッ……、鳥の仲間たち、逃げろおおおぉぉーーーッ!!』

　どっ、と会場が笑いに沸いた。

　隣の秋樹も思わずといった風に笑みをこぼしている。

『おま……一応オイラ、鳥類なんだぜ？　オイラの仲間たちを食べないでやってくれよ。ほら、右の羽をあげてここで誓ってくれ。鳥は友達、食料じゃない。はい』

「鳥は友達、食料じゃない」

『ＯＫ、サンキュー！　質問してくれてありがとう！　お前ら、アメージングだぜぇ！』

　おぉー！　とまたもみんなの声が響き、マイクは別の客の下へ。

　その最中。俺は両腕をつかね、画面内の鷲をじっくりと観察していた。

（このアトラクション、よくできているな……）

　客への質問を終えたあと、ジョンは必ず『お前ら……』と観客全員に呼びかける。

　これは、会話に区切りをつけるほかに、観客全員の意識をひとつにまとめるという意味合いを持っている。質問中、ジョンと対話しているのはひとりだけだ。その間、ほかの客は放置されることになる。そこで生まれる疎外感を、質問後のコール＆レスポンスで解消し、観客の共通意識を維持しているのだ。

（ジョンからすれば、百人の客は『ひとり』なのだろう）

　群れを個にまとめ、自身のコントロールがおよぶ支配下に置く。

　諜ちよう報ほう部ぶ長官のキャサリンを彷ほう彿ふつとさせる統制術だ。

　まあ、キャサリンのほうが何百倍もエグいけれど。

『それじゃあ次は……そこ、最前列の左前に座ってる、三つ編みの女の子だ！』

　と。そんなジョンの溌はつ剌らつとした声に、ハッと思わず隣を見やる。

　気づいた頃には係員が走り、三つ編みの女の子──秋樹の口にマイクが向けられていた。

　よし！　ナイスだ、ジョン！

　秋樹が指名されなければ何度でもアトラクションに入りなおそうかと思っていたが……これで、今作戦は成功したも同然だ！

『こんにちは！　オイラの名前はジョン！　お前の名前はなんていうんだ？』

「あ……、あの……」

　不安そうな瞳で、秋樹が隣り合う俺を見つめてくる。

　俺は無言でうなずくと、秋樹の背中をポン、とやさしく叩たたいた。

　ジョンが、そして百名を超える観衆が待ちわびる中。秋樹は覚悟を決めたようにうなずき返し、俺から視線を切ってマイクに向き直った。

「あ、秋樹って、言います」

『アキか、いい名前だ！　たしか日本の四季ってのにそんな名前の季節があったよな？』

「は、はい。あります。わたしの名前にも、その季節の漢字が含まれてます……誕生日も、実は秋口で」

『おぉー！　アキはまさに秋の申し子ってわけだな！　でも、ひとつだけお願いだ』

「な、なんですか？」

『頼むから、オイラには飽きないでくれよな？』

　どっ、と笑いに沸く会場。秋樹も思わず苦笑いしている。

　このジョンの中の人間、相当アドリブ力が高いな……どこかの組織に属している、口のうまい交渉人ネゴシエーターだったりしないだろうな？

『まあそれは冗談として、アキ。なにかオイラに訊きたいことはあるかい？』

「訊きたいこと……あ、じ、じゃあ、ひとつだけ」

『お、なんでもいいぜぇ！　オイラの胸肉の味は、さすがに教えられないけどな！』

「その……こ、高校で友達が作れないんですが、どうしたらいいでしょうか？」

『え？　そんなことオイラにはわかんねえよ！』

　ジョンの突き放すようなその回答に、俺は反射的にガタッ、と腰を浮かしかけていた。

　この鷲野郎！　秋樹ががんばって質問したというのに。ぞんざいすぎやしないかッ!?

　──が。この鷲は一味ちがった。

　秋樹がわずかにシュン、とうつむきかけた次の瞬間、明るい声音でこう続けたのだ。

『オイラにもわかんねえし、きっと、アキにだって作れない理由はわかんねえんだろ？　そうでなきゃ、鷲のオイラに質問なんてしねえもんな？』

「……はい、わからないです」

『だったらよ、一旦友達作りのことは忘れて、友達作り以外のことを楽しんでみたらどうだ？　人間の女の子は、化粧だとかショッピングだとか、オイラにはよくわからねえ遊びをいっぱい知ってるんだろ？　それをいっぱい楽しんで、いっぱい満喫する！　オイラがこの空を飛び回るみたいにな──そうすれば、アキ自身の魅力も磨かれて、自然と友達ができるようになってるはずさ！』

「自然と……」

『どうだ？　すこしだけでも踏み出せそうかい？』

　やさしげなジョンの問いかけに、秋樹は力強く首肯した。

「はい、ありがとうございます！」

『いい返事だ！　よしみんな、アキに大きな拍手を送ってやってくれ！　お前ら、アメージングだぜぇ！』

　おぉー！　とこれまで以上の盛り上がりを見せる会場。当然だ。

「うおおおぉぉーーーッッ!!　ジョオオオォォォーーーンンンッッ!!」

　いままで静観していた俺が、堰せきを切ったようにそんな大声をあげていたのだから。

　やるじゃないかジョン！　ここまでの男（？）だったとは思わなかった！

　最初に『わからない』と否定したあと、手の平を返したかのように真摯にアドバイスを送る……いわゆる、ゲインロス効果と呼ばれる心理を突いてくるとは！

　──今回の作戦。

　これはひとえに、秋樹に『人前で会話ができた』という、成功体験を獲得させるためのものだった。

　だが、他人と話す経験を得るだけなら、近所の主婦のみなさまにでも頼めばいい。

　それをせず、わざわざこのアトラクションを選んだのは、『衆人環視の中での他人との会話』という、より難易度の高い会話を経験させるためだった。

　暴露療法、である。

　まあ、すこし恥ずかしい思いはさせてしまったけれど、百名を超える人間に注目されながら会話をする機会などそうそう訪れない。この『百人の前で話せた』という体験は秋樹の中にしっかりと根付いたはずだ。

　そしてそれは、クラスメイトに話しかける勇気を育む、たしかな栄養になる。

　完全完璧に、作戦成功だ。

『それじゃあみんな、今日は楽しかったぜぇ！　またオイラと話してくれよなぁ!!』

　大きな両翼を広げ、広大な森に飛び立つジョン。

　ジョンがいなかったら、今回の作戦は成り立たなかった。本当に感謝しかない。

　遠ざかるジョンの背中に、俺は会場の観客たちと共に最大限の拍手を送った。







　イーグルトークの感動が抜け切らない中、園内を連れ立って歩いていると。

「昼食の前に、お土産屋さんを見て回りませんか？」

　と、珍しく秋樹のほうから提案してきた。

　ジョンのおかげで、すこしだけ積極性が身についたのかもしれない──まさか断る理由もなく、俺は秋樹と共に土産屋へと足を向けた。

　程なくして。土産屋にたどり着いた俺たちは、店内の商品を眺めて回る。

　マスコットのカップやぬいぐるみ、缶に入ったお菓子など、様々なグッズが販売されていた。ほほう、ペンケースやスマホケースなんかも売っているのか。

「学生でも普通に使えそうなグッズが売ってるんだな」

「ですね。こうした状況でなければ普通に買って帰りたいぐらいです。学生とは関係ないですけど、ほら、この犬のぬいぐるみとかかわいいですよ」

「んー、なんかブサイクじゃないか？　このぬいぐるみ。鼻がつぶれちゃってるぞ？」

「そこがかわいいんじゃないですか。ブサかわってやつですよ。わかってませんね」

「ブサかわ……むぅ。女子高生のかわいい基準はわからん……というか」

　犬のぬいぐるみを棚に戻しつつ、俺は続けた。

「失礼かもしれないが、秋樹もこういったグッズを見てかわいいとか思うんだな。なんというか、もっとシックで落ち着いたデザインのものが好きなイメージがあったよ」

「家具の色は寒色系で？」

「そうそう。部屋の真ん中にはガラステーブルが置いてある、みたいな」

「ふふ、典型的なイメージですね……読書ばっかりしてると、やっぱそう思われちゃいますよね。親友にも同じようなことを言われた覚えがあります。事実、ガラステーブルはありませんが、部屋にある家具は寒色系が多いですしね。夏なつ姉ねえが持ってるような、かわいいぬいぐるみとかも置いてありませんし」

「ふむ。親友にも言われるとなると相当だな……そうだ」

「はい？」

「なら、せめて言動だけでも、かわいくしてみるのはどうだ？」

「言動を、かわいく？」

「そんな冷たいイメージで見られるのも、すべては無言で読書をして他人にバリアを張っているからだろ？　そのバリアを内側からぶち壊すのさ──想像してみろ。笑顔の人間と、無言で口を引き結んでいる人間。どちらのほうが話しかけやすい？」

「……笑顔の人間、ですね」

「だろ？　よし、そうと決まれば実行だ。まあ、ぬいぐるみを買って帰ることはできないから、この場限りの予行練習になるが……お、これとかいいな」

　辺りの棚を見て回り、俺はその土産物を発見する。

　この遊園地のマスコットキャラの猫耳だ。

　俺はそれを手に取ると、秋樹の頭にスポッ、とハメてみた。

「え、なッ……」

「うん、見た目はこれでかわいくなった。まあ、外見は最初からかわいいんだが」

「かわッ……ふぇッ!?」

「そこからさらに言動をかわいくするんだ！　ほら、いまの秋樹は猫だぞ？　猫はどうやって鳴く？　ほらほら！」

　ほいほい、と猫を誘うように指をゆらすと、秋樹はプルプルと羞恥に身体からだを震わせる。

　と。観念したかのように片手を丸めると、秋樹がヤケクソ気味にこう鳴いた。

「に、にゃーん？」

「よし！　いいぞ、いい猫っぷりだ！」

「に、にゃにゃーん！」

「ああ、そうだ！　もっと猫になりきれ！　世界一かわいいぞ！」

「に、にゃにゃにゃーんッ！」

「猫だ！　ここに三つ編みの猫がいるッ！　最高だ！　これならクラスメイトたちもこぞってお前と友達に──」

「──失礼ですが、お客さま？」

　俺の肩にポン、と置かれる女性店員の手。

　表情こそ笑っているが、目が笑っていなかった。

　白熱するあまり、すこしうるさくしすぎてしまったらしい。

　その後。店員さんにしっかりと謝罪し、俺と秋樹は逃げるように土産屋を後にした。

　秋樹は申し訳なさと恥ずかしさで、プシュー、と頭から蒸気をくゆらせていた。

「す、すまん秋樹。ちょっとやりすぎた……」

「や、やりすぎてるのは最初からですよッ!!」

　顔を真っ赤にしながら、擬音にしてプンスカ！　と怒鳴り、近場のクレープ店に向かっていく秋樹。どうやらお腹なかが空すいてきたようだ。

　……にしても、最初からやりすぎとは、いったいどういう意味だ？

　首をかしげながらも、うるさくしてしまったことを胸中で反省し、そんな秋樹の背中を追ったのだった。







　間違いを犯しつつも、俺たちの遊園地巡りは続いていく。

　まあ今作戦はすでに成功しているはずなので、もう遊園地にとどまる理由もないのだが、フリーパスを買った手前、すぐに帰るのはなんだかもったいないような気がしたのだ。

　ある種の達成感を得ているせいか。途中、馴なれ馴れしく話しかけることを忘れてしまう場面が何度もあった。秋樹同様、俺もアトラクションに夢中になってしまっていたのかもしれない。

　今回は作戦ありきで来たけれど、次回は普通に遊びに来たいな。

　そんなことを思い始めた頃には、空に浮かぶ太陽は綺き麗れいなオレンジに様変わりしていた。

　すこし強く吹き始めた寒風に身を震わせながら、俺は秋樹に話しかける。

「もう夕方か。あっという間だったな」

「ですね……それじゃあ、そろそろ帰りますか？」

「最後にひとつだけ乗って帰ろう。遊園地の終わりにはこれに乗るべきだとガイドブックにも書いてある」

「ああ、アレですね」

　そう言って、秋樹はついと視線を上にあげる。

　そこには、大きく丸い観覧車が鎮座していた。







「……で、最後なのにこうなるんですね」

「当たり前だ。友達作りのためだからな」

　乗り込んだ観覧車のゴンドラ内に、俺の声と秋樹のため息が反響する。

　ゴンドラの中は向かい合うようにして座席が設けられているのだが、俺はあえて対面に座らず、秋樹の真隣に座っていた。

　この馴れ馴れしい行動ももちろん、秋樹のタメ口を引き出すためのものである。

「というか、秋樹は一度もタメ口にならないな。なぜだ？」

　態度はだいぶ軟化してきているのは感じるけれど、口調だけはどうしても固いままだ。

「なぜだ、と言われましても……クロウさんは年上の方ですし」

「その垣根を越えてタメ口を使うというのが今回の作戦の趣旨だろうが！　よしわかった。なら、いいことを思いついたぞ」

「嫌な予感しかしませんけど……なんです？」

　ニヤリ、と口を歪ゆがめて、俺は秋樹に向き直る。

「俺が今日言ってきた馴れ馴れしい友達台詞ぜりふを、秋樹が言ってみるんだ。自然にタメ口になるのを待っていたからダメだったんだ。今度は秋樹自ら、タメ口を駆使するんだ！」

「……それ、演劇部員の台本読みと変わらない気が。わざとタメ口になって、精神強化につながります？」

「物は試しだ！　さあ、いつでも来い！」

　言い放ち、俺は両腕をつかねて、秋樹の馴れ馴れしい友達台詞待ちの姿勢に入った。

　秋樹は「ハァ……わかりましたよ」とため息まじりにつぶやき、数時間前の俺の台詞を思い返しながら口を開く。

「えっと、たしか……『今日、学校の帰りにマック行こうよ』」

「了解した！」

「元気な即答だ……『それか、カラオケでオールしようよ』」

「それもまたよし！」

「否定することを知らないんですね……あとは、なんだっけかな──、きゃッ！」

「うおッ!?」

　と。次の瞬間。

　ビュウ！　と強い突風が吹いたかと思うと、ゴンドラが大きく揺れ始めた。

　グワングワン、と、まるで揺りカゴのように揺れるゴンドラ。中にいた俺たちはその揺れに翻弄され、座席下に転がり落ちるようにして体勢を崩してしまった。

　結果。足場に仰あお向むけに倒れた俺の上に、秋樹が覆いかぶさるようにして倒れこむ。

「大丈夫か？　秋樹」

「え、ええ……なんとか」

　互いの息がかかる至近距離。

　ふと、秋樹とバッチリ視線が合ってしまい、俺は思わず顔をそらした。

「すまない。まさかゴンドラが揺れるとはな……怪け我ががないようなら、早いところどいてくれると」

「……台詞」

「え？」

「馴れ馴れしい台詞の続き、言いますね？」

　なぜか俺の上からどこうとはせず、秋樹はわずかに顔を近づけてきて続ける。

　俺の上にまたがり、頬ほおを上気させるその様は、どこか発情したメス猫を想起させた。
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「『本気になっても、いい？』」

「……ん？　いや、俺はそんな友達台詞は言っていないはずだが……」

「……鈍感」

　秋樹が拗すねるようにつぶやいた直後。ゴンドラ内のスピーカーからスタッフの音声が流れだした。

　ご迷惑をおかけして大変申し訳ございませんでした。運行に問題はありません──そういった報告を聞きながら、俺は上にまたがった秋樹をどかし、座席に座らせた。

　ただし俺は、秋樹の対面に座ることにする。

　なぜだかわからないが、秋樹の瞳の奥に、己の危険を察知したのだ。

「よかったな、秋樹。大事には至らなかったそうだぞ？　さすが、日本はこうした機械の整備も行き届いているようだな」

「……そうですね」

「？　なぜ怒っているんだ？」

「別に怒ってないです」

「では、なぜフグのように頬がふくらんでいるんだ？」

「これは……なんか、そうしたいからそうしてるだけですよ」

　不ふ貞て腐くされるように言って、ぷいっ、と顔をそらしてしまう秋樹。

　なぜ機嫌を悪くさせてしまったのか、俺にはどうしてもわからなかったが……ともあれ。

　こうして、長い長い『友達五人できるかな作戦』は幕を閉じていったのだった。




　　　　□




　後日談的なやつ。

　とある休日。今日も今日とて家に掃除機をかけていると、書斎の扉がまたも開いていることに気づいた。

　掃除機を止めて中に入ると、そこにはやはり秋樹の姿が。

　またしても読み終わった直後だったのだろう。俺の存在に気づいた秋樹が顔をあげ、膝元の本からこちらに視線を移す。

「クロウさん。掃除機を持ってるということは、いまはお掃除中ですか？」

「ああ、ご明察。だが、すこしだけ休憩しようと思ってな」

「そうだったんですね。掃除機の音、まったく気づきませんでした」

「相変わらずの集中力だな──そういえば」

　椅子に座りながら、俺は秋樹に問う。

「友達作りのほうはどうだ？　丸一日かけて俺と精神強化に励んだんだ。きっと友達も、五人どころか十二人ぐらいはできちゃってるんじゃないか？」

「だから、どうして数字が生々しいんですか……まあ、そんなにはできてませんけど」

　本の表紙をカリカリ、と爪先でイジりながら、気恥ずかしそうに秋樹は言った。

「本好きの友達なら、ひとりだけ……体育のときに勇気を出して話しかけてみたら、『私も葉は咲ざきさんとお話してみたかった』って、持ってる小説を紹介してくれまして……」

「おお……おお!!　やったじゃないかッ！　ひとりだけでもすごいことだぞ！　それも、同じ趣味の友達だなんて！」

「は、はい。ありがとうございます」

　照れ笑いと共に頭を下げる秋樹を横目に、俺は感慨深げに両腕を組む。

「そうか、俺の努力は無駄じゃなかったんだな。よかったよかった！　……まあ、ジョンの功績が大きすぎて、本当に俺がサポートできていたか不安ではあるけれど──ん？」

　ここで、ふと。

　秋樹が手にしている小説のタイトルを目にして、俺は思わず訝いぶかしんだ。

「秋樹。その本、タイトルからして推理小説じゃないよな？」

「ああ、はい。これは……恋愛小説ですね」

「恋愛小説。これまた、随分と大胆なジャンル変更だな」

「推理小説が好きなことには変わりないんですけど……ただ、こっちのことも、ちゃんと勉強しておこうかと思いまして」

　勘違いで終わらせたくないですから。

　そうつぶやいて、本で口元を隠すと、秋樹は上目遣いにこちらを見つめてきた。

　なにかを期待するような、待っているかのような、そんな潤んだ眼まな差ざしだ。

「そうか。勉強熱心なのはいいことだ……それじゃあ、俺はそろそろ掃除に戻るよ」

「はい。お掃除がんばってください」

　口早に言い置いて、俺はそそくさと書斎を後にする。

　どうしてかわからないが、あの観覧車内で感じた危機をまたも察知したのだ。

　この感覚の正体はなんなのか？　そして、秋樹の言う勘違いとはいったい？

　……今度、ジョンに質問してみようかな。








第五章　元スパイと桜さくらは温泉旅行に向かう。
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　十一月中旬になり、寒さも一層強まってきた。

　葉は咲ざき家の家政夫になって約二週間。家事にもだいぶ慣れてきて、二時間かかっていた掃除機がけも、いまでは一時間以内に収めることができるようになった。その日の予定にもよるが、三姉妹の弁当作り、洗濯や三食分の食事の用意を合わせても、大抵は午前中にすべて終えることができる。

　だが。三姉妹が帰ってくる夕方まで暇だというわけではない。

　こうして家事を日常的にしている人間ならわかるだろうが……すべて終わったと思っても、なにかしらが目につくのだ。

　風呂掃除を終えてもパッキンのカビが気になり。掃除機をかけても窓の汚れが気になり。食事を作っても、次の食事のことが気になり……家事のエンドレス状態に陥るのである。


Ｑ　こうなった人間はどうなるんですか？

Ａ　仕事を終えても、なんか落ち着かなくなります。



「……出かけるか」

　家の中にいるから、色んな箇所が気になるのだ。ならば家から離れてしまえばいい。

　そう決意すると、俺は善は急げとばかりにソファから身を起こし、ラフな外着に着替えて家を出た。

　時刻は午後一時前。食材は先週の休みに買い込んだから、今日は雑貨でも見に駅前まで足を伸ばしてみようか。帰る頃には、ちょうど三姉妹も帰ってきていることだろう。

　操作も馴な染じんできたママチャリにまたがり、家の敷地を出る。

　すると。公園前の路上で、井戸端会議をしている主婦数人と、プリン頭のギャル、小こ林ばやしと出くわした。

　ブレーキをして停車。これ幸運とばかりに会話に交ざる。

「こんにちは。みなさん」

「おー、ママ友のクロウっちじゃないっスか！　おひさー！」

「だから、ママ友じゃないですって」

　転職したての頃は俺の存在に戸惑っていた主婦のみなさまだったが、最近では道端で俺を見かけると声をかけてきてくれるようになった。

　これも、スパイ時代の悪癖で声をかけ続けた賜たま物ものである。

『種』が『実』になるのも、そう遠くはない。

「へえ、そうなんですねー」

　それから三十分ほど。主婦のみなさんと四よ方も山やま話ばなしに華を咲かせた。

　駅前への用事は、別に急いでいたわけでもないしな。

　それに、彼女たちとの会話は、なによりも役に立つ。

　話した内容は、それこそ雑多なものばかりだった。近所のお婆ばあさんが腰を痛めただとか。町で目撃されていた不良の根城は、叶かな画え市の南にある埼さき宮みや港こうだったとか。どこのスーパーで特売セールが予定されているだとか……まったくもって、本当、俺にとってありがたい情報ばかりだった。

「助かりました、みなさん。それでは、俺はこの辺で」

　話題が旦那への愚痴に変わり始めたあたりで、俺はママチャリにまたがり直す。彼女らの愚痴を聞くだけで二時間は溶けるからな。ここは、早めに撤退しておくのが吉だろう。この二週間弱で会得した、家政夫の処世術である。







　二十分ほどかけて駅前に向かい、駐輪場にママチャリを停とめると、俺は駅に隣接している叶画商店街に入っていった。

　目的の雑貨屋に入り、偶然目についた男性用の茶ちや碗わんと箸を手に取る。

　いままで三姉妹の食器を使わせてもらっていたから、いつか自分専用の食器がほしいと思っていたんだよな。

　ほくほく顔で食器をレジに持っていき、代金を支払うと。

「よければどうぞ」

　と、レシートと共に『福引券』を一枚渡された。

　なんでも現在、叶画商店街の南口付近で、福引が行われているらしい。

　テレビで見たことがある。ガラガラと騒々しい音を立てながら回して、出た玉の色によって景品が決まるというやつだ。

　レジ店員の話によると、福引券一枚で一回、チャレンジすることができるらしい。

　スパイは、時に運も試される。

　そして。超一流のスパイとは、総じてラッキーボーイであると相場は決まっている。

「ついに来たか、俺の実力を試すときが……！」

　俺は襟元を正して店を出ると、決戦の場である福引会場に向かった。







「ここか？」

　通路脇。歩行者の邪魔にならない位置に会議用の長テーブルが置かれており、その上に例のガラガラがセットされていた。その奥には階段状の棚があり、左上から右に、一等、二等、三等……と並んでいる。

　三等は巨大なぬいぐるみ、二等はお米券、一等は温泉旅行ペアチケットとなっていた。

　二等のお米券がほしい。すごくほしい。

　三姉妹はパンよりも米派らしく、毎日のお米の消費量がなかなかに凄すさまじいのだ。

「やってくかい？　兄ちゃん」

　物欲しそうに景品棚を眺めていると、景品棚の前にいる赤いハッピ姿の老人が話しかけてきた。その手には、金色の小さな鐘が握られている。

「その手に持ってるの、福引券だろ？　一枚しかないようだから、一回だけの挑戦になるけど……まあ、こんなご機嫌取りみたいな福引で地域活性化が進むとは思えないが、先代の自治会長が決めちまったもんは仕方ない。ここは一発、未来ある若い兄ちゃんが一回で豪華景品をかっさらっていってくれよ！」

　ヤケっぱち気味に言って、老人はガラガラの前にスタンバイし始めた。金の鐘をかかげ、いまにも鳴らさんとばかりに構えている。

　というか、早く鳴らさせろ、と期待の眼差しでこちらを凝視してきている。

　……どうやらこの老人は、先代の自治会長とやらに命令されたのかなんなのか、嫌々福引のスタッフに採用されてしまったようだった。

　ともあれ。俺は老人の期待に応えるべく、福引券を渡し、腕まくりをした。

「任せてください。二等のお米券を、見事勝ち取ってみせます」

「あ、ほしいのそこ？　一等じゃないんだな……」

「こう見えて俺、家政夫ですの、で──ッ！」

　言いながら、ガラガラの取っ手を握り、勢いよく回す。

　ガラガラというより、ジャラジャラ、といった騒音を立てて回る例のアレ。正式名称が不明なので、なんて呼べばいいのかわからない。抽選器だとなんかお堅いし。

　なんてことを考えながら回していると、コロン、と受け皿に玉が出てきた。

　取っ手から手を離し、老人と共に玉の色を確認する。

「こ、これは……」

「お、おめでとうだぜ！　兄ちゃん！　見事ゲットしたのは──」




　　　　□




「ただいまー。ハァ、疲れたー」

「おかえりだ。桜」

　午後四時二十分。

　夕ゆう陽ひ差し込むキッチンで夕飯の支度を始めていると、気け怠だるそうに桜が帰宅してきた。

　部屋に戻ることもせず、フラフラとした足取りでリビングに入ると、疲ひ労ろう困こん憊ぱいといった様子でテレビ前のソファにボスッ、とダイブする。

「ぶはー！　もう無理、明日からの二連休は二十四時間寝て過ごすー！」

「眠りすぎではないか？」

「ツッコミが真面目すぎる！　二十四時間寝たいぐらいダルいって意味よ……ああ、週明けには学校が大気圏に飛んじゃってますように」

「世界的ニュースになるな……しかし、桜はたしか帰宅部だっただろう。なにをそんなに疲れることがあるんだ？」

「精神的に疲れたのよー。もう、ほんと最悪だわ……」

「精神的に、とは？」

「うちの学校、十一月下旬に『学園祭』やるんだけどさー」

　ソファの肘置きに顎を乗せて、疲労でフニャフニャになりながら桜は言う。

「その学園祭で、どうしてかうちのクラスは劇をすることになったわけ。お題目は、ド定番の『白雪姫』。クロウも、さすがに白雪姫ぐらいは知ってるでしょ？」

「もちろん。キスで目覚めるやつだろ？」

　原作のグリム童話では、キスで目覚めるシーンは存在しないらしいが。

　まあ、所詮学生のお遊びだ。そこまで原作に準拠する必要はないだろう。

「そう、王子のキスでってやつ──んで、今日のＨＲで配役を決めることになって、誰が白雪姫をやるかって話になったんだけど……なぜか満場一致で私が選ばれちゃってさ」

「おお、すごいじゃないか。おめでとう」

『桜姫』と呼ばれているぐらいの美少女だ。ヒロインに抜ばつ擢てきされて然しかるべきだろう。

　しかし。桜はまったくうれしくなさそうな顔で、ハァ、と重いため息をついた。

「なんにもめでたくないわよ。クラスの男子とキスシーン演じなきゃいけないのよ？　考えただけで憂鬱だわ。王子役に立候補してきた男子全員、下心丸出しだしさ……ほんと、学園祭当日ボイコットしてやろうかな？」

「……なるほど、そういった意味での精神的疲れだったか」

　鍋の蓋を閉じながら、俺は続ける。

「満場一致で決まった以上、いまさら断るに断れず。かと言って、相手役の男子に文句をつけて気まずい仲になるわけにもいかず。目下板挟みの葛藤中なわけだ」

「そういうこと。理解が早くて助かるわ……おまけに、その、クラスの女友達たちが『なら、あのイケメンを王子役にしちゃえば？』とか言って、からかってくるし……」

「？　あのイケメンとは、どのイケメンだ？」

　イケメンという単語が、格かつ好こいい男性のことを意味しているのは、つい最近学んだが。

　訊たずねると、桜は無言で身体からだを起こし、ジトー、と半目でこちらを見つめると。

「……ん」

　と、拗すねるように俺を顎で示してきた。

「……俺が、イケメン？」

「べ、別に私がそう思ってるってわけじゃないわよ？　でも、なんか女友達の間では、クロウはイケメンってことになってるらしいわ。あくまで女友達の間での話だけどね」

「そうか。その評価はうれしいが……あはは、さすがに部外者の俺を王子役には抜擢できないだろう」

「当然よ。だから、からかってきてるだけなのよ、アイツらは。あまつさえ、『彼氏とのキスなら慣れてるでしょー？』なんて言ってきて……そのせいで、変に顔が赤くなって戻らなくなっちゃったんだから……」

「体調が優れなかったのか？」

「あ──ま、まあ、そんな感じ。いまのは忘れて！」

「？　うむ、忘れよう」

　口が滑った、とばかりに慌てふためく桜から視線を切り、鍋の煮込み具合を確認する。

　あ、そうだ。そういえば、まだ桜に言っていなかったな。

「桜、桜」

「ん、なに？」

「実は今日、雑貨を見に駅前の商店街に行って、ついでに福引をしてきたんだ。何等が当たったと思う？」

「どうせ、ビリっけつのポケットティッシュでしょ？」

「ブッブー。桜、ブッブー」

「腹立つリアクションね……え、それじゃあ、まさか」

「そのまさかだ。実は──一等の温泉旅行を当ててしまったんだ！」

　ジャジャーン！　とズボンにしまっていた温泉旅行ペアチケットを取り出す。

　すると。桜はダラけた体勢をすかさず直し、驚きに目を見開いた。

「えッ!?　うわ、すごッ！　マジで!?」

「マジだ！　ひとつ隣の他県にある『黒くろ田だ旅館』というところのペアチケットらしい。期間は一泊二日となっている……ただ、ひとつ問題があってな」

「問題？」

「このチケット、有効期限が明日からの二連休で切れてしまうようなんだ。だから、当たったはいいが使用することはできないんだ」

「え？　なんで使えないのよ？」

「だって、『ペア』チケットだぞ？　三姉妹全員は行けないじゃないか」

　チケットにもしっかり、『ふたりきりのペアチケット！』と書かれている。

　俺は除外するとして、ひとり分の料金を出して無理やり三人で行かせるとなると、当たり前の話だが、ひとり分の旅行費用は自腹で負担することになる。そうなると、一等を当てた意味が薄まってしまう。

　セール中だからと言って、いつも以上に買かい溜だめして無駄に散財するようなもの。

　こういうのは、無料で行けるからこそ価値があるのだ。

「ひとり分の費用を負担するぐらいなら、そもそも行かないほうが幸せになれるというものだ。所詮、運で手に入れた産物だしな。なにより、スケジュールがあまりに急すぎる」

「で、でも、行かないってのはさすがにもったいなくない？」

「もちろん、もったいないとは思うが、誰かを省くよりはマシだろう」

「それはそうかもだけど……そ、それでも、やっぱもったいないと思うなー、私は。だって温泉旅行だよ？　こんな機会でもない限り行けないよ？　きっと」

「むぅ。そこまで言われると、なんだかすごくもったいないような気がしてきた……」

　言いながらチケットとにらめっこしていると、桜が柔軟よろしくグググ、と上半身を伸ばしつつ、どこか白々しい語調で口を開いた。

「あ、あれー？　私、明日からの予定、偶然空いちゃってるんだよなー（チラチラ）」

「二十四時間寝て過ごすんじゃなかったのか？」

「き、気分が変わったの！　あ、あーあ。明日からの二連休、どっか出かけたいなー。疲れを癒いやすために、お、温泉とかいいかもなー」

「……いや、うん」

　桜の言わんとしていることはわかるけれど。

　痛いほど伝わってくるけれど。

「しかし、それでも俺は、三姉妹の誰かを省くわけには……」

「──ただいまです！」

　と。そのとき。

　玄関の扉が開く音が聞こえたかと思うと、リビングに秋あ樹きが駆け込んできた。

　おとなしい秋樹らしからぬ、元気な『ただいま』だったな。

　興奮冷めやらぬといった表情で、学生鞄かばんから弁当箱を取り出すと、秋樹は俺がいる台所まで届けに来てくれた。

「はい、クロウさん！　今日もおいしかったです！」

「おお、それはよかった……ところで、秋樹。今日は随分と元気そうだな。なにかいいことでもあったのか？」

「あったなんてもんじゃないですよ！　今日ついに、わたしの最推しである『東とう頭とう改かい革かく』先生の新刊が発売されたんですよッ！　わたし待ちきれなくて、学校帰りに書店で購入してきちゃいました！」

「ああ。前に説明してもらった推理小説家の……」

「早く読みたくてウズウズしてるんですが、この気持ちは明日まで仕し舞まっておくんです」

「？　それまたどうして？」

「以前、本好きの子と友達になったって話、したじゃないですか？　明日からの連休は、その子の家に泊まって一緒に東頭改革先生の新刊語りをする約束なんです！　新刊も楽しみだし友達の家に泊まるのもはじめてだし、ワクワクしすぎてじっとしてられません！」

　トストス、と軽くその場で楽しそうに足踏みする秋樹。

　根っからの読書好きだな。見ていて清すが々すがしいほどである。

　……こっちを見ている桜の表情は、ニヤニヤといった感じでなんとも憎たらしいけれど。

「そういうことなので、わたし明日からの連休は家にいませんので、ご飯とかも大丈夫ですから！　そのようにお願いいたします！」

「あ、ああ、わかった。新刊の感想、また今度聞かせてくれな」

「ぜひ！」

　無邪気な笑顔で応えて、秋樹は弾むようにして二階にあがっていった。

　ソファからずっとこちらを眺めていた桜が、口元をニヤリと歪ゆがめながらつぶやく。

「ひとり減ったね？　クロウ」

「……い、いや、それでもまだ夏なつ海みが残って──」

「──ああ、やべえやべえ！」

　そんな慌てた声と共に帰ってきたのは、ほかの誰でもない長女の夏海。

　リビングに立ち寄り、「クロウ、今日もうまかったぜ！」と口早に言い置いて弁当箱を渡してくると、夏海は早々に部屋にあがろうとしてしまう。

「ま、待ってくれ夏海！」

　助けを乞うように思わず呼び止めると、夏海は階段からひょこっと顔を覗のぞかせて。

「どうした？　クロウ。あたし、いまちょっと急いでんだけど！」

「な、なにか用事でもあるのか？」

「前に偽彼氏……じゃなかった、ある作戦の提案をしてくれたダチの話、クロウにもしただろ？　今日そいつの家に泊まって女子会を開くことになったんだよ。それで、これから酒のツマミやらを一緒に買い出しに行くことになっててさ。早く支度しねえとなんだわ」

「……ちなみに、その女子会はいつまで？」

「この連休いっぱいだな。だから、その間のあたしの飯は用意しなくても大丈夫だぜ──って、悪い。マジで急がねえとだから、そろそろ！」

「あ、ああ、引き止めて悪かった……あまり飲みすぎないようにな」

「わーってるって、サンキューな！」

　ウィンクを残して、ドタドタ、と二階に駆け上がっていく夏海。

　リビングに残されたのは必然、俺と桜のふたり。

　そして。温泉旅行のチケットの人数も、ふたり。

　観念した俺は、そっとエプロンを取り、ソファで勝ち誇ったドヤ顔をする桜の下へ。

「……桜」

「なーに？」

「温泉旅行、一緒に行くか？」

「行くッ！」

　パァ、と春みたいな満面の笑みを咲かせる桜。

　こうして。俺と桜は、ふたりきりの温泉旅行に行くことになった。







　その日の晩のことだった。

　深夜一時すぎ。明日の朝食の準備と旅行の支度を終えた俺は、眠る前に水を一杯飲もうとリビングに向かった。喉を潤しながら片手でスマホを操作し、いつもの日課である監視カメラのチェックに入る。

「──ッ、な」

　瞬間。思わずコップを落としそうになる。

　三姉妹の誰のものでもない、見知らぬ謎の『人影』が映っていた。

　録画時刻は、午後十時二十一分。撮影場所は、玄関前だ。

　その黒い人影は、インターホン横の『葉咲』という表札を数秒眺めたかと思うと、玄関の扉に手を伸ばしかけ、途中で踵きびすを返していた。

　顔は映っていない。目深にかぶっている帽子が人影の顔を絶妙に隠していた。

　俺は玄関に走り、扉を開け放った。

　人影の姿はもちろんない。玄関の扉にもインターホンにも触れていないから、指紋を採取しようにもできない。

「……いや、まさか」

　思わず脳裏をよぎったその人物像を、俺は頭を振ることで消し去る。

　旅行前に起きた、なんとも気味の悪い出来事だった。




　　　　□




「おんおんせんせん、温泉だー。身体からだのうちまでポッカポカー。心も癒えるよ温泉だー」

「お、ようやく見えてきたぞ」

　スキップまじりに謎の歌を唄うたう桜を隣に、俺は視界の先の温泉街を見やる。

　温泉旅行当日。午前十一時半。

　叶画市の隣の他県にやってきた俺と桜は、電車とバスを乗り継ぎ、山やま間あいにひっそりと広がる温泉街を訪れていた。

　元々は山肌に作られた町なのだろうか。周りを緑豊かな森林に囲まれたこの温泉街は、どの道も傾斜が激しく、軒を連ねる旅館や土産屋の土台も水平を保つための造りがなされていた。温泉街を分断するように流れている川も、この傾斜のせいで雨上がりかのごとき速さで流れている。

「ふぅ、ここ歩くだけで筋トレになりそう」

「だな──桜。川の近くで道が湿っているから、転ばないように注意しろよ」

「わかってるって。そこまでドジじゃないですよーだ」

　子供っぽくボヤき、桜はすこし早足で先に行ってしまった。

　離れないように手をつなごうにも、荷物で両手が塞がっているためそれもできず、俺はただただ桜の後を追いかけることしかできなかった。

「おい、桜」

「なーにー？」

「この道をあがっていけば黒田旅館に着くが、チェックインまではまだすこし時間がある。どうせなら土産屋にでも寄っていくか？」

「お、いいですねー。さっそく行きやしょうぜ、旦那！」

「がってんだ」

　山賊の子分のような桜と共に、とりあえず近場の土産屋に入ってみる。

　陳列されている商品は、パっと見た限りでは食べ物が多いように感じた。温泉卵、温泉まんじゅう、この土地自慢のおせんべい……などなど、その種類は豊富だ。

　今回は、秋樹のときのように秘密にしているわけではないから、いくらでも買って帰ることができるな。

「食べ物は、買うなら帰りのほうがいいわよね？　卵とかは賞味期限が怖いし」

「そうだな。日持ちするものなら、いま買っていってもいいんだがな……では、こっちの雑貨などはどうだ？」

「湯ゆ呑のみ、お茶ちや碗わん、お箸……ＴＨＥ温泉街のお土産、って感じだねー。『和』って感じ」

「『和』じゃないものもあるぞ？　ほら」

　言いながら、俺は謎のキャラクターを模したであろうキーホルダーを手に取った。

「すごいぞ、これ。猫なのか狸たぬきなのか、はたまたゴリラなのかさっぱりわからん。ご当地キャラなんだろうか？　あはは、こんなキャラのキーホルダーを買う奴やつなんて──」

「かわいいッ！」

「……え？」

　信じられない感想を口にした桜は、俺の手からキーホルダーを取って、まじまじと眺め始める。

「いいじゃん、これ最高にかわいいわよ！　センスあるじゃない、クロウ！」

「……いや、それかわいいか？」

「かわいいじゃん。ブサかわで」

「……ああ」

　秋樹も遊園地の土産屋で同じようなことを言っていたな。さすがは姉妹ということか。

　もしかしたら、夏海の部屋にあるぬいぐるみも、よく見たらブサかわなものばかりなのかもしれない。

「ねえねえ。このキーホルダー、色違いで一緒の買わない？」

「……俺も買うのか？　この謎の生物キーホルダーを？」

「謎とか言わないで！　たしかに生態系は謎だけど……でも、かわいいからいいの。いいから一緒の買いなさいよ！　ねえねえ買って！　うがー！」

「わ、わかった。わかったから服を引っ張るな……じゃあ、俺は青でいいか？」

「うん！　それじゃあ私はピンクにするー……えへへ」

　うれしそうに頬ほおを緩ませ、小走りで商品を持っていく桜。

　桜はともかく、俺はこのキーホルダーをどのように使用していけばいいんだ……。

　これからの用途に悩みつつ、俺も桜が待つレジへと向かった。




　　　　□




「本日は黒田旅館へ、ようこそおいでくださいました。どうぞこちらへ」

　黒田旅館にチェックインを果たしたあと。綺き麗れいな朱色の和服を着た仲居さんに案内され、本日泊まる部屋へ。中に入り、荷物を下ろす。

　テレビの旅番組でよく目にする、一般的な畳敷きの部屋だった。古いブラウン管テレビの置いてある和室と、料理を食べる座敷とで分かれている。窓の外には森林と渓流が見え、視覚的に俺たちを癒いやしてくれた。

「いい眺めだ」

「お褒めいただき、ありがとうございます」

　俺のつぶやきに反応し、行儀よく頭を下げると、仲居さんは部屋の中の備品や、このあとの夕食の予定などを説明し始めた。

「……以上となりますが、なにかご質問はありますでしょうか？」

「いや、問題ない。ありがとう」

「それでは、ごゆっくり」

　深々とお辞儀をして、慎つつましやかに部屋を後にする仲居さん。

　素晴らしい礼儀作法だ、と仲居さんの対応に感心していると、桜が浴衣の棚を開きつつ。

「嘘うそでしょ……ね、ねえ、クロウ！」

　と、愕がく然ぜんとした声音で話しかけてきた。

「どうした？　荷物も置いたことだし、土産屋巡りの続きでもするか？」

「そんなことしてる場合じゃないわよ！　ほら、ここの張り紙見て！」

「張り紙？」

　桜の隣に立ち、浴衣が入った棚の奥、木目の壁に貼られた一枚の張り紙を確認する。

『このお部屋にお泊りのカップル様の入浴時間は、午前10：00～11：00、午後02：00～03：00、午後11：00～12：00、となっております。お間違えのないよう、ご注意くださいませ』

　……カップル様。

　……カップル様、か。

　その驚きの内容に、思わず閉口する俺と桜。

　唖あ然ぜんとした表情のまま、先ほど受付で見せたペアチケットを取り出し、ふたりで裏面を確認する。

『注意！　このペアチケットは、カップル限定のチケットです！　ひとりで使うことはできません！　パートナーのいない独り身のあなたは、悔しさにハンカチを噛かみながら泣く泣く誰かに譲ってあげてね！』

　注意書きなのに煽あおりすぎじゃない？

　というか、福引の商品棚には『温泉旅行ペアチケット』としか書かれていなかったんだがな……まあ、この裏面を確認しなかった俺も悪いか。

　冷静さを取り戻すため、一旦テーブルにつき、濃いお茶をすする。

「ハァ……緑茶がうまい」

「現実逃避してる場合かーッ!!」

　元気なツッコミと共に、バン！　と桜が両手でテーブルを叩たたいた。

「この温泉がカップル限定だったっていうのは……まあ、どうせ男女のふたり旅だとそう見られるのは必然だろうから、百歩譲っていいとして！」

「譲っていいのか」

「ど、どうすんのよアレ！　カップル様の入浴時間、ってわざわざ書いてるってことは、確実にふたりで入れって意味じゃない！　それもたぶん、こ、混浴っぽいし！」

「おそらくそうだろうな……あ、茶柱」

「おじいちゃんかアンタは！　というか、なんでそんなに冷静なのよ！」

「なんでと言われても……時間差でひとりずつ入ればいいだけの話だろ？」

　先ほどはあまりに衝撃的すぎて冷静さを欠いていたが、よくよく考えればそうだ。

　入浴時間を振り分けられているのであれば、各時間帯にそれぞれがひとりで入浴すればいいだけの話である。

「たしかに、ふたりで入ることを推奨しているのだろうが、必ずふたりで入ってください、と命令書きまではされていないからな。ひとりずつ入っても罰則の類はないはずだ」

「……何時に私が入って、何時にクロウが入るのよ？」

「？　それは別に、桜の好きなように決めてもらってもいいぞ？　いまが午後一時半すぎだから、午後二時からの風呂に桜が先に入って、午後十一時からの風呂に俺が入る、とか。組み合わせは自由にしてくれ」

「ハァ……いい？　よく聞きなさい、クロウ」

　ずいっ、と前のめりに顔を近づけてきて、桜は真剣な表情で続ける。

「仮に、いまクロウが言ったスケジュール通りにしたとしましょう。午後二時にお風呂に入って、私はさっぱり。でも、そうなるとクロウは、午後十一時までずーっと、ずーっと汗臭いまんまになるのよ！　そして私はおよそ九時間、汗臭い男のひとと一緒に過ごさなきゃいけなくなるわけ！　私、そんなの絶対嫌だからね！」

　いの一番に家政夫に風呂掃除を任せるほどだ。桜の綺き麗れい好ずきは筋金入りなのだろう。

　いや、というか。

「……そんなに汗臭いか？　俺」

「すごい臭いってわけじゃないけど、すこしだけ臭う」

「なんてこった……」

　ここまでの道中で予想以上に汗をかいてしまっていたようだ。なんかショックである。

「じゃあ、俺が先に入って、桜を後にするか？」

「私、午後十時半くらいには眠くなっちゃうから。十一時にお風呂なんて無理」

「……子供」

「なにか言いまして？」

「いいえ、なにも──しかし、ではどうする？　桜に先に入ってもらって、俺だけ十一時まで別行動を取ろうか？」

　スパイの潜伏任務では、同じ場所に数週間近く留とどまり続けるものもある。九時間程度の単独行動であれば難なくこなせるが……。

「ダメ。それだとクロウが温泉に来た意味がなくなっちゃうもの」

「いや、別に俺のことは気にしなくてもいいぞ。元々は、桜たち三姉妹に楽しんでもらうための温泉旅行だったんだから。桜が満喫できれば、それで」

「……よ、よし。わかったわ」

　と。

　不意に、覚悟を決めたようにしてつぶやくと、桜は二着分の浴衣を棚から取り出した。

　女性用と、男性用の浴衣だ。

　その二着をかかえたままガシッ、と俺の手を取り、強引に部屋の外に向かいだす。

　……まさか、嘘だろ？

「桜、落ち着け。とりあえず部屋に戻って、お茶でも飲もうじゃないか。な？」

「あとすこしで二時になっちゃう。これを逃したら、十一時までふたりとも入れなくなっちゃう……そうなるくらいなら、いっそふたりで……！」

「い、いや、だがしかし……」

「う、うるさいわね！　こうするしかないんだから仕方ないでしょ！　わ、私だって恥ずかしいんだから、すこしは我慢してよ……」

「これは我慢とか、そういう問題ではなくてだな……」

「……それとも、私と一緒じゃ嫌、なの？」

　チラリ、と桜が不安そうに俺の顔を振り返った。

　思わず息を呑のんだあと、俺はそっと視線をそらして。

「別に、嫌ではないが……」

「……そっか」

　どこかうれしそうな声音で桜がつぶやいた直後。廊下の先に、紫色の暖簾のれんがかけられた入口が見えてきた。

　暖簾には、達筆な文字で『混浴』と印字されている。

（こんなことなら、福引所でしっかりとチケットを確認しておくんだった……！）

　そう心中で後悔しながら、耳まで真っ赤な桜に連れられ、俺は暖簾をくぐったのだった。







「……どうしてこうなった」

　露天風呂の中。白い湯気立ち込める岩風呂に浸つかりながら、俺は茫ぼう然ぜん自じ失しつとつぶやいた。

　当然だが、俺自身、身にまとっているものはひとつもない。正真正銘の全裸である。

　ふと。背後からシャワーと桶おけの音が聴こえてきた。

　桜が身体からだを洗っている音だ。

「……どうして、こうなった」

　普段聞くことのない音が妙に生々しくて、俺は身体をお湯にさらに深く浸からせる。

〝──そうなるくらいなら、いっそふたりで──〟

　桜の腕力が凄すさまじいものとはいえ、結局は男性と女性。桜の手を振り払い、力ずくで部屋に帰ることだってできたはずだ。

　けれど。俺はそうせず、ただただ従順にこの露天風呂に足を踏み入れてしまった。

　自分でも理由はわからない。はじめての温泉旅行で、知らないうちにテンションがおかしくなっていたのかもしれない。

　ひとつだけたしかなのは、『桜の善意を裏切りたくない』、という思いがあったこと。ただそれだけだ。

（あそこで俺が断っていたら、捨てられた子猫のような顔をしていただろうしな……）

　言わずもがな、桜の──ひいては三姉妹のそんな表情は見たくない。

　俺は、三姉妹を守る『騎士』なのだから。

　だから、そう！　こうして桜と一緒に風呂に入ってしまっているのは、家政夫の使命に基づく不可抗力とも言えるのだ。ああ、そうだ。そうだそうだ。家政夫の使命。そういうことにしておこう。うん。

　……そう考えでもしないと、この状況に堪えられそうもないッ！

「ブクブク……」

　色んなことを考えすぎて、ついには湯舟に沈んでしまう俺。

　強引に俺を連れてきたとはいえ、桜に羞恥心がなくなったわけではない。むしろ、脱衣所では離れた場所で服を脱ぎ、風呂場へは先に俺を入らせたりと、桜は徹底して俺に裸を見られないようにしていた。

　いや、俺が見たいというわけではない。

　むしろ、見ないほうが助かる。色んな意味で。

　生まれて二十年間。女性と付き合ったことのない俺は、当然のことながら女性とのこうした裸の付き合い方というものがわからないのだった。

　だからまあ。俺がこんな状態で、かつ桜側にもそうした羞恥心がある以上、おかしな間違いが起きることはないと思うのだが……。

「お、お待たせ……」

「ッ……、!!」

　と。不意打ちのように後ろから聴こえてきたその声に、俺は思わず全身を硬直させる。

　いや、そこの硬直はしていない。

　俺は振り返ることもできず、声を出すこともできず、目の前の竹垣を凝視した。

　その間に、チャプン、となにかが入る音がしたかと思うと、俺の周囲のお湯が波立ち、桜の気配が近づいてきた。とは言っても、声の反響具合からするに、おそらく二メートルは離れているだろうけれど。

「ぜ、絶対にこっち見ないでよ？　見たら鎖骨折るからね？」

「り、了解した」

「というか、やっぱちょっと恥ずかしいわね、これ……カップルはこういうのが楽しいと思うのかな？」

「……そういえば、前から訊きたいと思っていたんだが」

　このままでは、緊張でのぼせあがってしまう。

　せめて空気だけでも変えようと、俺は以前から気になっていた事柄を質問してみた。

「桜たちはどうして、俺を家政夫に採用したんだ？　それも、一目見ただけで」

「……最重要機密事項だって、言わなかったっけ？」

「さすがにもう教えてくれてもいいだろ。こうして、裸の付き合いまでしてしまっているんだから」

「また語弊しかない言い方……いや、まあ、コレは語弊でもないのか」

　苦笑した直後、バシャ、という音と共に波紋が広がってきた。どうやら桜が近くの岩に背を預けたようだった。

「先に言っておくと、私はほかのふたりの採用理由は知らない。真っ先に夏なつ姉ねえが採用って言った理由も、秋樹がそれに便乗してうなずいた理由も、私は知らないからね」

「わかった。ふたりの理由は追々、当人たちに訊くとしよう。それで、桜の理由とは？」

「……笑わない？」

「？　ああ、笑わない」

「絶対に？」

「絶対だ」

「────てたから」

「え？　すまない、よく聞こえなかった。なんて？」

　あまりにも小声すぎて聞き取れなかった。

　重ねて問うと、桜は深呼吸をしたあと、ヤケっぱち気味にこう答えた。
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「だから──クロウが死んだお父さんに似てたから、って言ったのッ！」

「……俺が、桜たちの父親に？」

「そうよ！　顔は全然ちがうけど、その通る声とか天然っぽい空気感とか、そういうのがお父さんに似てるなと思って採用したの！　ただそれだけ！　べ、別にファザコンとか、そういうんじゃないんだからねッ!?　勘違いしないでよ!?」

「わかった、勘違いしないから……照れ隠しで背中にお湯をかけないでくれ」

「照れ隠しじゃないからッ!!　もおぉーッ!!」

　バシャバシャ、と俺の背中へのお湯かけを苛烈化させる桜。背中というか首後ろにお湯がかかっているので、鼻に飛沫しぶきが入って地味につらい。

〝──クロウくんの顔を見たら、たぶん即決すると思うわよ──〟

　なるほど、冬ふゆ子こは桜の父親好きを見越していたのか。面接であれほど男性を警戒していたにもかかわらず、俺にだけ人懐っこく接してくるわけである。

　ただまあ。わざわざ『ふたりの採用理由は知らない』と前置きするあたり、夏海と秋樹の『最重要機密事項』はまた別種のもののようだ──忌避していたはずの男性を家に住まわせてしまうほどの採用理由など、水平思考をもってしても思いつきにくいけれど。

　しかし……死んだ父親に、か。

　家政夫の依頼書に、葉咲茂しげるに関するデータはほとんど載せられていなかった。顔写真もなく、数年前に海外で死亡した、という少ない情報しか知らされていない。

　フルピースの諜ちよう報ほう部ぶがこれしか情報を掴つかめていないのだから、三姉妹にいたっては父親の死に顔すら拝めなかった可能性がある。

（恋しかった……いや、単純にさみしかったのかもしれないな）

　だから、父親に似た俺を採用した。さみしさを埋めるために。

　大人びた振舞いが多いから忘れてしまいそうになるけれど、桜だってまだ十六歳なのだ。父親が恋しくなって当然だろう。

「──でも、うれしいよ」

　桜の照れ隠しが収まってきた頃、俺は濡ぬれた髪をかきあげながら言う。

「桜たちの父親に似ていたおかげで、俺は最高の三姉妹に出会うことができたわけだからな。感謝してもしきれない」

「……えへへ。まあ、そう言ってくれるなら、採用した側としてはうれしいかな？」

「なんだったら、俺のことをお父さんと呼んでもいいんだぞ？」

「前言撤回ッ!!　採用しなければよかった！」

　俺のジョークに、桜はバシャン！　と一際大きな照れ隠しをかけると、お湯を波立たせて洗い場のほうに歩いていったようだった。

「桜、もう上がるのか？」

「うん。なんか、クロウにお湯かけてたら、のぼせてきちゃっ──、ひゃッ！」

「どうしたッ!?」

　桜の悲鳴を耳にした瞬間。身体が勝手に動きだし、高速で背後を振り返る。

　そこにあったのは──比喩的表現でいうところの、桃だった。

　より正確に言うと、臀でん部ぶだった。

　より砕いて言うと、お尻だった。

　露天風呂のへりで転んだのだろう。桜がこちらにお尻を突き出し、四つんばいの姿勢になっていた。

　俺は、スッ……、と無表情で背後に向き直り、そのまま静かに湯舟に浸かった。

「痛いたたた……え、えへへ、大丈夫。ちょっと転んじゃっただけ……」

「まったく。外でも転ぶなよと注意していたのに。やはり桜はドジっ子だったか」

「変なイメージつけないで！　というか、クロウはまだ出ないの？」

「ああ。せっかくの露天風呂だからもうすこしだけ温まっていくよ。先に出ていてくれ」

「そう、わかった。それじゃあ、お先にねー」

　ぺちぺち、と足音を鳴らして、桜が露天風呂を後にする。

　脱衣所につながる扉が閉まった音を聞いた直後、俺は目の前のお湯にバシャン！　と、自身の顔を沈ませた。

　ぶくぶく、と頬ほおの横に泡を吐き出しながら、お湯の中で視線を下に落とす。

（……家政夫失格だ）

　女性経験なし、というのが、ここに来て響いたのだろう。

　桜のあの姿を見たことによって、情けなくも俺は硬直してしまったのだった。

　そう。今回のコレは、そこの硬直で合っている。

　……合っていてほしくなかったけれど。







　それから十分後。

　なんとか冷静さを取り戻して露天風呂を出ると、廊下で桜が待ってくれていた。

　暖簾のれんをくぐる俺に気づいた瞬間、浴衣姿の桜はこちらに歩み寄ってきて。

「もう、遅いわよ！　身体からだ冷えちゃったじゃない！」

「すまない。すこし……そう、浴衣を着るのに手間取ってな」

「あ、そっか。日本の浴衣なんて、いままで着てこなかっただろうしね。ならば許そー」

　えへへ、と頬を緩めて、先導するように歩き出す桜。

　その笑顔でより罪悪感に苛さいなまれた俺は、桜の横に並びつつ。

「本当にすまない」

「別にいいって。さっきのは冗談。旅館内に暖房がかかってるから、ものすごい冷えちゃったってわけでもないしね」

「いや、そのこともなんだが……別の意味でも、な」

「？　なんだかよくわかんないけど、それも許そー」

　聖母よろしく微笑ほほえむ桜を隣に、俺はひとり、居もしない神とやらに懺ざん悔げしたのだった。







　その後。旅館近くの土産屋を覗のぞきに行ったり、旅館内にあるゲームコーナーなどを見て回っていると、時刻はあっという間に夕飯の午後五時半を迎えていた。

「前、失礼いたします」

　断りを入れて、数名の仲居さんたちが料理を運んでくる。

　座敷に並べられていく懐石料理の数々に、俺は「おおぉ……」と感嘆の声をもらした。一目見ただけでうまいことがわかる。メインであろう刺身の活いき造づくりはもちろん、煮物やお吸い物まで一品一品にこだわりを感じた。

　あと。どうでもいい感想だが、こうしてあぐらをかいて座っているだけなのに勝手に料理が用意されていく感覚というのは……こう、王様になったような気がして心地よかった。家政夫という、料理を提供する側を深く知っているからこそ、その感覚は顕著だった。

　さておき──仲居さんから食べる順番や食べ方の説明を受けたあと。俺たちは待ってましたとばかりにさっそく料理に手をつける。

　瞬間。俺は大きく目を見開いて、対面の桜に料理を指し示した。

「……ッ、んー、んー！」

「そうね、おいしいわね。だから落ち着いて？　クロウ」

　なだめられた。おいしいのに。

　だが、桜も事あるごとに舌鼓を打ち、頬を幸せそうに綻ばせていた。なんだ。桜もおいしいと思ってるんじゃないか。おいしいならおいしいと正直に身体で表現すればいいのに。日本人は慎つつましやかすぎていけない。

　なんてことを考えつつ、俺と桜は食いしん坊よろしく懐石料理を食べていく。

　ペアチケットを無駄にしなくてよかったと、心の底から思えた一時だった。







　夕飯を終えた午後七時半。

　俺たちを部屋に案内してくれた仲居さんが、和室に布団を敷きに来てくれた。

　窓際の椅子に座ってスマホをイジる桜を尻目に、俺は食後のお茶をすすりながら、その仲居さんの仕事っぷりを観察する。なにもすることがなかったのだ。

　ほうほう、なるほど。シーツはああして敷くと綺き麗れいに整うのか。手の力を使うのではなく全身を使って布団を持ち上げるわけだ。なに、なんだあの動きはッ!?　いまかなりテクニカルな動きで枕カバーを装着しなかったか!?

　驚きよう愕がくする俺のことなど露知らず、仲居さんは華麗に布団を敷き終わると、俺のいるほうまで戻ってきた。汗ひとつかいていない。こ、これが仲居のプロか……！

「お客様。布団のご用意ができました」

「あ、ああ……ご苦労様です」

「それと、『アレ』は枕元の小棚にありますので……」

「……アレ？」

「では、ごゆっくり」

　頭を下げて、気持ち足早に部屋を出ていく仲居さん。

　俺は首をかしげつつ、その枕元の小棚に向かい、中をたしかめてみる。

「なはぁッ!?」

　入っていたのは、ゴムだった。

　なんのゴムかは、言うまでもないだろう。

　強いていうなら、夜のゴムだ。

「どしたの？　クロウ。変な声あげて」

「な、なんでもないぞ！」

　スコン！　と小棚に夜ゴムを仕し舞まいなおし、枕元からあえて遠ざけておく。

　まあ。布団は二組敷いてもらっているから、おかしな間違いは起きないだろう。

　……起きないと、信じたい。







「それじゃあ消すぞ？　桜。スマホも見ないようにな。スマホのディスプレイの明かりは、眠気を覚ましてしまう効果があるからな」

「主夫の知恵を教えられた……ぶー、わかったわよ」

　ボヤきながらも桜がちゃんと布団に入ったのを確認して、俺は蛍光灯の紐ひもをカチカチ、と引っ張って明かりを消し、布団に潜り込んだ。

　時刻はまだ午後十時すぎだが、ここまでの移動などの疲労を考えて、俺たちは早めに就寝することにした。起きててもやることがないしな。テレビは特におもしろいものもやっていないし、かと言ってスマホを眺めるのも温泉旅行に来ている感じがしないし。

　いまできることと言えば、諦めてさっさと寝てしまうことぐらいだった。

（まあ、そのほうが間違いも起きなくて済むか……）

　流されるまま一緒の露天風呂に入ってしまったことからもわかる通り、今日の俺の精神状態はなにかおかしい。旅の恥は掻かき捨すて、とはちがうかもしれないが、旅行という特別なシチュエーションが、俺と桜の理性をわずかに乱れさせている。

　はじめて同じ部屋で寝るというのに、なぜかあまり緊張していないのがそのいい証左だ。あの混浴を経て、そうした緊張に慣れてきてしまっているのだ。

　このままでは、夜ゴムを使用する場面が訪れてしまう！

　ゆえに。こうして素直に就寝してくれることは、俺にとってもありがたいのだった。

「それじゃあ、おやすみ。クロウ」

「ああ、おやすみだ」

　桜の寝息が聴こえてきたところで、俺もそっとまぶたを閉じる。

　それから──十分ほど経たった頃だろうか。

　意識が睡眠の沼に沈みかけたあたりで、もぞもぞ、という音が聴こえてきた。

　隣の布団からだ──ソレは闇の中で蠢うごめきながら俺の布団に這はいより、そして、俺の布団の中に侵入してきた。

　桜の右手だ。

「……なにをしているんだ？　桜」

「えへへ、なんか眠れなくって。眠くなるまで、手つないでくれない……？」

　桜はそう言って、こちらに頭をかたむけると、にへら、と眠たげな顔で微笑ほほえんだ。

　俺は、桜の右手には触れずに。

「もうまぶたが半分落ちかけてるじゃないか。そのまま目を閉じていれば眠れるだろ」

「眠れるかもだけど……その、寒いからさ」

「寒いか？　暖房もかかってるから、布団をかぶればちょうどいいだろ」

「と、とにかく寒いの。誰かさんがお風呂上がりに待たせてくれたせいで、身体が冷えちゃったからさ」

「う」

「あーあ。このままひとりで寝たら風邪引いちゃうなあ。風邪の引き始めは、手足の冷えからって言うしなあ」

　ニヤニヤ、と悪戯いたずらっ子このような笑みを浮かべる桜。

　風呂上がりに待っていてくれと頼んだ覚えはない……なんて薄情なことを言えるほど、俺はもう、桜のことを他人とは思っていない。思えない。

　ここで口にできる回答なんて、ひとつしかなかった。

「わかった、わかったよ……眠くなるまでな」

「やった！　えへへ、ありがと。クロウ」

「どういたしまして」

　皮肉って答え、俺は姿勢を仰あお向むけに変えると、自身の左手で桜の右手を握った。

　スーパーでの買い物のときにも手を握ったはずで、そのときにはなにも思わなかったのだが……なぜだろう、このときは無性に恥ずかしく感じた。

　すると。桜がキュッ、と俺の手を握りかえしながら、こうつぶやいてきた。

「……ほんとにありがとね、クロウ」

「？　手を握られるのが、そんなにうれしいのか？」

「そ、そうじゃなくって、こうして温泉旅行に連れてきてくれたこととか──クロウは知らないかもだけど、結構うれしかったんだよ？　私」

「……そうか」

「うん。最高の旅行になっちゃった。これ以上ほしがったら罰が当たっちゃうレベル」

「俺も」

　区切って、顔だけを倒して隣の桜を見つめると、俺は言った。

　劣情なんかではない。まじりっけなしの本音だった。

「俺も、桜と一緒に来られて、うれしかったよ」

「……えへへ、えへへ。ああ、よかった。ほんとによかった」

　ありがとね、クロウ。

　再度そうつぶやいて、桜は手を握ったまま、そっとそのまぶたを閉じた。

　その寝顔は、こちらの頬ほおまで緩んでしまいそうなほどに、幸せそうなソレだった。

　そんな桜の前髪を整えてやり、寒くないよう布団をかぶせなおしてやる。

　俺にとっての家族とは、フルピースに属する仲間たちのことだった。

　しかし俺は、すでに新しい家族を得ていたのかもしれない。

　そんなことを考えながら、桜の寝顔と向き合いつつ、俺も静かに眠りに入る。

　冷たい外気に反して、つないだ手も心の中も、春のようにポカポカと温かかった。







　翌朝。八時間睡眠という安眠を成し遂げた俺と桜は、これまた美味うまい朝食を堪能すると、旅館を出る準備をし始めた。

　慌ただしい旅行だったが、これで終わりかと思うと、なんだかさみしい気分になる。

「ねえ、クロウ」

　と。帰り支度が済んだタイミングで、桜がスマホ片手に話しかけてきた。

「この窓からの風景をバックに、一緒に写真撮らない？　温泉旅行の記念にさ」

「かまわんが……友達には見せるなよ？　またややこしくなりそうだから」

「えへへ、それは約束できないかなー？」

「おいおい……」

「まあいいじゃない！　仲のいい友達にしか見せないからさ！　それでもダメ？」

「……むぅ」

　まあ。高校に乗り込んだときにも考えていたことだが、俺という恋人がいると勘違いされていたほうが言い寄ってくる男子たちへの牽けん制せいにもなるか。

　俺は仕方ない、と長い吐息をひとつ。不安そうな桜の隣に並んだ。

「一枚だけだぞ？」

「……、えへへ！　ありがと、クロウ！」

　はしゃぎつつ、桜がスマホのカメラモードを起動して、シャッターボタンをタップ。

　カシャリ。

　うれしそうな表情の桜と、無愛想な顔の家政夫が寄り添った写真が一枚、完成した。

「ちゃんと撮れたか？」

「うん、バッチリ！　ありがと、クロウ」

「喜んでもらえてなによりだ。それでは、そろそろチェックアウトするか」

「うん、帰ろう！　クロウ！」

　俺の隣で元気にそう言う桜。

　そのいつもの距離感を、どこか愛いとおしく感じながら、俺たちは部屋を後にする。

　こうして。

　一泊二日の濃密な温泉旅行は、静かに幕を閉じていった。










　桜が何者かにさらわれたのは、それから数日後のことだった。








第六章　元スパイの種は実った。






　　　　□□




　その日の朝は、いつもと変わらぬ朝だった。

　早朝五時から弁当を作り、三姉妹を見送ったあと、いつもの家事をこなす。

　天気は快晴。十一月中旬にしては暖かな、のどかな一日だった。

「ん？」

　あらかた家事を終えた、昼の十二時四十分すぎ。

　唐突に、桜さくらからＲＩＮＥが飛んできた。

　確認すると、『おいしかったよー！』というメッセージと共に、空の弁当箱と桜の手のピースが映りこんだ画像が添付されていた。

　画像の端っこに映っている学生鞄かばんのチャック部分には、温泉旅行で買ったあのピンク色の謎生物キーホルダーがぶら下がっている。

「わざわざ報告しなくてもいいのに」

　俺はひとり笑みをこぼしつつ、『お粗末さま』とだけ返信した。







　その後。

　特に外出することもなく家に居続け──気づけば夕方、午後四時十分。

　最初に帰宅してきたのは、秋あ樹きだった。

「ただいま帰りました」

「おかえり、秋樹。今日も学校ご苦労様」

「クロウさんこそお疲れ様です。今日もお弁当、おいしかったです」

「そいつはなによりだ」

　リビングでそんな他た愛あいのない会話を交わしていると、続いて夏なつ海みが帰ってきた。

「ういー、ただいまー。クロウ、弁当さんきゅー。うまかったぜ」

「それはよかった」

　そうして今夜の夕飯の話などをしたあと、秋樹と夏海は二階の自室に戻っていった。

　これで、三姉妹のうち、ふたりが帰ってきた。

　残るは、ひとりだけ。

「……また寄り道でもしているのか？」

　時刻は現在、午後四時四十分。

　別段おかしな時間ではない。桜と秋樹を見るに、日本の高校生の帰宅時間としては、おそらく平均並の時間帯だろう。事実、桜はこれまでにもっと遅い時間に帰宅してきたこともある。一番遅いときで、午後七時ぐらいだっただろうか。

　けれど。

　けれど、どうしてかこの日だけは、その遅延がひどく気になってしまった。

「とりあえず、ＲＩＮＥだけでも……」

　過保護な親はいつもこういう気持ちでいるのだろうか？　なんて、すこし見当違いなことを考えながら、桜に『いまどこにいるんだ？』とＲＩＮＥを飛ばしておく。

　昼間。返信したらすぐについていた既読マークは、いつまで経ってもつかなかった。







　時計の針は午後七時を回り、ついには八時を回った。

　秋樹と夏海は、すでに夕飯を食べ終えている。

　桜は──まだ帰宅していなかった。

　ＲＩＮＥの俺のメッセージにも、いまだ既読マークはついていない。

　過保護だと嫌われてしまうかもしれないが……ここで、俺は思い切ってＲＩＮＥ通話をかけてみた。

　しかし。どれだけかけても、桜につながることはなかった。

　しばらくコール音が鳴ったあと、『応答なし』と表示されて切れている。調べてみると、この表示は相手にブロックされているか、スマホの電源を落としている場合に表示されるのだそうだ。昼間、あれだけ上機嫌なメッセージを送っておいて俺をブロックする、なんてことは考えにくいと思うけれど。

　念のため、桜の携帯番号のほうにもかけてみる。すると、コール音が鳴る前にツーツー、という音が流れた。着信拒否でもこういった音が流れるが……これは、そもそも電源からして入っていないパターンか？　なにかの用があって、あえてスマホを切っているとか？

「……部活は、していないんだったよな？」

　リビングを離れ、家の前に出てみる。

　帰ってくるような人影は見えない。犬の鳴き声が響く中。等間隔に設置された電柱の明かりが、薄暗い路地をぼんやりと照らしているだけだった。

　十一月下旬に学園祭があると言っていた。白雪姫の劇をやるのだとか。その準備で遅れているだけなのだろうか？　スマホを切っているのも、準備の邪魔にならないために？

「いや、クラスメイト間で準備の相談をする際、スマホを使用しないとも限らないから、その線は考えにくいか……」

「お、どしたん？　クロウ」

　と。思案しながら家の中に戻ると、ちょうど二階から降りてきた夏海に出くわした。

　俺は、すこしだけ焦燥まじりに。

「桜がまだ帰っていないんだ。桜から帰りが遅れるといった話を聞いていないか？」

「いや、聞いてねえけど……心配しすぎじゃね？　まだ八時だろ？」

「もう八時だ。女の子ひとりで出歩いていい時間ではない。ましてや桜は未成年だぞ？」

「まあ、それはそうだけど……ＲＩＮＥはしてみたのか？」

「通話をかけたが出ない。携帯番号のほうもダメだ。電源からして切れているようだ。午後四時四十分に送ったメッセージにも一切既読がついていない。そのタイミングで電池が切れた、というだけの話であれば、まだ安心もできるのだが……」

「……いや、それはねえな」

　突如、夏海の表情が曇った。

「どういう意味だ？　夏海」

「桜は几き帳ちよう面めんな奴やつだから、半端な電池残量でスマホを持ってくわけねえんだよ。寝る前に必ず充電器にスマホぶっさして寝るからな、桜は。朝家を出るとき、スマホの電池残量はいつも１００％になってるはずだぜ」

「……それが半日で０％になることは、あまりに考えにくい？」

「登校直後からバカみてえに動画を見続けてたら、あっという間に０％にはなるけど、真面目な桜が授業そっちのけで動画を見るわけねえしな。考えにくいと思うぜ──ＯＫ、わかった。ちょい待ってな」

　そう言って、夏海は小走りで二階に戻ると、自分のスマホを持って戻ってきた。

　ふたりでリビングのソファに座り、夏海が手慣れた操作で誰かに通話をかける。

　いったい誰に？　目線でそう訊たずねると、夏海は小声でこう答えた。

「桜と同じクラスの親友。桜が前に、家にこの親友連れてきたときがあってさ。そんときにＲＩＮＥ交換してたんよ。いまでも暇さえあれば連絡取ってんだ。そいつに、桜がいまどこにいるか訊きいてみようぜ」

「……随分と社交的なんだな、夏海は」

「あたし、そんとき酒飲んでたから、完全にノリで交換しただけだよ。でも、まさかこんな風に役に立つときが来るとは──、あ、もしもし？」

　相手が出たのだろう。俺から視線を切ると、夏海はこちらにも聞こえるようにスピーカーホンに切り替え、その親友とやらと通話し始めた。

「久しぶり、急に悪いな」

『夏海さーん！　地味にお久じゃないですか！　え、どうしたの？　ウチと恋バナしたくてかけてきたの？』

「相変わらず恋愛脳だな……いや、ちょっと訊きてえことがあってさ。いま、そこにうちの桜いる？」

『桜？　いや、いないですよ？　学校から一緒に帰って途中で別れたっきり、ＲＩＮＥもしてないですね。別れたのが、だいたい午後四時半ぐらいだったかな？』

「午後四時半……」

　つぶやいて、夏海がわずかに視線を向けてくる。

　午後四時半。俺がメッセージを送る十分前のことだ。

　その十分の間に、桜は音信不通になった、というわけか。

「学校で、桜になんかおかしな様子とかなかったか？」

『？　いや、特にはなかったですよ──ああ、でも、ひとつだけ』

「なんだ？」

『桜のやつ、前にクラスに乗り込んできたイケメンとのツーショット写真を、これ見よがしに自慢してきたんですよ！　友達のウチらはもう嫉妬と羨ましさでウキー！　ってお猿さん状態！　周りにいた男子とか、通りすがったちょいキモい男子とかまで、その写真を見て驚いちゃってて。もう、すごい大惨事だったんですよー』

「イケメンって……まさか」

　ジト目でこちらを睥へい睨げいしてくる夏海。

　俺は冷や汗を流しながらも、ジェスチャーで夏海に電話の続きを促した。

「ったく……んで、桜と帰りに別れたのって、どの辺り？」

『ほら、あそこ。叶かな画え高から西に延びてる、四車線の大道路あるじゃないですか。それをグーっと下って、コンビニ前の交差点のところで別れました。そのあと、ウチはそのまま大道路を下っていく感じで帰って、桜はそっから住宅街に入っていきましたね』

「──ありがとう！」

　直後。会話に割り込むようにして、俺は通話相手に一言感謝を告げると、弾はじけるようにしてソファから立ち上がり、玄関に向かった。

　場所がわかれば充分だ。あとは、そこから調べていけばいい！

「お、おい、クロウ！」

　慌てた様子で玄関先まで追いかけてきた夏海に、俺は靴を履きながら口早に警戒する。

「俺が家を出たら家中の扉と窓に鍵をかけろ！　インターホンが鳴っても絶対出るな！　帰ったときは俺のスマホから連絡する！　それまでは、秋樹と一緒に行動しろッ！」

「わ、わかった。でも、桜がどこに行ったかまではまだ……」

「これ以上、ジっとしてなどいられるかッ！」

　行ってきます！　と告げて玄関を出ると、俺はママチャリにまたがった。

　焦る気持ちをペダルに込めて、いつものエプロン姿のまま夜の路地を高速で走っていく。




　　　　□




　嫌な予感が、胸の奥で蠢うごめいていた。

　ムカデのように全身を這はうソレは、交差点に近づいていくにつれ、その毒を強めていく。

　そして。

　全速力で駆け抜け、ものの数分でたどり着いた、コンビニ前の交差点。

　住宅街に入っていく、その薄暗い路地の上に──ピンク色をした、謎の生物のキーホルダーが落ちていた。

　こんな奇怪な生物、見間違えるはずがない。

　嫌な予感、的中だ。

「……、クソッ!!」

　思わず叫び散らす。

　三姉妹のことになると、どうにも感情の抑制が利かなくなる。理性を忘れてしまう。

　だが、落ち着け。スパイは冷静沈着になることが大事だ。

　いや、だから、もう俺はスパイではないけれど。

　それでも──いまは三姉妹を守る『騎士』なんだ。

「よし……大丈夫、大丈夫だ」

　自身を落ち着かせ、ママチャリを降りてキーホルダーを拾うと、俺はソレの確認に入る。

　スパイも、そして偽の前職である探偵も、まずは状況を見定めることが大切なのだ。

　深呼吸をして、キーホルダーを見つめる。

　学生鞄かばんのチャック部分についていた金具が、なにか強い力で引きちぎられていた。人間ひとりの力では、なかなかこんなちぎられ方はしない。

　謎の生物の顔の部分は、踏まれた跡のように黒ずんでいた。

（怪力の誰かともみ合いになって、キーホルダーを引っ張られた？）

　いや、そうだとすれば、引っ張っている最中に叫び声をあげて助けを呼んでいるはず。十一月の午後四時半であれば辺りはまだ薄明るい。声をあげれば、それも女性の甲高い声であれば、周辺に住む誰かが気づくはずだ。そんな機転が利かないほど、桜はハプニングに弱い性格ではない。

　つまりは、助けを呼ぶ間もなくキーホルダーは一瞬で引きちぎられた、ということ。

　となれば、導き出される答えは、ひとつ。

「誰かにさらわれた、か……」

　路地の入口付近でワゴン車かなにかを横付けされ、叫ぶ間もなく車内に連れ込まれた。キーホルダーはその際、ドアに挟まって引きちぎられたと考えるのが妥当か。

　スマホの電源もそこで切られたのだろう。スマホには位置を特定するＧＰＳ機能があるからな。黒ずんだこの跡は、そのワゴン車のタイヤ痕か。

　暴漢やストーカーに襲われるかもしれない、という心配はしていたが……まさかこの日本で、さらう人間が出てくるとはな。スパイの最も怖おそれる事態が起きてしまったわけだ。

　このキーホルダーを証拠に、いまからでも警察に通報する？

　いや、それではあまりに遅すぎる。さらわれたというのは、現段階では俺の推測でしかない。警察が動く理由には弱すぎる。仮に動いてくれたとしても、捜索願の提出や手続きなど、手間がかかりすぎる。

　その間に、桜の身に危険がおよばないとも限らない！

　フルピースの諜ちよう報ほう部ぶを頼るのも同様の理由で却下だ。海外に拠点を置く彼らに、日本にいる俺の問題をスピード解決する手段はない。

（俺が助けるしかない、というわけだ）

　まあ、最初からそのつもりではあったけれど。

　さておき──では、その車は桜をさらったあと、どこに向かったのか？

　俺は両腕をつかね、まずは犯人の動機、ないし心理をたどる。

　水平思考だ。

　以前、秋樹と話したことのある、ウミガメのスープで有名なアレである。

　柔軟な発想で『道筋動機』の推測を立て、実際に起きた『結果誘拐』を補完する。

　その中で──俺が仮の犯人として打ち立てたのは、もちろん『アイツ』だ。

　確証のない言いがかりにも似た憶測だけれど、桜をターゲットにした事件を起こす人間が、アイツ以外に思いつかなかったのだ。

　では、どのようにしてアイツは犯行におよんだのか？

　──犯人の恋慕。

　──不良がたむろしている埼さき宮みや港こう。

　──住宅街に設置された防犯カメラ。

　──スーパーで感じた抜身の感覚。

　──学園祭のヒロイン決め。

　──その相手役にと俺の名前を出され、顔を真っ赤にした桜。

　──家の監視カメラに映った謎の人影。

　──温泉旅行で撮った俺とのツーショット写真。

　──それを自慢した際の周囲の反応。

　あらゆる情報が結合した結果──俺は、ひとつの『仮説』を閃ひらめいた。

　脳内を整理するように、それを順序立てて口にしていく。

「犯人は、桜に想おもいを寄せていた。はじめて見る俺に殺意を向けてくるほど熱烈な想いだ──そして、犯人は俺に接触し、こう訊たずねた。『桜とはどういう関係なのか？』と。それに対し、俺は答えてしまった。『知りたければ、桜本人に直接訊いてくれ』」

　思えば、あれが最大の過ち。

　この事態を招いてしまった、きっかけだったのだ。

「そこで犯人は、実際に桜に訊こうと思い至る。しかし、想いが強すぎて、恥ずかしくて、すぐにそれを実行することはできなかった。スーパーまで尾行しても、隣にいる俺に殺意を向けることしかできなかった」

　あれほど鋭い抜身の殺意を出せる人間が、この叶画市にふたりもいるとは考えにくい。

　必然、あのとき俺と桜を尾行していた人物は、『アイツ』に限られる。

「そうこうしているうちに学園祭のヒロイン決めの話になり、桜が見事抜ばつ擢てきされた。その際、周囲がからかって、俺の名前を出した。すると、桜は顔を真っ赤にしてしまった──それを見て、犯人は察する。『ああ、桜はあの乗り込んできた男のことが気になっているのだ』と」

　自意識過剰な推測だが、こう考えることですべてはつながるのだ。

　俺はママチャリにまたがりなおし、路地に入り住宅街に向けて走り始めた。

「犯人は嫉妬に悶もだえた。結果、深夜に葉は咲ざき家を訪れた。こんなに苦しむくらいなら、もういっそのこと本人に直接訊いてしまえと思った」

　思えば、監視カメラに映ったあの瞬間が……インターホンを押さずに引き返したあの姿が、奴やつの最後の良心の表れだったのかもしれない。

「けれど、やはりそれはできなかった。想いが強すぎるゆえに、拒絶されたときのことを考えて、怖くなってしまったんだ」

　しかし、と区切って、俺は周囲の電信柱を見上げる。

　そこには、掲示板で伝え聞いていた防犯カメラが設置されていた。

「そこに追い打ちをかけるようにして、桜は俺とのツーショット写真を友人に自慢してしまった。それを偶然、近くを通りすがったときに見かけた犯人は絶望した。やっぱりそういう関係だったのかと、深い深い絶望に打ちひしがれた──その結果、犯人は今回の犯行を思いついた。今度こそ本人に直接訊きいてやると、犯罪に手を染めることを決意した」

　キキィ、とブレーキをかけて、ある一軒家の前で停とまる。

　そこは──この地区をまとめている自治会長、大おお村むらさんの家だった。

　叶画公民館の張り紙にもあった通り、住宅街の防犯カメラは自治会管理の下、運用されることになっている。そう。自治会のトップである大村さんの下で、だ。

　会長として守らなければいけない規約などもあるだろうが、桜が帰ってきていない事情を説明すれば、防犯映像の確認ぐらいはしてくれるはずだ。

　なにより彼女は、倉庫の鍵を開けた恩返しに『自分にできることならなんでもする』と約束してくれた。ここでその恩を返してもらわず、いつ返してもらうというのか。

　──俺が、スパイ時代の悪癖で振りまいていた『種』。

　それは、協力者──エージェントとなってくれる人物を作ることだった。

　最初は、近所の主婦のみなさまとの交流程度だった。

　それが、ギャル主婦の小こ林ばやしから広まりに広まって、自治会長にまでおよんだ。

　種が見事に、協力者へと実ったわけだ。

　大村家の門前に立ってインターホンを押したあと、俺は水平思考の締めに入る。

「だが、ひとりでは実行不可能だと感じた犯人は、桜をさらう役目を不良たちに任せることにした。主婦も噂うわさにするような有名な不良だ──このことから、犯人の家庭の裕福さが窺うかがえる。あの犯人に不良の仲間がいるとも思えない。不良を従えるとしたら、それは金の力以外にありえないからだ。どのように不良と接触したのか、どれだけの金をバラまいたのかまではわからないが、車を用意させるだけの大金であったことは確実だ」

　そうして。

　犯人は、桜をさらう計画を実行した。

　無論、この仮説はすべて水平思考法による『憶測』だ。推測と呼ぶのもおこがましい。推理小説であれば、こんな論拠の薄い暴論は一笑に付されて終わりだ。

　だから。

　最後の一手として、協力者エージエントの情報を頼る。

　スパイは、協力者なしでは任務を達成できないのだから。

　俺の仮説が正しければ、防犯カメラにはワゴン車と、その行き先が映っているはず。

　あとは、その行き先を追いかければいいだけだ。

　と。門の奥で扉が開き、大村さんが姿を現した。

　俺は、いつも通りの笑顔をたたえて、口を開く。

「夜分遅くにすみません。実は──」







「あ、クロウっちじゃないっスかー！　おーい！」

　大村家を離れ、住宅街を急いで走行していた最中。

　三さん叉さ路ろの中心にある街灯の下に、プリン頭のギャル、小林の姿が見えた。

　両手にはなぜか、様々な雑貨が抱えられている。

　時刻はすでに夜の九時。未成年でなくとも、女性がひとりで出歩くには危険な時間帯だ。

　こちらも緊急事態ではあるが、このまま見過ごすわけにもいかない。注意を促すため、俺は小林の下で一時停車した。

「こんな時間になにしてるんですか。早く家に──」

「ち、ちょうどよかったっス！　これ、いくつかもらってほしいっス！　近所のおばさま方から引っ越し祝いだーって言って、めちゃくちゃもらっちゃったんスよー！」

「あ、ちょっと！」

　制止の言葉も聞かず、ドサドサー、とママチャリのカゴに雑貨を投入する小林。

　消臭剤の小型『ファミリーズ』に、新聞紙をまとめるためのビニール紐ひも、叶画市のロゴが入ったボールペンなど、主婦にとってはあって困らない雑貨の数々だった。

　正直ありがたい。ありがたいけれども、くれるタイミングはいまじゃない！

「ふぅ、だいぶ楽になったっス。ありがとう、クロウっちー」

「どういたしまして。それじゃあ早く家に帰ってくださいね。夜道はあぶないですから」

「クロウっち、わざわざそれを言うためにチャリで爆走してたんスか？」

「そんなわけないでしょう！　雇い主を救うためですよ！」

　救うため？　と首をかしげる小林を置いて、俺は自転車を再稼働させた。

　走って、走って、走って。大村さんの家で見せてもらった防犯カメラの映像を思い出しながら、真っ黒なワゴン車の経路をたどっていく。

　行き先を攪かく乱らんするためか。車の道筋は迷路よろしく不規則だったが、俺はなんとかすべてを記憶することができていた。こういったケースで重要なのは、対象物の経路を『点』ではなく『面』で記憶することだ。追跡時に必須となる、スパイの記憶術である。

「次は、この道を真っすぐ──、と」

　程なくすると、道が大通りにつながった。ここからは防犯カメラの映像もない。

　しかし。ここまでの道のりで、俺はすでにワゴン車の行方に予測がついていた。

　この解答に気づかせてくれたのもまた、協力者たちである主婦のみなさまだ。

「こっちか！」

　道路の看板を確認し、一目散にその場所を目指す。

　向かう先は──




　　　　■




　防波堤に打ち寄せる静かな波音が、埼宮港一帯を支配していた。

　埼宮港は漁業を行う港ではなく、大型貨物を運び入れる荷物置き場として機能しており、夜に限らず昼間にもひとの姿はあまりない。その運搬にしても、月に二、三回の周期なのだから、一見、港全体が死んでいるようにも見える。

　そんな──ひとが寄りつかない港の一画。

　赤あか錆さびた大型倉庫の周囲に、二十名を超える不良たちが集結していた。

　潮風を浴びながらタバコを吸い、酒を飲み、『雇い主』の用事が終わるのを待ちわびている。雇い主の用事が終わった瞬間、さらった女を好きにしてやろう、という魂胆なのだ。

　この根城に至るまでのおよそ四時間、不良たちは雇い主の命令に素直に従っていた。

『すこし前から住宅街に防犯カメラが取り付けられている。車の行き先がバレないよう、わざと遠回りして港に向かえ』

『道中で彼女に手を出したら報酬はすべてなしにする』

　十代のガキのそんな偉そうな命令に、不良たちはいつもの暴力を捨て、従順にうなずいてきた。鈴すず木きの背後バツクにいる仲介役を立てた意味合いもあるが、単純に報酬額が大きかったのだ。依頼を引き受けるための前金だけで、ひとりあたり百万を超えるほど。

　ガキの命令にも従うわけである──だが、雇い主の用事が終わったあとは別だ。

　雇い主は言った。『途中で』手を出したら依頼金はなしにする、と。

　それはつまり、用事が『終わった』あとでなら、いくらでも食い放題という意味にほかならない。終わってから先は仲介役の面子メンツも雇い主の本意も関係ない。とにかく不良たちにとっては、コレはそういう意味での依頼だった。

　早く終われ、早く終われ、早く終われ。

　下卑た笑みを浮かべながら、不良たちは雇い主の用事が終わるのを待ちわびる。







　一方。その雇い主はというと、現在。

「あ、ああ、あの……さ、『桜姫』、さん……」

「────」

　大型倉庫の中で、黒髪セミロングの美少女──葉咲桜を前に、必死に言葉を紡ごうとしていた。

　しかし。後ろ手に両手首を縛られている桜は、コンクリートの上に座らされたまま断固として口を開かない。開いてやるものかと、目の前の雇い主を睨にらみつけている。

　屋根の所々に空いた穴から、淡い月光がスポットライトよろしく差し込む。

　月の光に照らされた雇い主──桜のクラスメイトである鈴木は、不気味な眼光を強めて。

「は、はじめて、お話しますね……」

「────」

「こ、こんな形で、お話したくはなかったのです……で、でも、こうせざるを得なかった。あ、あなたが、ぼくをイタズラにかき乱すから……ぼ、ぼくが訊きたいのは、たったひとつのことだけだったのです……あの、クラスに乗り込んできた男とは、いったいどういった関係なのですか？」

「……は？」

　桜は思わず眉をひそめた。

「それ、鈴木くんに関係なくない？」

「す、『鈴木くん』ッ!?　ああ、ああ！　あの桜姫の口からぼくの名前が！　ああぁ！　今日は最高の日なのですッ!!」

「……も、もういいでしょ。いいから帰して……」

「それで、どういった関係なのです？」

　ぐるん、と血走った眼球を動かし、こちらを見つめてくる鈴木。

　桜は不気味さを覚えながらも、身をよじってできるだけ鈴木から離れつつ。

「別に、ただの住み込み家政夫ってだけよ……」

「家政夫？」

「お母さんが海外出張してるから、その間の家の手伝いをしてもらってるのよ……ほら、もう話したから満足でしょ？」

「しかし。ならどうして、ヒロイン決めのときにあの男の名前を出されて、顔を赤らめたのですか？　まるで、恋する乙女かのごとく」

「そ、それは……」

「なんですか、その言いい淀よどみは……まるで、あの男のことが好きだとでも言っているかのようではありませ、んか……」

「…………」

　鈴木はうまく言葉をつなげずに、そのまま押し黙ってしまった。

　目の前でうつむく桜の、恥ずかしげに頬ほおを赤らめたその表情が、すべてを物語っていたからだ。

　いったい、誰のことが好きなのかを。

「……………………そう、ですか」

　絶望と落胆。悲ひ愴そうはない。様々な感情をかきまぜた声音で、鈴木はそうつぶやいた。

　鈴木はそれ以上言及せず、代わりに、ポケットからバタフライナイフを取り出した。

　突然の凶器の登場に、ギョッ、と目を見開く桜。

　鈴木は片手で器用に刃を出して、怯ひるむ桜に歩み寄る。

「なら、ぼくの恋人になると口にするまで、あなたの身体からだを痛めつけるのです……ぼくの恋人になったほうがマシだと、そう思わせるのです」

「……ッ、いや、来ないで……！」

「ああ、そんなに怖がらなくていいのです。これは、ぼくたちの披露宴なのですから──ぼくたちはここで、永遠の愛を誓いあうのですよッ!!」

　叫び、鈴木が「クケケケケッ!!」と甲高い笑い声をあげた。楽しんでいるようでもあり、泣いているようでもあった。

　ダッ、と骨の痩身が桜に駆け寄ってきた。

　片手に握られたバタフライナイフが、青白い月光を反射する。

　桜は恐怖に身を震わせながら、強く目をつむった。

〝──俺は、桜のことを大切に想おもっている──〟

　あんなこと言ってたくせに、どうしてこんなときに隣にいてくれないの？

　どうして、守ってくれないの？

　どうして、どうして──

　じわり、と目頭に涙が滲にじみ始める。

「……た、すけて」

　かすれた声でつぶやいた直後、鈴木が桜を押し倒して上にまたがってきた。

「ああ、桜姫の上に！　桜姫の上にいいぃぃッ!!」興奮した鈴木の歪ゆがんだ口端から、透明のヨダレが垂れ、べちゃり、と桜の頬を汚した。

　呪縛霊はここぞとばかりに、桜の上で腰をカクカクと振り始めた。それは、見るものすべてに憎悪を与える下劣な醜態だった。

「桜姫、桜姫……ああ、桜姫桜姫桜姫ッ!!　愛してます、愛してます、愛してるんですうぅぅぅぅッッ!!　ああああ、桜姫えええぇぇーーッッ!!」

「ヒィッ、──」

　全身を巡る嫌悪感。本能が鈴木の存在そのものを拒絶している。

　いやだ、いやだ。

　いやだ、いやだ、いやだ、いやだ、いやだッ!!

「お、ねがい、だから……！」

　鈴木の顔面が、キスを求めるようにゆっくりと近づいてくる。

　桜は、その瞳を涙でいっぱいに濡ぬらすと、はち切れんばかりの大声で叫んだ。

「助けてよ、クロウッ!!」




「──了解した」




　と。

　聴き慣れた、聴きたかった声が響いたかと思うと、ゴゴゴ、と倉庫の扉が開いていった。

　驚きに振り向く鈴木。桜もまた、目を見開いて声の主を確認する。

　突如として現れた『彼』の背後では、数十名の不良たち全員が、意識を失い倒れていた。

「なッ……だ、誰なのですかッ!?」

　桜から離れ、鈴木はナイフを両手で握りしめる。

　現れた『彼』──野の宮みやクロウは、身に着けたエプロンを誇らしげに見せつけ、言った。

「葉咲家の家政夫だ」




　　　　◇




「……んー」

　秘密組織フルピース、諜ちよう報ほう部ぶ内。

　その長官室にて、諜報部長官、キャサリン・ノーナンバーは唸うなっていた。

　目の前のデスクには一枚の書類。

　先だって諜報部を辞めた、とある男スパイの情報をまとめたものだ。

「失礼します」

　と。数回扉がノックされ、スーツ姿の女スパイがファイルを持って入室してきた。

「長官。先日の任務に関する報告書を持ってきました」

「ご苦労さま。適当にそこら辺に置いといてちょうだい。あとで確認しておくから」

「今回ばかりは早めにお願いしますよ？　長官の受領印を頂かないと、わたしたちに報酬が振り込まれないんですから」

「わかってるって。溜ためこんでる海外ドラマを見終わったら確認するから。安心して」

「ここまで安心できない言葉も珍しいですけど……って、あれ？　その書類」

「ん？　ああ」

　区切って、キャサリンは目の前の書類を手に取った。

「クロウ……じゃない、元ナンバーナインの過去の任務達成率に関する調書よ。前任の長官が忘れていったものみたい。デスクを整理してたら出てきてね。ワタシがここに配属されたのが数年前で、過去のナインの任務調書って見たことなかったからさ。興味深いなあ、と思って眺めてたのよ」

「ち、長官……」

「？　なに？」

「ナインくんの名前はあまり口にしないでもらえますか？　失恋の古傷が痛むので……」

　あいたたた、と苦しげに胸を押さえる女スパイ。

　別に付き合ってたわけでもないのに失恋とは、これいかに。

　いやまあ、片思いも立派な恋に区分されるのか？　とキャサリンが真面目に悩んでいると、女スパイは深呼吸を挟んで話を戻してきた。

「そ、それで？　その『彼』の調書を、どうしていまさら？」

「……まあ、大したことじゃないんだけどね」

　トクトク、とグラスにウィスキーを注つぎつつ、キャサリンは続ける。

「彼の任務達成率がおかしいなと思ったの。おかしいというか、違和感があるというか」

「違和感、ですか？」

「全体の任務達成率は10％以下。数字だけで見れば三流スパイなんだけど……戦闘が想定されている任務に関しては達成率１００％なのよ。諜報部が匙さじを投げかけてたＳＳＳトリプルエスの難度を誇る任務も、十二歳の若さで軽々とこなしてる」

「ト、ＳＳＳの任務を十二歳でッ!?　フルピースの現ボスですら、ＳＳＳを達成したのは三十歳を越えてからだったのに!?」

「すごいわよね。まさにワンマンアーミーって感じ……だから、こんな低い任務達成率にもかかわらず『スパイ十じつ指し』のうちの九番目、『No.009』の地位を与えられていたのね。ほかはカラっきしだけど、戦闘能力だけはフルピース歴代最強レベルだから、スパイ十指に食い込んでたわけだ」

　クロウ自身、スパイ十指という肩書きをただの肩書きとしか捉えておらず、むしろ任務失敗を繰り返す自分は三流スパイだ、とまで卑下していたくらいだが……戦闘面だけが評価される軍部に転属していれば、ナンバーワンの座についていたことは間違いないだろう。

「女には弱くても、戦闘には強かったってことね、ナインは」

「うぐッ!?　ち、長官……だからその名前は言わないでと……うぅ！」

「ああ、ゴメンゴメン」

　まったく悪びれた様子もなく言いながら、キャサリンはウィスキーを呷あおった。

　家政夫らしくエプロンを装着しているであろう野宮クロウの姿を思い浮かべながら、キャサリンは微笑ほほえみと共につぶやく。

「でもまあ……これで、あの三姉妹も安全かしらね」




　　　　□




　夜空からの青白い照明が、朽ちかけの大型倉庫内を照らす。

　ここに来るまでに慣らしておいた夜目を開き、俺こと野宮クロウは桜の状況を確認した。

　左頬に透明のテカリが見える。鈴木のヨダレか。押し倒された際の汚れが制服のスカートに付着しているが、それ以外に目立った外傷は見られない。

　というより、いままさにその傷をつけられそうになっていたのか。

（ギリギリセーフ、といったところか……）

　主婦のみなさま、特に、大村さんには感謝してもしきれない。

　と。バタフライナイフを両手に握る鈴木が、信じられないといった風に話しかけてきた。

「た、ただの家政夫が、この数の不良をどうやって倒したというのですか!?」

「殴りかかってきたから、普通に素手で殴り返しただけだけど……」

「す、素手だけで、あの数を……？　二十人はいたはずなのに……」

「数は関係ない。戦闘に必要なのは対応力だ──それよりも、だ」

　目の前の鈴木に歩み寄りつつ、俺は問うた。

「鈴木くん、侍は好きかい？」

「……は？　さ、侍？」

「そう、侍だ」

　鈴木が手にしているナイフなど見えていないかのように、気にする必要がないとばかりに、俺は淡々と話を続ける。

「日本の道路が左側通行なのは大昔、その侍たちが刀を左腰に帯刀していたから、という一説があるそうだ。右側通行の場合、すれ違いざまに刀と刀がぶつかって、諍いさかいが起きてしまう。そうした無用なトラブルを避けるために、日本は左側通行を心掛けるようになったのだそうだ──そうした他人への『思いやり』の精神が、ひとつの文化を形作った。思いやりこそが、日本人の根底にあるべき精神なんだ」

「……な、なにが言いたいのです？」

「きみは俺に刀をぶつけてきた」

　すこし怒気を強めて、俺は鈴木を睨にらみつける。

　ナイフの射程に入った。しかし、鈴木は両手で不安そうに柄を握りしめるだけでナイフを振りかざしてはこない。この絶好のチャンスを逃していることからも、武器を使用したことのない素人であることがわかる。

　俺はそっと、右手をエプロンのポケットに忍ばせた。

「いいや。刀をぶつけてくるどころか、きみは抜身の刀を振り回してきたんだ。思いやりの精神も忘れてね──到底、許される行為ではない」

「ゆ、許さなかったら、どうするというんですか！」

「こうするのさッ!!」

　瞬間。俺はエプロンからある道具を取り出し、鈴木めがけてトリガーを引いた。

　まさか拳銃などではない。俺は大村さんではないからな。

　取り出したのは小林にもらった主婦の味方──消臭の定番、小型の『ファミリーズ』だ。

　ボトルに充じゆう填てんされている液体が、ブシュー！　と噴射口から霧となって飛び出す。

「ぬ、あがぁッ!?」

　怯ひるみ、後ずさる鈴木。目ではなく鼻をめがけて噴射したから、まあ失明はしないだろう。

　鈴木の視界がつぶれた、そのわずかな隙をついて間合いを詰めると、俺は彼の右手首を掴つかみ、可動域とは逆方向にぐるん、と回した。

　合気道である。

　スパイ時代の戦闘術を使うことはないと思っていたんだが、まさか使う羽目になるとは。

「──が、はぁッ!!」

　枯れ木のような身体からだが宙を舞い、眼下のコンクリートに叩たたきつけられる。

　カキン、と金属音を立てて、バタフライナイフが落ちた。

　背中からの落下。数秒は息ができないだろう。

　右手首を掴んだまま鈴木をうつ伏せにひっくり返し、背中を膝で押さえつけると、彼の両手首と両足首を『ビニール紐ひも』で縛っていく。これもまた小林にもらったものである。
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「これでよし、と……」

　縛り終えたあと、鈴木の背中から離れると、俺は彼の顔の近くで屈かがんだ。

「ここに来るまでに警察を呼んでおいた。あと五分もすればパトカーが到着するだろう。捜索願には手間取る警察も、殺人未遂の現場にはすぐに駆けつけざるを得ないからな」

「ぼ、ぼくに……ぼくにこんなことをして、許されると思っているのですかッ!!」

「ん？　それはどういう意味だ？」

　芋虫のように身体をよじりながら、鈴木は悪辣な笑みを浮かべて叫ぶ。

「ぼくの両親は政治家なのですよ！　テレビに出るような有名な政治家ではないですが、政界を裏から操ってきた凄すご腕うでの政治家なのです!!　そんな両親の愛まな息むす子こであるぼくに手を出したが最後、この叶画市には住めなくなると思うがいいのですよ──今回の依頼同様、お父様のツテであの裏社会の『仲介役』に頼めば、お前たちはすぐに終わる。明日にでも、葉咲一家を叶画市から追い出すことだってできるのですよッ!!」

「……なるほど、やはり不良とのパイプ役がいたか。裏社会の仲介役、ね。そのツテと不良を従わせる資金は親から来ていたんだな」

「警察を呼んだ？　そんなもの、簡単にもみ消すことができるのですよッ!!　両親はぼくを溺愛している！　ぼくの頼みであれば、なああああんんでも！　言うことを聞いてくれるのですからね！　クケ、クケケケケケケッ!!」

「あはは。鈴木くん、きみはひとつ勘違いをしているよ」

「勘違い？　なにを言っ──、」

　ガキン、と。

　鈴木の眼前に、これまた小林からもらった『ボールペン』を突き立てる。

　こんなチャチなペンでも、喉元に突き刺せば立派な凶器になる。

　しかし、なるほど。武器の扱いは知らなくても、権力の扱いは知っているのか。

　なら、俺も本格的に脅さないと。

「きみはいま、俺に生かされてるんだ。両親の権力で生き延びられるんじゃない。桜に傷をつけなかったその一点に免じて、俺が生かしてやってるだけのことなんだ──政界を裏から操ってる政治家？　こんな島国で天てん狗ぐになっている政治家なんて、俺が元いた世界ではモブにもならない雑魚だよ。なんの自慢にもなりゃしない」

「ざ、雑魚……!?」

　政界を裏から操ってきた政治家と、世界を裏で支えてきたフルピース。

　背負っているものの格と桁がちがう。

「葉咲家を叶画市から追い出してみろ。その瞬間、俺がきみの両親を『排除』する。嘘うそじゃあない、これは本気の『警告』だ──優秀な政治家さまの愛息子くんなら、俺の言葉が本気だってことは伝わるよな？」

「……ッ、クッ……！」

「だから、頼むから、もう黙っておとなしくしててくれ。桜をさらった事実だけでも、俺はきみを殺しそうなんだから」

　そう言うと、俺はボールペンの先端をグッ、と自分の左手の甲に押しつけた。

　プツリ、と皮膚を貫く感覚。痛みが走り、手の甲から血があふれ出す。

　暴走しそうな感情を、無理やり冷静にするための処置だ。

　ドクドク、と流れ続ける血液を前に、俺の発言が本気であると察したのか。鈴木は恐怖と苛いら立だちに唇を噛かみしめながら、静かに口をつぐんだ。

「ありがとう。助かったよ」

　皮肉を込めて礼を言い、エプロンを左手の止血に使うと、ここでようやく、俺は桜の下に歩み寄った。

「すまない。待たせたな、桜」

　恐怖、驚き、喜び。様々な感情がよぎっていたのだろう。桜は筆舌に尽くしがたい表情で、手の拘束を解く俺を見つめていた。

「これでよし、と。どこか痛むところはないか？　桜」

　シャツの袖で頬ほおのヨダレをふき取ってやると、桜は困惑した顔で。

「……う、うん、大丈夫……そ、それより、クロウの手こそ……」

「ああ、問題ない。そこまで深くはないさ──ん？」

　と、ここで。波の音だけだった埼宮港に、パトカーのサイレンが響いてきた。

　思っていたよりも早かったな。日本の警察もなかなかに優秀なようだ。

　数台のパトカーは大型倉庫の入口で停車。十数名の警官たちが、倒れ伏す不良たち、そして鈴木を拘束し始める。

　事件の幕引きを見つめながら、俺は桜の肩を抱き寄せ、言った。

「さあ桜、家に帰ろう──夕飯の時間だ」

「……、う、うん……うんッ！」

　うれしそうにうなずくと、桜は俺の胸に顔を埋うずめ、大声で泣き始めた。

　これまで我慢していた恐怖と不安を吐き出すかのように。

　俺は桜の頭をやさしくなでて、穴の空いた天井から夜空を見上げる。

　明日も、いい洗濯日和になりそうだ。








エピローグ　元スパイの家政夫業は捗はかどらない。
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　その後。

　主犯格である鈴すず木きと、埼さき宮みや港こうに集結していた二十名あまりの不良たちは、あえなくお縄につくこととなった。

　が。さっそく大好きな両親の力を借りたのだろう。翌朝のテレビで報道されたニュースでは、鈴木の『す』の字も出てくることはなかった。

　代わりに、ニュースキャスターは淡々とした声でこう告げた。

　今事件の主犯格は、ワゴン車を運転していた二十歳の男性である、と。

　自分の罪を不良になすりつけたわけだ──これにより鈴木は『未成年の共犯者』となり、大きな罰を受ける心配がなくなった。日本は未成年犯罪にとことん甘い。せいぜい、留置所に数時間入って釈放となった程度だろう。

　不良たちからの内部リークの心配もない。業腹なことだが、主犯格を偽装できる以上、鈴木の両親の権力は本物だ。鈴木に雇われたんだ、と不良全員が警察に訴えたところで、お得意の権力でかき消すことができるはずだからだ。

　同様の権力を利用したのか。鈴木が口走っていた裏社会の仲介役とやらの情報も、公になることはなかった。この様子だと、今後も明るみに出てくることはなさそうだ。

　この事件は無論、叶かな画え高校を震しん撼かんさせることにもなった。

　だが。不幸中の幸いか。主犯格を鈴木から二十歳の男性にすり替えたことで、被害者の葉は咲ざき桜さくらに関する報道が、『同じクラスの女子生徒』から『叶画高校の女子生徒』と、より曖昧なものとなって公表されていた。

　さらわれたのが桜だと、叶画高の生徒にバレずに済んだのだ。

　鈴木が主犯のまま捕まっていたら、『同じクラスの女子生徒』という情報から、叶画高校の生徒は皆、さらわれたのはあの『桜姫』だと気づいたはず……そうなれば、被害者であるはずの桜が、野や次じ馬うまたちによる二次的な害を被ることになりかねない。『さらわれるほどの美少女がいる』といった変な噂うわさが、他校にまで広まる可能性もありえた。

　鈴木の主犯すり替えにより、その最悪の事態を免れることができたのだ。

　叶画高校サイドはその幸運を最大限に利用し、葉咲桜のプライバシーを全力で守ることにした。事件翌日の朝礼でも、叶画高の校長は被害者の情報を一切公表しなかった。

　桜自身もまた、自分がさらわれた事実は秘密にしていくことを誓った。

　……辛つらい選択だろうが、自分の身を守るためだと納得してもらうほかない。

　その辛さをサポートしていくのも、家政夫である俺の務めだ。







　そうして。三姉妹を守る『騎士』の使命も新たに、家政夫の仕事により精を出していた、ある日のこと。事件から三日が経たった、お昼時の一場面。

「……集団引っ越し？」

　家前の路地。近所の主婦たちとの井戸端会議で、俺は奇妙な話を耳にした。

　主婦のみなさん曰いわく。叶画市に住む二十数名の住民たちが突如、なんの前ぶれも知らせもなく、まったく同じ日時に一斉に引っ越しを始めたというのだ。

　それも皆、日本国内ではなく海外に移住することになったのだという。ひとり暮らしをしていた青年までもが、わざわざ借金をして海外に移り住むことになったのだそうだ。

　驚くべきは、そのうちの一軒。

　あの事件の主犯、鈴木までもが、海外に引っ越すことになったというのだ。

　同時に。今日は忙しくてテレビを見ていなかったのだが、今朝のニュースで鈴木の両親が政治家を突然辞職した、との報道がされていたそうだ。辞職の理由は不明らしい。

「二十数名……」

　あの港に集まっていた不良たちと、同じ数。

　その、看過することのできない数字に疑問を覚えつつ、俺は雑談を終えて家の中へ。

　スマホを取り出し、秘匿回線を利用してキャサリンに電話をかけようとした。

　諜ちよう報ほう部ぶの力をもってすれば、この奇妙な現象の原因を探れるだろうと思ったのだ。

　しかし、次の瞬間。

「ッ……、！」

　見計らったようにして、ブブブ、とスマホが震えだした。着信だ。

　発信者名の部分には、非通知設定、と表示されている。

　俺はわずかに息を呑のみ、恐る恐る通話開始ボタンを押した。

『久しぶりー！　クロウくん！』

「……その声は、冬ふゆ子こさん？」

　電話の相手は、およそ三週間ぶりとなる、三姉妹の母──葉咲冬子その人だった。

　相変わらずの溌はつ剌らつとした喋しやべりで、冬子は『そう！』と話を続ける。

『あなたの大事な依頼人、冬子おばさんですよー！　ゴメンねー、ちょっと急用ができて連絡が遅れちゃった！　どう？　元気にしてたかしら？』

「おかげさまで。ようやく家政夫の仕事にも慣れてきたところです」

『それはよかった！　慣れない日本での家政夫業になっちゃうから、どうだろうなーって心配してたのよね。それで、あの子たちはどう？』

「元気ですよ……ただ、ひとつだけ報告しなくてはいけないことが」

　冬子にはまだ、桜がさらわれたことを伝えていない。

　俺はもちろん、実の娘である三姉妹ですら、冬子の連絡先を知らなかったからだ。

　すこし前、叶画高校の事務員が『冬子に確認の電話を入れることになる』といった旨のことを話していたが、事務員が知っている電話番号は葉咲家の固定電話で、冬子に直接つながるものではない──そういった具合で、とにかく、冬子からの連絡は受け身で待っているしかないのだ。

　と。すこし真剣な声音で話し始めた俺を。

『ああ、大丈夫よ！　全部わかってるから！』

　冬子のそんな、明るすぎる声が止めた。

「ぜ、全部わかってる、とは……？」

『全部は全部よ！　クロウくんがお弁当持って叶画高校に乗り込んだことも、夏なつ海みの大学に一緒に行ったことも、秋あ樹きと遊園地に行ったことも──そして、桜がさらわれたことも、全部ぜーんぶ、おばさんはわかってますからね！』

「……、そんなことまで……」

『桜を助けに行ってくれて、ほんとにありがとね。さすが、〝No.009〟は伊達だてじゃないね。ヨッ！　フルピース史上最強の〝スパイ十指〟！』

　パチパチパチ、と乾いた拍手の音が通話口から届く。

　俺は、もはや呆あきれることしかできなかった。

〝──ワタシも、彼女の仕事内容ってよく知らないのよね──〟

　思えば、秘密組織の諜報部……なによりも秘匿性が重要視される、スパイのトップであるキャサリンと知り合いという時点で、冬子の存在を疑うべきだったのだ。

「……鈴木を、そして不良たちを海外に飛ばしたのは、あなたの仕業ですか？」

『いまさらそれ聞く？　当然じゃない！』

　隠しも悪びれもせずに、冬子は快活に言う。

『かわいい娘たちを危険にさらしたんだから、金輪際、娘たちと同じ地面は踏ませないわよ。たぶん、近所の奥様たちから引っ越しの話を聞いたんでしょうけど、実際はもっと飛ばしてるからね？　ひとりの人間には、ふたりの親がいるもの。念には念を入れて、一族郎党すべての血縁関係を飛ばしておかないとね！』

「……ッ、……」

『叶画市のそれらしき人間にもすべて、警告という名の脅しをかけといたから、今後こういった事態は起きないと思うけど……もしもまたこんなことが起きたら、そのときはもう一度、クロウくんが助けてあげてね。事後処理はおばさんがキッチリやっておくから！』

　もしかしたら、自治会が防犯カメラを設置することになったのも、冬子が裏で手を引いていたからなのかもしれない。

　家政夫が見つからなかったときのための保険として、町全体に監視の目を置いていたのだ。万が一、娘たちがさらわれるような事態が起きた場合、犯人の逃走経路をしっかりと録画しておくために。

　なんて、そんな突拍子もない想像が浮かんでしまうほど、冬子の言葉の奥には真しん実じつ味みがあふれていた。凄すごみ、と言い換えてもいい。

「あ、あなたは……」

　唾を飲み込み、小さく深呼吸。暑くもないのに額に汗を流しながら、俺は訊たずねた。

「あなたは、いったい何者なんですか……？」

『正義のヒーローよ！』

　いつも通り。

　そう、元気いっぱいに答えると、冬子は通話を切った。

　スマホから耳を離し、俺はこわばった表情で苦笑する。

　まったく、笑えないジョークだ。
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　そんなこんなで。

　事件のショックもやっと薄れ始め、葉咲家にいつもと変わらぬ日々が戻ってきた。

　週末の日曜日。俺は大量の洗濯物を洗濯機に放ると、慣れた手つきでスイッチを押す。

　洗い終わるまで三十分。この間に朝食の洗い物でも片づけておくか。

「な、なあ。クロウ」

　と。リビングに戻りかけたとき、洗面所に夏海が入ってきた。

　追加の洗濯物を持ってきた、というわけではなさそうだ。

「どうした？　夏海」

「いや、まあなんつーか……あらためて、お礼を言っておこうと思ってさ」

「お礼？」

「桜のことさ。あの日の夜にも散々言ったけど、ほんと、助けてくれてありがとな」

　そう言って、夏海は礼儀正しく、深々と頭を下げた。

　以前、三姉妹の舵かじを切っているのは桜だろうと評したことがあったが……三姉妹を誰よりも気遣い、思いやっているのは、やはり長女の夏海だったということなのだろう。

「やめてくれ夏海。家政夫として当然のことをしたまでだ。感謝されることじゃない」

「……あんなすげえことしといて、その謙遜はズルくねえか？」

「すごいこと？　いったいなんの話を……」

「……教えてやんねっ」

　べっ、と悪戯いたずらっ子このように舌を出し、洗面所を後にする夏海。

　なんだかよくわからなかったが……まあ、いつもの夏海に戻ったようでなによりだ。







　キッチンで洗い物を終え、洗濯物を干したあと、今度は掃除機をかけることに。

　その中途で、もうお馴な染じみとなっているが、書斎の扉が開いていることに気づいた。

　中に誰がいるかは見るまでもないが、一応挨拶だけでもしておこう。

「あ、クロウさん！」

　書斎の中に足を踏み入れると、読書をしていた秋樹がうれしそうに顔をあげた。

　おかしいな。読書中は掃除機の音にも気づかないほどなのに。

　本を開いていただけで、読書中ではなかったのだろうか？

「すまない。すこしだけ掃除させてもらうぞ」

「ええ、どうぞどうぞ──あ、掃除機をかける前に、クロウさんに見てもらいたいものがあるんですけど」

「ん、なんだ？」

「この小説のとある場面での、ヒロインの心情が読み取れなくって……」

　おずおず、といった風にして、手に持っていた本を差し出してくる秋樹。

　それは、カバーからしてピンク色が目立つ、ド直球の恋愛小説だった。

　そういえば、推理小説から一時的にジャンル変更していたんだっけ……。

「なんページだ？　俺も日本語の小説はそこまで読んだことがないから、うまく読み取れないかもしれないが」

「頭のやわらかいクロウさんならきっと大丈夫だと思います──あ、そこです」

「どれどれ…………なるほど、この場面のヒロインの気持ちがわからない、と？」

「そうですそうです」

「ふむ……」

　念のためにもう一度読んでみる。

　舞台は海外。全体をざっと流し見るに、病弱なヒロインが家にやってきたハウスキーパーの男性に恋心を抱いていく、といった内容の物語だった。

　そして。秋樹が見せてきた場面は、掃除をしているハウスキーパーの男性を、ヒロインが熱っぽい表情で物陰からジっと見つめている、というシーンだった。

　……こんなわかりやすい場面で引っかかるほど、秋樹の読書歴は浅くないはずだが。

　俺は、恋愛小説を秋樹に返しつつ、答えた。

「まあ、ヒロインは普通に好きなんじゃないか？」

「だ、誰のことが、ですか？」

「このハウスキーパーの男のことが」

「ッ……で、ですよねえ……やっぱ、好きだと思いますよねえ……そうですよねえ」

「？　うん、誰でもそう読み取ると思うぞ？　読み取れないのは国宝級の鈍感野郎ぐらいだろうさ。あははは」

「……じゃあ、国宝級決定ですね」

「え」

　ハァ、と落胆のため息をひとつ残し、秋樹は読書スペースに戻ってしまった。

　……よくわからないが、知らずになにかを読み間違えたことだけはわかった。







　秋樹との問答を引きずりつつ、最後の家事、風呂掃除に向かう。

「あら？　クロウじゃない」

　風呂場の扉を開けると、そこにはなぜか桜の姿があった。

　腕まくりをし、四つんばいの姿勢で風呂のタイルを磨いている。

　できることならこの姿勢は見たくなかった……露天風呂のアレを思い出すから。

「あちゃー。こんなことなら、もうすこし待ってればよかったわね」

「どうして桜が風呂掃除を？」

「えへへ、優雅に昼風呂に入りたくってさ。クロウは別の家事で忙しいみたいだったから、なら自分で洗って入っちゃおー、と思ってね」

「なにを水臭い。言ってくれればすぐにでも洗ったのに。それが俺の仕事なんだぞ？」

「だよね、ゴメンゴメン。仕事取っちゃった。それじゃあ、あとはお願いしてもいい？」

「もちろんだ。桜はそこら辺でブラついているといい」

「家の中ブラつくのもアレだから……じゃあ、クロウの仕事っぷりでも見てようかな？」

　はにかみながら言って、桜はシャワー台横の椅子に腰かける。

　監視されながら風呂掃除をする、というのもなかなかにシュールだけれど……ともあれ。

　桜の笑顔が戻ってきて、本当によかった。

　これまでも普通に笑ってはいた。だが、それは気丈に振舞ったすえの笑顔ではないかと心配していたのだ。

（この分なら、もう心配はいらないか）

　胸中でつぶやき、洗い終えたタイルを流すために、シャワー台に手を伸ばす。

「あ」

「…………」

　手の先でなにかがクイッ、と上げられたかと思うと、座っている桜の頭上に温かなお湯が降り注ぎ始めた。

　家政夫の技能を磨いてきたいまの俺なら、嫌というほどわかる。

　これは、シャワーだ。

　温かい、シャワーだ。

　デジャブッ!!

「す、すまない。またも手が当たってしまって……」

「……いいわよ。誰でも失敗はあるものね……でも」

「で、でも？」

　シャワーを止め、濡ぬれた髪をかきあげながら、桜は言う。

「二回も同じ失敗をする、となると、それはもう教育が必要だと思うのよね？」

「教育……」

「クロウ」

「は、はい」

「そこ。浴槽のへりに座って。目をつむって」

「？　目をつむるのか？」

「いいから早く！」

「了解したッ！」

　スパイ時代の訓練を思い出し、俺は即座に浴槽のへりに座り、目をつむった。以前シャワーをかけたときは尻を蹴り上げられたから、今回は頬ほおを殴られるのかもしれない。

「それじゃあ、いくわよ」

　ぺたぺた、と目の前に迫る桜の気配。

　来きたる痛みにそなえて、俺はぎゅっと目を強くつむり、歯を食いしばる。

　しかし。直後に訪れたのは──チュッ、と。




　右頬に小さな唇が押し当てられる、やわらかな感触だった。




　まさに、一国の王女が一介の騎士に過ぎた褒美を与えるかのような、それはそんなサプライズだった。

「……え？」

「えへへ」

　唖あ然ぜんとする俺から唇を離し、気恥ずかしそうに後ずさる桜。

　悪戯いたずら好きの子供のようなその笑みは、さくらんぼみたいに赤く染まっていた。

「どう？　教育されちゃった？」

「……いや、教育とかではなく、なぜこんなことを」

「べ、別に深い意味はないわよ……ただ、助けてくれたお礼、まだしてなかったなー、と思ってさ。……あとは」

「あとは？」

「……マーキング、的な？」

「？　マーキングというのは、いったい……」

「と、とにかく！　深い意味はないから！　お礼がしたかった！　ただそれだけ！」

　ほんと、それだけだから！

　真っ赤な顔でそう言い置いて、桜は駆け足で風呂場を出て行ってしまう。

　濡れた服とかは大丈夫なのだろうか？　と心配になったが、まあ、今日は比較的暖かい陽気だから、すぐに着替えれば問題ないだろう。

「……はは。まさか、お礼にキスとはな」

　やわらかい感触が残る右頬に手を添え、思わず苦笑する。

　唇以外の場所へのキスは、海外では挨拶同然だ。なんら特別視するような行為ではない。事実、フルピースに在籍していたときも、同僚の女スパイたちに何度も頬にキスをされたことがある。

　……まあ、夏海の偽彼氏の件からもわかるように、俺のほうからキスをするのは、大の苦手なのだけれど。

　ともあれ──日本の十六歳の女の子はもっとおしとやかだと思っていたが、なかなかどうして、意外とマセているようだった。

「……だが、ほかの男にまでこうだと、それはそれで困りものだな……むうぅ、どう注意したらいいものか」

　あのようなフランクな対応をしては、ほかの男が勘違いしないとも限らない。

　感謝の意を伝えるのはいいとしても、その方法は考えさせないとな……。

　そんな、まるで娘を持った父親かのごとき心情で、俺は風呂場でひとり、頭を抱えたのだった。







　悩みつつも風呂掃除を終えたあと、リビングに戻って陽ひの差す縁側に向かう。

　家事はあらかた終わった。あとは静かに庭の洗濯物でも眺めながら、昼食の時間になるのを待つだけだ。

「……ん？」

　と。縁側に座った途端、ポケットのスマホが振動し始めた。着信だ。

　相手は、キャサリン・ノーナンバー。

　周りに三姉妹がいないのを確認し、しぶしぶ電話に出る。

「おかけになった電話番号は、現在使われておりません」

『くだらないギャグかましてんじゃないわよ──それより聞きなさいよ、クロウ！　前から話してた軍部の元彼いるでしょ？　アンタに殴りに行かせようとした奴やつ。そいつがなにを思ったのか、ワタシをディナーに誘ってきたのよ！　ついさっき、廊下ですれちがったときに！　なにこれ、復縁したいってことなの？　ワタシをどうしたいの？　ワタシの心が晴れのちハリケーンなんですけどッ！　ねえこれ、クロウはどう思う？』

「いや知らんが」

『冷たッ！　アンタの心は永久凍土でできてんの!?　もうすこし親身になって考えてくれてもいいじゃない！　アンタだってスパイの端くれでしょ？　お得意の水平思考で元彼の気持ちを推察してよ！』

「スパイじゃなくて、元スパイな。いまの俺は──」

　区切って、俺はおもむろに腰を上げ、縁側から家の中に戻る。

　さて。

　すこし早いが、昼食の仕込みを始めるとするか。

「──大切な三姉妹を守る、家政夫だ」








あとがき






　みなさま、はじめまして。本作でデビューとなります、秋あき原はらタクと言います。

　本作は、第５回カクヨムＷＥＢ小説コンテストのラブコメ部門にて、恐れ多くも大賞を受賞させていただいた作品です。

　応募時のタイトルは『元スパイの俺、モテすぎ三姉妹が次々デレてくるせいで家政夫業が捗はかどらない』という、ザ・ＷＥＢ小説って感じの長ったらしいタイトルでした。それから、担当さんとタイトル案を出し合った結果、本作の『元スパイ、家政夫に転職する』に落ち着きました。随分とまあ変わっちゃって……。

　タイトル変更に伴い、この書籍版ではイベント構成や三姉妹の性格などを変更しましたが、カクヨム様に掲載されているＷＥＢ版は応募時のままとなっております。粗削りでお恥ずかしい限りですが、興味のある方はぜひ一度覗のぞいてみてください。




　ここからは謝辞となります。

　素晴らしいイラストを描いてくださったハリオ先生。本作のキャラクターたちに命を与えてくださり、本当にありがとうございました。初めてラフ画をいただいたときの感動は一生忘れられません。可愛かわいい三姉妹、綺き麗れいなキャサリン、そしてカッコいいクロウと、ハリオ先生の美麗なデザインを活いかせるよう、精進していきたいと思います。

　試し読みコミックを描いてくださった大おお山やま樹き奈な先生。漫画本編はもちろん、コンペ資料からして気合が入っていて驚かされました。資料の中にあった電池交換リロード完了のネタが個人的に大好きです。本当にありがとうございました。

　第５回カクヨムＷＥＢ小説コンテストにおける選考委員のみなさま。粗の多かった本作を大賞に選んでいただき、ありがとうございました。正直プレッシャーもありましたが、そのおかげもあって妥協しない作品作りができました。

　最後に、読者のみなさま。この本を手に取ってくださった方はもちろん、ＷＥＢ連載時から本作を追いかけ、応援してくださった方々には感謝してもしきれません。本当に、本当にありがとうございました。

　それでは、またどこかで。


秋原　タク　
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